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PsYchoanalYtische Studien uber 
Erythrophobie. IIT. Witteilung. 


Von 


Dr. 凍 . Yamamura. 


( Aus dem Psychiatrischen Institut der 
Tohoku Kaiserlichen Universitat, 
Vorstand : Prof. Dr、 KK. Marui.) 


Die Analyse emner 191 ね ahrigen Erythrophobikerin crgab einen doppel- 
sinmjgen ()dipuskomplex im Libidoleben. Durch ihren unbewuBten Koitus- 
und Kinderwunsh durch den Vater, d. 1h. ire starke Vaterbindung, urde 
hre Yollstandige Wendunmg zum Weib gestort. Inmdemn sie ihre posttiven 
Odipuswunsch, speziell dessen sinnlichen Anteil, abzuwehren Yersuchtc, bildete 
sie als Ersatzbefriedigung eine Reihe Phantasiegebilde, und zwar einerseits 
da sie keine cchte Tochter der Etern sei (Familienroman ), und andersents 
da ihre Mutter eine sozial niedrig gestellte Frau (Nebenfrau des Vaters ) 


Se1. Se hatte 2zwrangsmaBig gezweifelt, ob ihr Vater tatsachlich eine 





て 3) 
Nebenfratu habe oder micht: doch sie konnte nichts Sicheres dariiber erfahren. 
Sie hatte den Wunsch, cin Mannm zu sein und nnt ihren Briidern gleich gestellt 
zu werden. Die Patientin zeigte deuthche praodipale Mntterbindurig, d. h. 
ihr Libido war von irer frih-imfantnlen Zeit an stark an die Mnutterbrust 
jiert. 

Ihre erste Regel, Blutung aus den Genitalien, galt jihr als eine schrecklich- 
schmcrzhafte Strafe fr ihre Onanie, und der Schreck vor diesem Ereignis 
hat in ihr den Kastrationskomplex wachgerufeni: da sie jedoch dem 
Zugestandinis, penislos zu seim, trotzte, trat als Reaktion starker Penisneid 
auf. Wahrend der zwangsrmaig ausgefthrten Onanie freute sie sich hauiig 
dariber, ihre Genitalien, speziell ihrs KKhtoris。 im Spiegel] zu betrachten, 
eine Tatsache, welche deutlich ihren auf die Klitoris konzentrierten NarziRmnus 
und zugleich ihren stark sierten Schautrieb, bezw. ExhiDitionismits zum 
Anusdruclk bringt. Und da bei ihr im MiBhmgen der Verdrangung der 
Kjitorissexualitat, bezw. des Zwangs der KIjitorisonanie die Ursache des 
Errotems, respD. der Errotungsangst zu sehem war, so 1]aBE sich diese als 
Anusdruck der sogenannten Genitalisierung des Gesichts, mit anderen Worten: 
der Verschiebung der Libido Yom unten nach obem er に 1aren. 

Der Kastrationskomplex war be ihr stark von der infantil-allmiachtig- 
miagischen Neigung des Ichs beeinfHHuRBt, nicht nnahnlich dem」 vom /. 2 が ァ 
schon geschilderten Kastrationskomplex: doch nahmi andcrsets ihr Kastra- 
Honskomplex eime andere Ausdrucksformi an, und zwar hatte sie versucht, 
jihren Penisniangel durch Verachtlichmiachen des mannlichen Gliedes zu 
kompensiercn Dieser Yonm 人 ん 。 ん 24 を eZZ (im unserer Kinik ) so gemnannte 
spH6hnende Typus des Kastrationskomiplexes ISt als das negative Bild des 
oben genannten Komipleses zu betrachten. 

Die Patientin iSE eine Person ausgepragten .Analchara に ters und zengt 
auch deutlich sadistische Znge. Sie hatte ]angst die Idee, da nach 


Kotentleerung ihr Bauch verkleinert aussehe: daB sie in ihrer Kindheit Yon 





Klosettangst gequalt wurde, iSt hier zu erwahnen. Wahrend der Analyse 
pflegte die Patientin jsdesmal Diarrhoe zu bekommen, wel sie glaubte, dem 
Analytker etwyas schenken zu miissen.  _AuBerdem hat die Analyse die 
Tatsache zu Tage gefordert, daB die Patientin von Kindheit an den Ver- 
gewaltigungsvunsch durch den Vater hegte und als Abfuhrweg daftr an 
Analkoitus durch den Vater zu denken pflegte. Alles scheint also dafir zu 
sprechen, da sie an der Kloakentheorie und der Libidoxierung im der 
analen Phase litt. Der von mir Verschiebung von Yorn mach hinten“* 
berichtete Mechannsmus war in diesem Falle sehr deutich zu sehen、 Beziglich 
der Theorie 万 の zz が cs, de bei der Entwicklung der Vaginalerotik die 
saugend-empfangende Rolle der Maunderotk zu jener Gberspringt, kamn 
Verfasser auf Grund der Befunde dieses Falles auf den Gedanken, da sjch 
vielleicht die erhaltend-empfangende Rolle der Analerotk zwischen die Oral- 
und Vaginalerohk einschaltet und beim normalen Entwicklungsvorgang der 
Vaginalerotik ,,Werschiebung von hinten nach vorn eintritt. Da die 
Patientin zu starkeni neigte Aberglauben, erk]art sich aus der Fisierung 
der infantil-allmachtig-magischen Tendenz, welche auch mit der infantlen 
Exkrementationstunktion Yerbumden War. 

Die Binverlebung des Vaters, welche be der Bildang des Uber-Ichs eine 
Rolle spielt,、war be der Patientin gestort, so da die Bildung des vaterlichen 
Uber-Ichs bei ihr mangelhaft blieb. TIhr Verhaltnis zur Mutter hatte sich 
so gestaltet, da der Saugling die Mutterbrust als das ihm GehGrigende (eins 
Einhert von Saughng-Mutterbrust ) betrachtete. AuBer der Einverleibung 
des Vaters und der Identiizierung mit der Mutter spielte bei der Uber-Ich- 
Bildang das pragenitale Uber-Ich (das Uber-Es von の . Oz) eine groBe 
Rolle. 

Wahrend der Analyse der Patentn bemerkte Verfasser einen neuen TypDus 
der Ubertragung, dem man den Namen ,Magische Ubertragung geben 


darf: dabei war das Bestreben der Patientin, den Analytikcr magisch zu 


人 生 】 
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bestricken, deutlich zu erkennen, eine Erscheinung, welche ihre Erfahrung 
in der Kindheit, muit Knaben minutuell zu onanieren und das Glied des 
民 naben zur Ere に tion zu bringen und dadurclh dem Knaben Lust zu erwecken, 


deutlich wiederspiegelte. 


赤面 恐怖 症 に 就 い て 
(第 三 報 ) 


東北 常 大 衣 克 部 精 和 泊 病 學 才 室 (主任 丸井 教授 ) 


殴 濁 士 山 村 道雄 


I. 緒 論 


余 は 第 一 及び 第 二 報 に 於 いて 、 赤 面 恐怖 症 患 者 の リビドー は ェ ヂ プス 期 及び 肛門 サ 
ヂ ス ム ス 期 に 於 け を 二 つ の 固定 を 明らか に せ し む る 事 を 報じ し た 。 余 は 患者 に は 骨肉 愛 
の 恐怖 及び 去 勢 不安 が あり ヽ 含 K 性 器 の 元 奮 に 肝 し て は 強い 歴 迫 作 用 が 働き 、 元 来 性 器 
に 起こ る べき 志 奮 は 顔面 の 自己 愛さ 禁 露 然 さ の 力 を 借り て 顔面 に 吐 け 口 を 求め (Freud 
の 所 調 上 方 へ の 移動 の 現象 人 ハ 赤 面 な る 魏 協 形 成 が 此 虚 に 現れ た 事 を 明らか K し た 。 倫 
余 は 余 の 所 調 リビドー の 前 方 より 後方 へ の 移動 の 現象 が 肛門 サチ ヂ ス ょ ム ス 期 の 固定 に よ 
つて 限定 され て ゐ た 事 も 明らか に し た 。 

自己 愛 K 開 し て は 殊 K 第 二 報 に 逃 べ た 。 余 は 患者 の 自己 愛 は Reich の 所 請 第 一 型 に 
属す る 事 も 明らか に し 、 こ の 自己 愛 か ら 患 者 の 分 栃 鷺 に 殖 す る 潜在 性 陰性 感情 韓 移 の 
起 る 所 以 を 評論 し て お いた 。 

余 は 此 鹿 に 第 三 報 こ し て 、 一 女性 赤面 恐怖 症 恵 者 の 精 定 分 析 好 的 研究 の 結果 を 報告 
し て みよ う ミ 思ふ 。 


II. 病 礎 


吊 者 は 十 九 歳 、 基 女子 専門 玩 校 三 年 在 台 中 に し て 、 未 婚 で ある 。 

患者 は 営 林 赤 面 す 可 き 時 に 赤面 する の は 宜 し で し て 、 何 と も 思 つ て ゐ な い の に 赤面 
し て 來 る の は 不思議 で あり 、 又 苦痛 で ある さ で 云 ふ 。 も 患者 に は 小 見 期 か ら 赤 面 が あ 
り 、 上 兄 達 か ら 赤 面 に つい て 常に いや か され て ゐ た が 、 小 見 期 に は 何等 無 に 留め る 事 な 
く 過 ご し て 来 た 。 女 明 校 入 悪 後 友人 が 「 恥 し い 時 に は 赤面 する 」 ゞ で 話し て ね た の を 聞い 
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て も 、 自 分 に は その や うな 経 内 が な か つた の で 、 不 思 議 な 話 も ああ る も の だ さ 考 へ て の 
た 。 女 胸 校 三 年 生 の 時 、 あ る 春の 日 に 、 母 、 兄 (第 五 見 ) 及び 舞 (第 一 兄 の 長子 ) ミ 共 に 
公園 に 遊び に 行く 途中 電車 内 で 、 ふ ミ で 友 人 が し て ゐ た 赤面 の 話 を 思 出 す と 共に 、 何 と 
な く 閣 が ほてる や うな 気 が し て 来 た 。 を し て 兄 達 さ 話 を する 無 持 ち に 少し ゃ な れず す 、 獣 
々 ご し て ゐ た 和久 に 、 皆 か ら 今 日 は どう か し て ゐる で 不 鶴 が ら れ た の で あつ た 。 その 後 
暖 い 日 に は 赤く な る や うな 気 が す る 事 が 多 か つ た 。 又 そ の 頃 か ら 赤 面 す る の で は な い 
か で 到 ふ 強迫 的 な 不安 に 襲 は れ 始 め た 。 思 者 の 球 ふ 所 を 総 合 す る で ヽ 赤 面 は 、 他 人 か ら 
じろじろ 見 つめ あぶら れる 時 、 夏 期 又 は 打 溜 が 切 に 上 昇 し た 時 に 引 起 こさ れる 。 殊 に 夏期 に 
は お 軍 儀 を する で 血 が 頭 に 充 浦 す る 鋼 に 一 居 強 く な る 。 又 恐ろし こう な 人 、 女 加 生 の 
集 園 に すれ ち が ふ 時 、 電 車内 で 正面 に 乗り 信 は し た 人 、 特 に を その 人 が 男性 で あつ た り 
する で ミ 赤面 が 強く 起こ り ヽ 赤面 を 感 づ か れ は せめ ぬか で の 不安 に 悩ま ささ れる 。 を し て 一 度 
赤面 し た 人 に は 再び 赤面 する の で は な いか と 恐れ 、 祭 妨 何等 赤面 を 感ずる 理由 が な い 
人 、 例 へ ば 子供 に も 不安 ちあ も る つ 事 が ある さ 云 ふ 。 赤面 不安 もち 始め た 営 時 は 赤面 を 
引 起こ す 至 象 が 多く は 高校 生 で あつ た が 、 患者 が 専門 聖 校 入局 後 は 肌 象 が 大 欧 生 に 北 
更 し て 玉 た 。 そ の 理由 で し て 、 高 校生 が 鯨 り に も 子供 つぼ く 、 自 分 の 配偶 者 は 高等 教育 
を 受け 、 導 立 次 行 し 得る る の た る 可 き 事 と どの モッ トー を 常に 持つ て わた が 久 で ある で 
患者 は 評 つ て ゐる 。 光 も 大 了 生 以外 で も 立派 な 男性 に 百 し て は 動作 を 感じ 、 不安 を 覚 
える 事 は 屋 々 で あつ た 。 こ の や うな 不安 は 増加 する や うに は 思 は れ な い が 、 不 治 の も 
の で は ある まい か 、 も し 不 治 だ こす る で 、 今 後 教職 に つか う で 考 へ て ゐる 自分 に だ つ 
て 一 大 障 則 に な る で 心配 に C な つた の で 診察 を 受け に 来 た さ 球 ふ の で ある 。 

患者 は 赤面 恐怖 症 に 航 る 前 か ら 極 〈 革 細 の 事 に も 無 あ 使 ひ 、 之 K 拘 泥 し すぎ る 傾向 
が あつ た 。 女 台 校 二年生 の 時 に 。 請 本 わ よ ませ られ た 時 に 一 度 動 価 し 。 すら すら 証 め 
な く な つた 事 が ある が 、 そ れ 以 玉 語 ませ られ る の で は な いか と 考 へ る 時 に は 常に びく 
びく し 、「 動 健 を 算 え て の た 。 然し 他人 KC 乱 出 會 つ て も 赤面 が 起こ ちな いで 同様 に 、 
突然 指名 され て 講 せ 現 合 は 大 し た 動 條 に も 不安 に も 了 ら な いで 済ん だ で 球 ふ 事 で あ 
る 。 か く の 如 く 基 細 の 事 を 直ちに 和 に 病 加 者 も 、 肺 結 楼 の 見 常に 接 骸 し て 居り 生 
ら 肺 結 李 に 至 す る 大 居 不安 に 騙 ら れ た 事 は 全く な いで 球 つ て ゐる 。 

赤面 不安 の 和信 に 、 客 和信 に あつ た り 、 人 前 に 出 た りす る 事 を 極度 に 嫌 ひ 、 強 い 基 取 感 
を 持つ て ゐ た に 拘ら ちず 、 患 者 が 初め て 営 科 外来 と 訪ね た 時 に 、 事 務 員 、 小 使 ひ 等 に 翌 
し て さ つ た 態度 は 其 だ 快活 で 、 こ だ わり な く 、 患 者 が 云 ふ 程 状 取 感 が 強大 で ある で は 
考 へ られ な い ご それら の 人 が 到 つ た の を 余 は 間接 に 耳 に し て ゐる 。 

身 骸 的 障 倫 こ し て 患者 は 鼻腔 閉塞 、 従 つて 鼻汁 が 蝶 頭 へ 多量 に 流下 する 事 を 訴 へ て 
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の る 。 但し 之 等 の 苦痛 は 耳鼻 科 専 門 中 の 診察 を を は せ た の で ある が 、 大 し た 事 な く 。 
手術 の 必要 な し ゞ 迄 到 は れ た 。 患者 は 然し 女 陣 校 二年生 の 時 、 昨 年 前 後 二 回 の 手 
術 を 受け た 。 手術 の 結果 苦痛 は 除去 も され な か つた し 、 軽 大 も る され な か つた 。 内 科 隊 
の 精密 な る 診察 に よ つ て 肺 結 粗 は 否定 され て ゐる 。 本 年 夏 赤 痢 に 家 り 、 約 一 月 の 入 
院 治療 で 全治 し 、 退院 し た 。 その 後 約 ニ ケ月 目 に 営 科 外 來 を 訪れ て 来 た の で ある 。 


家 族 礎 


父 は 酒 客 で は な い が 陽 気 な 性 質 で あつ た 。 肥 清 租 質 で 、 患 者 が 小明 校 六 年 生 の 時 騰 
浴 血 で 死亡 し た 。 

母 は 無病 息災 で は な い が 元 無 に 暮らし て ゐる 。 

同 胸 は 八 人 、 そ の 中 姉 二 人 は 以前 に 死亡 。 第 石見 は 某 大 堕 在 騨 中 、 一 ヶ年 前 海水 
浴場 で 心臓 導 音 に て 頓 死 し た 。 第 六 兄 は 中 敢 校 三 年 生 の 時 肺 結 粗 に 航 つ て 退 馬 し 、 珍 
後 約 人 ヶ年 聞 も 就 床 し て ゐる 。 患者 は 第 八 子 で ある 。 

現在 同居 し て ゐる の は 、 母 で 長兄 の 長男 と 、 別 棟 の 肺 結 桜の 病 兄 さ で ある 。 病 見 に 
は 孝 年 の 附 添 婦 が 儲 つ て ある 。 

患者 の 生 ひ 立つ て 來 た 家庭 の 園 無 ミ し て は か な り 風 儀 が 魚 れ て の た 事 は 題 革 で あ 
つて 、 父 始 め 兄 達 は 殆 ん ざ 皆 無 節 制 な 人 問 で あつ た や う で ある 。 父 は 某 町 K 於 いて 虹 
服 商 を 盛大 に 葵 み 、 會 議員 K 営 層 し た 事 も あり 、 そ の 町 の 一 有力 者 で あつ た 。 株 で 
相 営 の 財産 を 作り 上 げ 、 仲 々 の 狗 振り を 示し て ゐ た が 、 思 者 が 小 聖 校 却 年 生 の 時 。 株 
で 失敗 し 、 六 年 生 の 時 、 英 大 な 借財 を 残し て 、 肛 滋 血 で 介 逝 し た 偽 に 、 そ を の 後 の 家計 
は 甚だ し く 統 亡 し 、 患 者 は 勿論 家族 全 煎 に 大 き な 打 撃 を 興 へ 、 そ の 結果 親戚 か ら 経済 
的 援助 を を は ね ば な ら な く な り 。 今 迄 の 立場 は 全く 失 は れ て 子 つ た の で ある 。 前 逃 の 
如く 陽 秘 な 父 は 日 常 生活 に 於 いて は 大 ま か な 、 帳 箇 で だ らし が な く 、 派 出 好き の 性 格 
を 明らか に 示し 、 大 き な 事 ば か り 品 に し て ゐ お た らし い 。 従 つて 父 に 接する 人 々 は 。 父 が 
特 来 政界 の 旗頭 に な る さか 、 大 区 に な る 人 物 だ で 買 ひ 被 つ て お ね た や う で ある 。 父 は よ 
(大 行 に 出 て 、 家 を 留守 に する 事 が 多 か つ た 。 出 策 に 際 し 、 の ん き K 構 へ て ゐる 和久 に 
汽車 が 策 是 し て 了 つ た り 、 母 か ら 追 ひ 立 て ちら れる や うに し て 家 を 出 て 、 動 き 出 し た 汽 
車 を 追 ひ か ふけ た り し た 事 が 度々 あつ た さ う で ある 。 事業 上 交際 が 座 く て 、 多 く の 人 を 々 
が 家 に 出入 し て ゐ た 。 その 中 K に は 葵 既 も 泥 つ て ゐ て 、 彼 女 等 は 遠 具 な く 出 入 し て ゐ た 
の で あつ た 。 長 見 も 頭脳 明 新 、 大 避 入 限 後 直ちに 高等 文官 試験 に 合格 し た し 、 淫 来 は 大 
良 に な る だ ら う で 自 他 共 に 許し て ゐ た 。 患者 は この 見 を 食 医 する 事 大 で あつ た 。 こ の 
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兄 の 妻 は 然し 正式 結婚 あし た も の で は な い 。 正雪 に する どか し な いで か の 問題 が 起 つ 
て ゐる 中 に 死亡 し て 了 つ た 。 長兄 に 一 子 あり 、 母 に 抵 し 、 自 分 自身 は 避 隔 の 地 IC 状 ら 
し て ゐる 。 第 二見 は 未だ 猫 身 で ある 。 こ の 上 兄 も 畿 愛 問題 で 失敗 し て ゐる 。 菅 て 関係 し 
た 事 の ある 女性 と の 手 を 打 切 れず 、 月 々 の 仕 装 り に E 困 つて 居り 、 之 に 開 係 し て 面 到 な 
問題 が 今 以 て 起こ つて ね る の で ある 。 第 三 見 は 精神 的 北 質 の 傾向 強く 、 酒 色 に 清和 れ 、 中 
砂 校 を 年 活 退 台 し 。 目 下 朝 鮮 の 奥地 に 行 つ て ゐる 。 上 喝 達 が 自分 自身 で 開 係 の ある 女性 
の 話 を 下 無 で 喋 生 る の を 聞き 、 殊 に 第 二 兄 の 如き 、 女 に 未練 ちあ も ち 生 ら 、 女 を 操 従 す 
る 事 の 容易 な る 旨 を 自慢 する の を 聞い て か ら は 、 元 來 見 達 が 立派 な 人 物 で ある ミ と 考 へ 、 
筐 薇 の 念 を 才 つて 來 た 患者 に だ ど つ 'C は 上 記 の 事柄 は 全く 意外 の 感 を 深く する も の で あ 
り 。 ひ いて は ば は 弾 度 の 失 泌 、 翌 肌 の 原因 に な る の で あり 、「 皆 立派 な 素振り を 示し て 選 
り 征 ら こ ん な 事 を し て ゐる の か 」 で 見 達 に 軸 し て 人 矯 し 蔵 的 区 度 を と り た い 系 が 生じ 、 そ る 
の 後 は 「 そ ん な 話 あ きく 事 さ へ 汚 ち は し い 男性 は と ん な 事 ば か りす る も の か 」 等 で 
女 也 校 一 、 二 年 生 頃 か ら 考 へ る や うに な つた ミ さ 云 ふ 。 面 し て 父 に つい て も 根 ほ り 葉 ほ 
り 聞 き 正 し た な ら ば 、 或 は な ん か が あつ た の で は ある まい か ミ さも 考 へ られ て 來 た 。 
然し 「 も し 父 に 姜 な ん か が 居 た ら 」 ミ の 危 提 心 か ら 、 半 の 有無 は 知り た く な い ミ て 先 
愛 立 すず に 終 つ た で 云 つ て ゐる 。 又 胡 多 が 女 を 炊 か ら 炊 へ で 皿 々 で と へ た 事 や 、 母 が 
店 の 番頭 々 開 係 し 、 皆 か ら 爪 弾き も を され て の た 事 を 小 見 期 に 知り 、 面 も 宜 母 が 死亡 し 
た 時 I に は 立派 な 発 式 を し て 貰 つた 事 は 患者 に は 意外 の 感 を 抱か せ せ 、 こ の 矛盾 は 現在 で 
も る 患者 の 馬頭 あら 決し て 消失 し て ゐ な い 。 之 ら の 人 物 の 聞 に あつ た 母 の 存在 も 患者 に 
は 大 き な 形 響 を 興 へ て ね る の で ある 。 即ち 母 は 男優 り の 。 乱 格 な 人 物 で あつ た の で あ 


る o 


III. エ ヂ ブス 和 複合 器 に 就 い て 


患者 は 男性 に 至 し て 弾い 基 也 感 を 持つ て お る で は 台 、 道路 で すれ 和 違 つ た り 、 乗 物 内 
で 至 座 し て ゐる 男性 に 興味 を 持ち 、 そ の 男性 を 頭 の 先 き か ら 足 の 先 き まで 観察 し よう 
さ 努め る 。 光 も この 際 に は 相手 か ら 握 付か れ な いや うに で 用 心して ね た の で ある 。 目 
前 の 男性 が 知人 で あつ た り し た 時 に は 、 先方 か ら 話しかけ て 來 る 迄 を その 人 を 見 つめ ょ 
うさ も する の で ある 。 分 析 施 行 中 患者 の 態度 注意 し て ゐ た 所 、 患 者 は 屋 ょ 分 祈 路 を 
ぬ す み 見 し て ゐ た の で ある 。 患者 は ある 時 。 避 校 を 止め て 花柳 界 に 身 を 投 ヒ たく な つ 
た で か 、 歴 史上 で 淫 稼 な 事 か ら 後 世に 名 を 残し て ゐる 女性 が ある が 、 自 分 も を の や 2 
な 人 物 に な つて みた いさ か 、 時 に は 誰 ご で も よい か ら 開 係 し て みた く な つた ささ へ 考 
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へ た り 、 銭 湯 で 男 風呂 の 方 か ら 避 生 らし い 穫 が 聞え て 來 た 時 づか づか で 男 風 呈 に 入 つ 
て 行き た い 衝 動 に 騙 ら れ た 事 が ある で 云 つ た 事 が ある 。 男性 と の 食 話 を 和 巡 れ て ゐ た 思 
者 も 、 不 良 じ みた 従兄 と は 方 面 も な く 會 話 を な し 得 た し 、 面 も その 際 何 等 の 苦痛 を 覚 
えな いや う で ある 。 逐 等 の 正常 な 道徳 的 信 慮 ミ 相 反する 考 虐 及び 行動 は 、 加 者 の 
dirnenmasig の 傾向 の 然 ら し め る 所 で あり 、 この dirnenmiBig の 傾向 が 強大 な る 内 
的 葛藤 I 打 克つ て 引 迫 的 に 現れ て 來 て お る の で あつ て 、 の dirnenm 池 ig の 弾 迫 は 男 
性 の 個 性 を 司 別 す る 事 な し に 男 性 を 求め て ゐる さも 云 ひ 得る の で ある 。 そし て この 
dirnenma6ig の 旨 迫 こそ を 吊 者 の 茂 恥 心 を 倍加 する も の で あつ た の で ある 。 

患者 が 第 五 兄 で 一緒 K 電 車 に 乗 つ て ね た 時 、 ふ ミ ぐ 赤 面 不安 が 生じ て 來 た さ 云 ふ の で 
ある が 、 元 来 こ の 見 は 患者 の 顔 が 赤い 事 を 指摘 し 、 患者 が 少し で も 人 魚 計 に 赤く な る 毎 
に C「 そ ら 赤 く な つた 色 る で 赤く な る 女 だ 」 等 ご 衆 人 の 前 で 慮 會 租 な く 口外 する 傾 
同 が あつ た の で 、 患 者 は か か る 言 外 を 非常 に 嫌 ひ 、 何 と さか し て 兄 が この や うな 事 を 去 
は な いや うに で 上 兄 に 嘆願 し た が 、 之 は 常に 無効 に 終 つ て 了 つ た 。 従 つ て 患者 は こん な 
兄 な ん か 死ん で 子 へ ば いい で ざさ へ 思 つ て ゐ ね た の で ある 。 偶然 に も この 兄 が 海水 浴 K 行 
つて の ゐ て 念 死 し て 了 つ た 。 患者 は この 報知 を 受け た 時 に 、 さ 程 驚 乙 もせ すず 、 兄 の 死 は 
自分 に だ ど つ て は 寧ろ 好都合 で ある ささ へ 考 へ た の で あつ て 、 今 に な つて 考 へ る ミ 、 軸 
兄 の 委 死 C し て は 、。 そ の 時 の 涙 の 出 方 が 少 過ぎ た 香 だ で 云 つ て ゐる 。 然し その後 は 、 
自分 が い は ば 呪 ひ 殺し た 上 兄 の た た り が 自分 に ふり か か つて 洲 は せめ か で の 不安 か ら 、 
を の 営 時 如 校 て で 英語 の 教科 書 ミ し て 使用 し て ゐ た Edgsr Poe の 探偵 小説 の 了 斬 も 復 
名 も 、 叉 この 英語 の 時 間 K 出 席 す る 事 に も 恐 居 を 持つ に 至り 、 自 分 も 死ん で 了 ふ の で 
は ある まい か で の 心配 が 強く な つて 來 た 。 そ し て 又 そ の 頃 毎 史 の や うに 見 の 亡 武 に 層 
まさ れろ る 夢 を 見 て 費 に 怖 ろ し か つた さ 云 つて ある 。 こ の や う K つ た 上 兄 も 他 面 患者 ic 
親切 で あり 、 指 導 を よく し て くれ た り し た 。 赤面 の 事 を や 云 ふ の みな ら ず 、 患 者 の 美 鋭 
を 護 へ た りす る 事 が あり 、 加 者 は さ う 云 は れる 事 を 寧ろ 希望 し て ね た の で ある 。 かく 
の 如く 意識 的 に この 上 兄 に zartlich な 傾向 を 示 し た 患者 は 、 屋 = この 見 か ら Koitus を 
強 ひ られ る の で は ある まい か で 変 想 し て は 、。 こ の 会 想 に 不安 を 感じ た り 、 又 夢 に 於 い 
て この 見 ミ Koitus を 行 つ て ある の で ある 。 患 者 に 於 ける Koitiertwerden の 人 開 想 は 第 
三 兄 に も 向け られ て 居り 、 第 三 見 の 眼光 が 女 に お を そろ し き 光 輝き 、 面 も 衛 線 が 自分 に 
向け られ て 居り 、 今 C も この 上 兄 か ら 押 さ へ つけ られ る や うな 感じ が 起こ り 、 患 者 は 恐 
みろ し さ の 人 鱗 り 奇 殴 を 加 け て 母 の 許 に 逃げ か くれ た 事 も あつ た ミ 云 ふ 。 小 兄 期 に 長兄 か 
ら 抱か れ た り 、 膝 に の せら れ た り し て 愛撫 され る 事 を 訂 が つた で 云 ふ の は 、 長 兄 対 
1) 上 位 自我 の 項 参照 
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する リビドー の 備 給 に 抑 麻 が 加 へ られ て ゐる 事 を 示す も の で ある 。 分 析 経 過 中 に 、 患 
者 が 分 析 田 の 胸 人 と だ りす が つて 泣き た く な つた の は 、 患 者 の 見 一 後に 設 く 如く 結局 は 
女 一 か ら の 感 博 韓 移 の 一 現象 で ある 。 要する に 患者 に は 強い 骨肉 愛 的 鈴 泌 が あり 、 こ 
の 倫 泌 に 暫 す る 抑 礎 は 骨肉 愛 の 恐怖 を 強固 に 作 つ て ね る 。 そ を し て この 骨肉 愛 的 欲 刻 は 
次 の 如く に し て 患者 の ェ エ ヂ プ ブス 了 開 係 を 物語 つて ゐる 事 が 判る の で ある 。 

長 見 が 最近 太り 初め た 事 K 開 恥 し て 、 長 見 が 父 で 同様 に 脳溢血 で 倒れ は せめ ぬか 、 或 
は 逐 な る 前 途 を 脳溢血 に よ ょ つて 破 太 し て 了 ふ や うに な り は せめ ぬか 心配 し て ゐる 。 
串 者 が 分 析 経 過 中 に 、 分 析 咽 の 年 齢 を 或 は 非常 に 年 と つた 者 (40 歳 代 ) で し 、 或 は 反 
圭 に 非常 に 若年 (20 歳 前 後 ) ご 見 な し 、 面 も 條 想 年 齢 に 座 し て 患者 の 感 博 韓 移 現象 が 
相反 し た 事 、 例 へ ば 年 を ぐつ た 者 で 見 な し た 時 に は 常に 分 析 朋 に 詩 し 好意 好感 を 示し 、 
若年 ご 見 た 時 に は 反 妊 の 態度 を ぐつ た る が 如き 、 思 者 の し た 感情 科 移 現象 か ら 加 者 
の 無意識 県 に 於 いて は 長兄 で 父 さ は 同一 で あり 、 長兄 は 父 の 代理 で ある 事 が 刊 つ た の 
で ある 。 吊 者 の 追想 に よれ ば 、 患 者 が 小 見 期 に 父 で 一緒 に 入浴 し た り 、 父 か ら 也 掃除 
を し て も ら つ た さか の zirtlich な 感情 に つい て は 忘れ て ゐ な い 。 然し 父 は よく 旅行 に 
出 て ね た か ら 、 父 KK 開 す る 記憶 は 僅か し か 胸 租 に 壮 O つ て お な いさ 云 ふ 。 患者 は 母 か ら 
強く 叱責 され た 時 に 、 母 に 向 つ て この 家 か ら 出 て 行け ぐ 芯 ひ 、 却 つて 再び 母 か ら 非 党 
に 叱 ら ちら れ た 事 さ へ ある で 云 ふ 。 そし て 患者 は こん な に 強く 叱る 母 は 買 母 で は な い 、 自 
分 は 他 家 か ら 貰 は れ て 来 た の だ ミ 反 動 的 に も 考 へ て ね る 。 か く の 如 く 〈 自 分 は 現在 の 雨 
親 の 暫 子 で は な く 、 自 分 の 眞 の 系 統 は 別 で ある さ の 容 想 を 形成 する 事 は Freud 等 の 
語 ふ 所 の Familienroman で ある 。 患者 が 妻 導 せる 男性 を 軽 歳 し よう で し た り 、 又 は 
結婚 せる 女性 を 咽 笑 し て ゐる の は 也 者 の ェ ヂ ブス 園 定 に を の 因 を 求め る 事 が 出来 る 
も の で あり 、 患 者 の ェ デ デプス 複合 髄 へ の 反動 形成 の 現れ さ 人 解す る 事 が 出来 る 。 後 逃す 
る 如く 患者 は 小児 期 か ら 自 分 の 家 よ りゃ も 低級 な 家庭 に 遊び に 行 つ て は 性 的 事象 を 聞き 
覚え よう で 努め て ゐ た 。 小 見 期 に 患者 は 母 か ら 性 的 興味 の 解決 を 求め て 得 ち られ な か つ 
た 開 係 上 、 視 信 的 に 低い 階級 は triebhaft、 上 流 年 會 は 性 衝動 を 制止 し 、 又 美化 し て の 
る も の ご 考 へ て ゐ た の で ある 。 従 つ て 患者 が 陽性 ェ デ プス 開 係 の 固定 を も つ 事 、 特 に 
陽性 ェ ヂ プス 開 係 の sinnlich な 部 分 に 執着 する 事 は 愚者 が triecbhaft の 事 さ 考 へ る 虚 
で あり 、 従 つて 患者 は 陽性 = ェ デ プス 了 開 係 に 留 る 事 が 許さ れ な か つた の で ある 。 だから 
陽性 = テ ヂ ブス 開 係 に 於 いて 父 を 猫 占 芝 ん と する 久 に は 制止 や 美化 を 磨 し て 母 を 室 想 上 
で 調 は ば 共 の 地位 に 置き か へ ね ば な ら な か つた し 、 従 つて 前 逃 の 如く 父 の 壮 の 有無 の 


1) 感情 報 移 の 項 (第 29 頁 ) 参照 。 
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究 加 を な し 得 な く な つた の で ある で 考 へ られ る 。 患者 に 父 結合 が 強く 、 父 に sinnlich 
の 谷 刻 を 持つ て ゐ た 事 は 玉 の 如き 分 析 中 に 現れ た る 感 博 韓 移 現象 か ら 明 ら か に な つて 
涼 る 。 分析 開始 後 第 十 三 回 目 の 障 相 時 に 、 恵 者 は 自分 を よく 了解 し て ゐる 男性 で 、 各 
方 面 に 自分 より 優れ て ゐる 者 ゞ 結婚 し た いさ で の 意 を 洩らし た 。 障 想 上 に は 何 も 浮 ば な 
く な つた さ 云 ひ 、 早 く 時 間 が 終了 すれ ば よい ざ 芝 ん で ゐる 。 即ち 患者 は 感情 電 移 性 抵 
抗 汰 態 に 了 つ て ね る の で ある 。 加 者 の 自我 は 一 方 、 感 博 韓 移 愛 Ubertragungsliebe に 
よ ょ つて 閥 虚 ミ な つて 來 た (区 も 之 さ は 別に 、 患 者 が 前 回 時 間 終了 後に 師 宅 し た 所 、 偶 
ぇ 母 が 喘 箇 (?) し た 事 買 が あり 、 之 が 患者 に 大 い に 影 響 し て ゐる 事 も 軽 隔 は で き な 
い )。 拓く し て 容 虚 に な つた 患者 の 自我 は 非常 な る 孤 多 感 を 持つ 事 に な り 、 を の 結果 
その 夜 何者 か に 環 ひ か か られ る や うな 、 名 汰 し 難い 恐怖 を 経験 し た の で あ る 。 その 後 
分 析 第 十 八 回 目 に 、 営 精 君 科 の 建物 に 何と な く 引 付け られ る や うな 愛着 を 感じ た さ 濾 
べ て の ゐる が 、 か く の 如 〈 陽 性 感 博 韓 移 を 示し た 夜間 に は 組 は れ は 増強 され る 傾向 が 
著 I に 示さ れ た の で ある 。 換言 すれ ば 母 の 除去 を 欲し 、 多 に 9 で ドー 備 給 が 行 は れ た 時 
に 組 は れ が 現れ て 来 た の で ある 。 面 も この 環 は れ の 現象 は 分 析 に よ つ て 始め て 作ら れ 
た も の で は な くし て 、 小 見 期 殊 に ェ ヂ デプス 複合 航 の 全盛 期 、 即 ち 小 了 校 就 了 前 に 皮 I 
存在 し て あ た の で ある 。 患者 は 早く か ら 一 の 強迫 現象 さして 、 変 想 上 で 一 人 の 人 M 暴 
性 の 一 人 を 配偶 者 で 健 定 し 、 雨 者 が 夫婦 < し て 似 合 つ て お る か 否 か を 考 へ させ ら 息 て 
の た 。 父母 の 場合 も 父母 が 似 合 ひ の 夫婦 で ある か 否 か が 愚 者 の 気持 もち を 絶 へ ず 支 配 し 
て ゐ お た の で ある 。 前 に も 人 般 れ た 如く 《、 患 者 は 早期 か ら 性 的 事象 関し て 強い 興味 を も 
もち 、 出 産 に つい て 種々 の 憶測 を 避 ク し て ゐ た 。 姉 が 買 家 に 師 つ て お 産 を する 時 に 、 姉 
の 叫び 英 を 聞い て 面白 く 感 じ た で 球 ふ 事 で ある 。 二 、 三 年 前 に は 母 が 兄 さ Koitus を 
な し 、 母 が 尋 娠 し た 所 の 夢 を 見 て ゐる が 、 現在 の 母 に まだ Trieb が 残 つ て ゐる だ ら 
うか で ぐ 考 へ て ゐる 患者 に に ェ ヂ プス 複合 骸 の 全盛 期 に 於 いて 、 父 母 の sexueller Verkehr 
に 強い 興味 わる も る つて ゐ た で あら 2 う 事 は 容易 に 考 へ られ る 事 で あり 、 又 現在 患者 が 宜 母 
の 性 的 無 節 制 を 非難 攻撃 し て ゐる 事 は 上 記 の 開 係 に を の 根 振 を 見 出し 得る の で ある 。 
患者 が 夜間 に 組 は れ を 感じ 、 母 の 絵 所 に さび 込ん で 行き 、 母 に すがり つか ね ば え ら 
れ な か つた で 云 ふ 事 は 、 か くす る 事 に 因 つ て 父母 の Koitus を 妨害 し 、 同 時 患者 自 
身 の 父 を 狼 占 せん と する 倫 記 を 満足 し よう さす る 企 て で ある 事 が 判る の で ある 。 か く 
の 如く 父 に 強大 な 結合 を 有する この 思 者 に 常に 自分 の 下腹 部 が 膨大 し て ゐる の を 気 に 
し 、 息 眞 を ぐる 時 に は 後列 に 並ぶ か 、 又 は 腹部 を 手 か 何 か で 陽 さ うさ 努め る 傾向 が あ 


9) 
つた 事 は 、 父 か ら の Kindwunsch で ある ミ 革 ふ 事 が 出来 る 。 


1) 感情 埋 移 の 項 (第 28 頁 ) 参照 。 
=) 上 位 自 我 (第 25 頁 )、 肛 門 愛 (第 19 頁 ) 及び 感情 報 移 項 (第 30 頁 ) 参照 
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患者 は 母 に 絶 到 服従 すべ きも の ミ 信 じ 、 母 の 許可 が な けれ ば 何事 も な し 得 な か つた 
し 、 母 か ら 注 意 さ れ た り 、 叱 責 さ れ た りす る 事 は 一 番 辛 い 事 で あつ た 。 母 は 患者 が 好 
意 か ら 手 僚 は うこ する の K 自 分 の 意 を 流 ん で 軸 れ ず 、 反 将 に 手 僚 ふ の を 禁じ た り 、 
く 叱 つた り 、 又 折角 努力 し て 優等 賞 を 貨 つ て も 少し も 克 め て 身 れ ず 、 少 し で も 悪い 成 
績 を と る ミ 無 理 々 々 勉強 を 強 ひ た り し た 事 は 、 母 に 四 す る 愉 悪 心 を 増強 さ 芝 て ゐる 。 
自分 に は 雪 へ て くれ な か つた の に 、 女 中 に 教 へ た り し た さ 詞 つて 患者 は 母 の 片手 落ち 
を 均 ゆ て ゐる 。 後 C 逃 べ る が 如く 一 少年 備 人 か ら Koitus を され た り 、 従 見 か ら Koitus 
を 要求 され た 時 之 を 拒ん だ 矢 K 顔 面 に 像 傷 あ 負 は せら れ た り し た 事 を 、 母 が も つ さ 注 
意 深 か つ た ら 免 れ 得 た で あら う ミ ぐ 、 母 の 次 任 に 上 し て ゐ ね る 。 この 母 に 翌 す る 反感 の 背 
後に は Koitus が 母 か ら 知 られ は せ ぬ か 、 調 は ば 患者 の 無 意 談 具 で は 自由 に 性 的 の 行 
動 や あぐら うど する の を 母 が 嫌 害 し た と の 慎 怒 が 滅 さ れ て ゐる の で ある 。 患者 は 小 晃 校 
入 了 前 に 一 少年 備 人 か ら 謀 女 を 奪 は れ 、 そ の 接 害 以 来 患者 は Onanie を 邊 え た で 自ら 
固く 信じ て ゐる 。 現 在 で も Onanie を 止め る 事 な く 織 績 し て わる が 、Onanie が 後 年 の 
結婚 生活 に 悪影響 あ 及 ぼ す も の で ある 考 へ て 、Onanie を 行 つ た 後に は 常に 良心 の 
本 真 に 苦 び で 共に 、Onanie に 引 績 いて 赤面 が 強く 現れ る の が 常 で も つた 。 愚 者 は 明 療 
に 従事 し て ゐる 叔父 か ら 閣 つた 薬 を 鼻腔 内 に 塗 大 し て 鼻腔 閉 寒 を 防い の で お ね る が 、 こ の 
業 品 を 卒 布 し た 後に は 赤面 不安 が 増 導 さ れる 傾向 が あり 、 分 析 の 結果 この 薬品 塗布 は 
Onanie の 等 全 物 で ある 事 を 知り 得 た 。 患者 が か く の 如 く Onanie 又は その 等 條 物 を 
引 追 豆 に くり 返し て ゐる 事 を 理解 し 易く する 含 に Onanie の 誘因 に 就 い て 考 へ て 見 る 
な ら ば 、Onanie の 原型 だ し て 、 胞 見 が 母 の 所 房 で 快感 (Sauglust) を 得 て 居 る 際 に 見 


られ る 所 の 身 稔 部 位 一 屋 < Genitalien を 摩擦 し た り 、 引 張 つ た りす る 手 の 運 動 を 軸 び 


る 事 が 出来 る 。 身 角 部 位 を 摩擦 し た り 引張 つた りす る 事 に よ ょ つて 快感 を 得 ら れる 事 を 
知 つた 補 史 は , 後 に 養育 者 か ら 身 骸 を 清潔 に され る 際 区 、 特 殊 な 精 約 内 容 を 有 せ すず 
鉱 肘 象 な し K 行 は れる 身 骸 的 清 足 を 獲る の で ある 。 リビドー が 男根 統 裁 期 に 紙 達 する 
に 及 ん で は 、 こ の 表象 な し の 身 骨 的 滴 足 の み で は 満足 せ ず 、 特 殊 な 精 牟 的 内 容 、 即 も 
能動 的 な 、 面 も 奴 サ ヂ ス ム ス 的 な 欲 応 を 母 に な サ け て 來 る の で ある 。 一 般 に 男女 兄 共 に 
男根 統 坊 期 を 和 過 し て 、 初 め て 性 器 統 裁 期 に 入る 事 が 出来 る の で ある 。 只 此 諾 に 、 女 
必 に は Phalluns が な いさ の 理由 か ら 、 女 性 は 男根 に 於 け る 快感 を 知ら な いで の 抗議 が 
測る か も 知れ な い が そ れ は 然し 生 ら 、 少 女 で は Kiitoris が Phallus の 代理 を な し て 
の る 事 、 祭 多 少 女 が 男性 的 に Onanie を 行 つ て ゐる で の 事 冥 か ら 人 解決 し 得る の で ある 。 
上 者 は 小 見 期 に 、 人 形 を 買 つて 貰 ふ 事 が 出来 な か つた の で 、 店 頭 に 落ち て の た は じ 布 
を 捨 ひ 集め て 、 自 ら 人 形 を 作 つ て は 人 形 遊 びと し て ゐ た り 、 召 使 が 大 勢 居 た に も 拘ら 
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すず 洗濯 と か 豪 所 仕事 の 手 俺 ひも を する の が 好き で あつ た や うに 一般 の 少女 ゞ 同様 な 「 少 
女らしい 」 傾向 を 示し て は ゐ た が 、 他 方 患者 は 男 の 見 の な す 遊 吉 、 例 へ ば だ ん だ り は 
ね た りす る 事 が 好き で 、 兄 達 の 野球 の 仲間 入り を し た か つた 。 但 見 達 が 入れ て 異 れず 、 
止む な く 修 観 し て ね た で の 事 の ある 。 男 の 見 の 仲間 入り を し て 遊び 、 耐 も 男 の 見 に 負 
け て は の な か つた 。 人 小 通 校 時 代 に 、 従 妹 ぐ 共に 夢 の 所 に 日 本 舞踊 を 御 ひ に 通 は せら 
れ て の た が 、 加 者 は 男役 ず ば か り を させ られ て の ゐ た さ で 広 ふ の で あり 、 患者 が 他 の 少女 に 
比 し て 如何 に 男性 的 で あつ た か が 委 像 され る 。 又 小 陣 校 時 代 は 町 の 有力 者 の 娘 さ し て 、 
人 々 か ら へ つら ひ 、 あ が め ら れ て 居 た 久 に 、 患 者 は か な り K 模 力 を 振 ふ 事 も 出来 た 課 
で ある が 、 敢 校 で 男 生徒 女 生 徒 間 確 圭 を 生じ し た 際 に は 加 者 は 常に 女 生 徒 を 代表 し て . 
を の 人 向 に 営 つ の た り し た も の で ある 。 あ る 時 の 如き は 一 訓 導 が 男 生徒 に の み 敵 負 を し て 
の る で の 理由 か ら 、 愚 者 は 女 生 徒 の 先頭 に 立つ て その 先生 の 非 を 打 鳴 らし 、 大 い に 条 
冶 を 軸 げ た 事 が ある が 、 そ の 時 の 和仁 分 を 今 考 へ る で 軸 に 男 ま し か つた で 自ら 感嘆 され 
る で 芯 つ て ゐる 。 家 が 破産 し た 時 に 患者 は 自分 か ら 女 中 夫 公 に 出る で 申出 で 、 自 分 の 
力 で 家政 を 救 ふ べ き 決 心 迄 し た 。 現在 の 恵 者 は 何事 も 能動 的 に 働き か けた い 、 同 王 を 
生 耶 り た いさ の 考 を 持ち 、 自 分 が も し 結婚 する ご し た な ら ば 自分 の 顔 を 見 上 げ る 事 の 
出来 な いや うな 和 和 な 男 を 夫 で し 、 共 を 尻 に し き 、 自 分 が 働い て 夫 に 勉強 させ せ た い で 
か 、 或 は 自分 は 終生 身 で 働き 、 金 を 貯 ふ 、 親 類 へ の 負債 を 上 過 て 返済 し 、 今 迄 の 俺 辱 
的 態度 を 示し て ゐ た 人 々 K 人 復 信 し て や り た いさ 考 へ て お る の で あつ て 、 患 者 が 球 は げ ば 
男優 り の 気性 を 具 へ て ゐる 事 が 刊 る 。 分析 時 間 中 自由 障 想 を 行 つ て ゐる 問 に 、 そ の 障 
想 内 容 は 勿論 、 障 想 の 行 ひ 方 等 か ら 、 患 者 は 女性 的 ミ 云 ふ よ り は 宙 ろ 男性 的 に 近 か つ 
た の で あつ て 、 税 語 等 は 使用 せ すず 、 ぞ ん ざい な 言葉 使 ひ が 多 か つ た し 、 も し 菩 語 を 用 
ひる で し て も 、 そ れ に は 「 撤 語 を 使 つ て 償 話 する 人 和 達 を 軽 茂 し 嗣 笑 してやり た い 」 で 
の 意味 が 含ま れ て ゐる 事 が 判る の で ある 。 か く の 如 く 男 性 的 に 振舞 ふ 患 者 は 、 エ ヂ デ プ 
ス 開 係 に 欠い て 、 父 を 競 沼 者 で 見 な し 、 母 を 愛 の 詩 象 ミ し て 選び 出し て ゐる の で あつ 
て 、 母 が いつ 刀 も 生き て ゐ て 和 欲し い 、 母 に 接 史 し た り 、 類 づり を し た 0 し た い ミ の 答 
堂 が 湧き 起 つ て 来る の で ある 。 小 喝 期 に 「 男 の 見 で も あり た い 」(Knabe zu sein wollen) 
の 懲 求 の 強 か つた 患者 は 今 以 て 男 見 の 如き 傾向 を 示し て の る 。 換言 すれ ば 忠 者 は 兄 で 
gleich sein 又は gleich sein wollen の 心 的 領 向 を 以 て 振舞 つて ゐる 。 然し 生 ら 極 く 最 
近 迄 患者 は 屋 ょ 見 達 ご 喧嘩 を な し 、 患 者 が 負け る で 口 惜 し さ の 余り 、 重 符 の 中 か ら 衣 
類 を 全部 引 を り 出 し 、 負 末 に 重ね られ た 衣類 の 中 に も ぐり この で あつ た 。 かく の 如 
き は 上 記 の 兄 ゞ gleich seimn wollen の 倫 堂 が 破壊 され よう と する 場合 に 、 患者 は 上 兄 
(即ち 父 ) な る 競争 者 か ら 可 ざ か り 、 母 の 胎内 に 復 師 し よう で する 試み で あり 、 又 母 
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の 愛 に し た ら う で する 、 即 も 母 結合 を 象徴 する も る の ゞ 考 へ られ る の で ある 。 要する に 
患者 に は 父 を 愛 の 封 象 さ し 、 母 を 競 委 者 で 見 な す 所 の 陽性 ェ ヂ ブス 複合 購 ご 、 反 符 に 
母 を 愛 の 負 象 と し 、 父 を 競 筆 者 さ なす 所 の 陰性 ェ ヂ プス 複合 骸 、 即ち ェ ヂ プ ス 前 期 
(prsodipal) の 母 結合 が 明らか に 認め られ る 課 で ある 。 此 諾 で 一 言 ェ モチ ブ プス 前 期 の 母 
結合 に 開 し て 枯 べ て みた い 。 従来 小 見 の 性 生活 の 中 心 を な す 所 の ェ ヂ デブス 開 係 に つい 
て は 、 男 女 見 共に 異性 の 親 を 愛 の 負 象 だ な し 、 同 性 の 親 に だ つて 代 つ て その 位置 を 占 
め 、 圧性 の 親 の 玲 占 を 企 剛 する 心 的 傾向 を 示す も の で あり 、 女 見 の 場合 は 男 兄 の それ 
の 相似 と 見 な し 得る も の で ある で ミ 説 か れ て 來 た の で ある 。 然し 年 ら 最 近 に 至 つ て 女児 
- の ェ ヂ プス 複合 前 は 男 見 の それ の 純然 た る 相似 で 云 ふ 事 が 出来 な いし 、 明 ら か な 相 異 
- 同 を 認め られ る 事 が 盛ん K 誇 明 さ れる K 至 つた の で ある 。 小 見 の 口 愛 、 肛 門 愛 及び 男 
根 統 半 の 各 時 期 は 男女 見 共に 同様 に 経過 し 、 同 様 の リ 9 ビ ド ー 紙 閉 を 泌 め る 。 男 見 の 最 
初 の 愛 の 象 は 自分 を 哨 乳 し 育ん で 戻れ る 母 (又は その 代理 ) で あり 、 至 銀 愛 が 可能 
さ なる 時 期 に 至 つて 母 は その まま 愛 の 革 象 と し て 和 績 し て 陽性 = ェ ヂ ブス 開 係 を 形成 す 
る の で ある か ら 、。 男 見 で は 愛 の 肝 象 の 反 化 は 米 た さ な い が 、 只 目的 の 細 更 を 招く の で 
ある 。 一 方 少女 の 場合 を 考 へ る さ で 、 最 初 の 愛 の 土 銀 は 男 見 で 同様 に 母 で ある 。 然るに 
陽性 = ェ ヂ プス 了 開 係 を 見 る で 愛 の 殖 銀 は 母 で は な く て 父 で ある 。 即ち いつ か 母 な る 克 象 
が 父 に 置換 され た 、 詩 は ば 抽 象 の 比 更 が 行 は まれ て ゐる の で ある 。 少女 に 於 いて 父 を 愛 
の 至 象 ぶす る 以前 に 少女 は 自分 も 男根 を も つて ゐ て 、 男 見 同様 で も ある さ の 心 的 傾 両 
か ら 母 を 芝 の 笛 象 な する 時 期 が 存在 し て ゐる 事 が 認め られ る の で あつ て 、 有 え 即 も 少女 
に 於 ける エ ヂ プス 前 期 の 母 結 合 で あつ て 、 こ の 時 期 は 男 見 の ェ ヂ ブス 職 係 に 於 ける ご 
趣き を 異 し て の ある の で ある 。 こ の エ デ ヂ デ プス 前 期 の 母 結 合 は 玉 第 に 解け て 來 て 人 婦 ゞ 結 
が つかう ご する 傾向 を 示し て 来る の で あり 、 こ の 傾向 が 完成 され た 暁 に 陽性 エチ プス 
開 係 が 始ま つて 来る の で ある 。 従 つ て 少女 の ェ エ ヂ プス 開 係 に は エ ヂ プス 前 期 の 母 結合 
と 男根 統 炉 後期 Cnachphallisch) の 父 結 合 さ の 二 つ を 俳 せ 考 へ な けれ ば な ら な い の で 
ある 。 こ の 患者 に 於 いて も 。、 父 を 愛 の 詩 銀 だ し 、 父 か ら の Kindwunsch あや も つて の る 
事 を 示 し て ゐる 。 然し 征 ら この 伏 党 は 患者 に あり て は 、 こ の 倫 密 に 四 す る 罪悪 感 こ し 
て 下痢 が 鷹 ら され て ゐる の で あつ て 、 換言 すれ ば 父 か ら の Kindwunsch の 抑 礎 は 失 
政 に 師 し 、 退 行 現象 を 招来 し て ゐる 課 で ある 。 従 つ て 患者 は この ェ ヂ デス 複合 髄 の 虚 
理 を 誤り 、 そ の 結果 強い 男性 化 複合 骨 (Minnlichkeitskomplex) を 生じ 、 眞 の 女性 へ 
の 還 換 が うま く 行 は し れ な か つた さ 革 ふさ べき で あら う 。 


1) Lamplo de Giroot て 1927), ML. Klein C1928), S. Freud て 1931, 1933), 0. Feniehel (193、 
E. Jones C1935) 答 Intern. 用 . Psyehoanal. に 策 表 あり 。 谷山 村 ( 座 用 心理 、 第 う 息 第 3 肝 , 1935) 


参照 。 
2) 肛門 愛 (第 19 貢 ) 及び 感情 埋 移 の 項 (第 30 頁 ) 参照 。 
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IV. 去勢 復 合 内 に 就 い て 


前 項 に 逃 べ し 如く 、 思 者 は 陽性 テ ェ ヂ ブス 複合 骸 を 有 し 、 父 か ら 子 供 を 獲 た いと の 稚 
堂 を 持ち 、 女 性 的 受動 的 に 振 ま は ん と どす る 傾向 を 示し て ゐ た 。 患者 の 言 に よれ ば 、 患 
者 は 女らしい 仕事 を 上 手 に な す 事 が 出来 な いさ 心 配 し て ゐ て 、 こ の 自分 の 後 力 を 「 女 
性 は 男性 より 過 て の 事 に 劣等 で も る 。 よ し ん ば 裁 縦 、 割 等 に 時 間 を 消費 する 事 が な 
ゅ いさ し て も 、 女性 の 能力 は 男性 に は 及ば な い 、 女 性 が 何 程 男 性 で 競争 し て ぁ 男 性 に は 
勝 も 得る る の で な い 」| で の 考 へ で 自ら 寺 め て わる の で ある 。 然し 生 ら 患者 が 料理 法 さ 
か 材料 品 購入 等 家政 に 興味 を 持た な い 時 に は 、 愚 者 に は Onanie の 衝動 が 絢 迫 的 に 起 
こつ て 來 た 。 換言 すれ ば 皿 者 は 現在 に 至る も 男性 的 心 的 傾向 を 捨て ず 、 男 性 的 無 分 に 
於 いて Onanie を 行 つ て 居り 、 女性 の 生理 作用 、 例 へ ば 月 経 、 姓 、 出産 等 に は 強い 巡 
加持 つて お る の で ある 。 軒 者 が 勉強 に 無 乗 り し た 時 、 即 ち 男性 的 に 振 ま は う で する 
傾向 を 非 性 的 範 園 、 例 へ ば 研究 、 職業 等 で 砂 し て ゐる 時 に は 必ず Onanie の 衝動 に 騙 
られ た の で ある 。 か く の 如 〈 男性 的 傾向 の 強大 な 電 者 は 、 男 性 に 負け て は 居 ら れ な い 、 
男性 に 搬 抗 し 、 職 業 婦人 で し て 立ち 、 金 を 偽 け 、 そ の 金 に よ つ て 今 迄 親戚 か ら 受け た 
汚名 を 寺 が ん さ 考 へ て 居り 、 こ の Mann sein の 欲 刻 が 患者 に 於 いて は 「 自 分 は 職業 婦 
人 、 即 ち 衣 員 た り 得 る か 」 一 一 或 は 第 二 炊 的 に 一 一 「 自 分 は 赤面 不安 の 鋼 に 教員 に な 
れ な い の で は な いか 」 で の 心配 、 劣 等 感 を 作 つ て の る の で ある 。 小 了 校 時 代 K 男 生徒 
か ら 慮 げ ら れ た り 、 人 情 さ れ た りす る 事 か ら 送 避 す べく 、「 早 く 女 性 ば か り の 集 園 た る 
女 角 校 生活 が し た い .| と 考 へ に の も 、 一 種 の 自 巳 愛 的 員 傷 Caarzi6tische Krinkung) 
か ら 起 こる 思 者 の Mann sein の 然 堂 の 然 ら ちら しめる 所 で あつ た の で ある 。 

恵 者 は 地味 な 服装 を 好む 斉 で は な い 上 に 、 母 が 非常 に 派出 好き で 、 恵 者 に 派出 な 服 
装 を させ よう で し て ゐる の で 、 結 局 恵 者 は 美 服 を まで ふ 事 に な つた が 、 患 者 自身 は か 
くす る 事 は 自己 を 詐 る や うな も の で ある か ら 度 だ で 云 つ て ゐる 。 この 航 に 開 し 、 患 者 
の 現在 の 家計 状態 が 不 誠 影 響 し て ゐる 課 で は ある が 、 谷 員 者 が 小 了 校 時 代 に 日 本 舞踊 
を 居 つ て の た 時 K 美 服 ア やま と ょ ふ 事 を 喜ん だ が 、 ヽ 登校 する に も その 衣服 を 著 用 し た の で 、 
繁 人 か ら 種 え 々 の 批評 を 浴 人 られ 、 之 件 ふ 不快 、 失 堂 等 は 、 皿 者 に は 美 服 に より 自己 
を 飾る 事 の 失敗 即ち narzi8tsche Krankung あ 来 た に し た の で ある 。 然 し 生 ら 患者 に は こ 
の 美 服 に 関す る 谷 密 を 全然 断念 する に は 非常 な 努力 を 必要 と し た し 、 断 例 す る 事 心 
的 葛藤 が な か つた 謀 で は な か つた 。 即ち 愚者 に は 人 並 は づれ た 服装 に よ つ て 他人 の 注 
意 を 引き つけ た いで の 努力 の 跡 が 明らか で あり 、 双 患者 の 態度 行動 C は 他人 の 注 忠 の 
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的 だ な りさ うな 所 が 非常 に 多 か つ た の で ある 。 障 想 中 に 委 に モチ モチ ヂ し 始め 、「 医 あし 
め て ゐる の で 苦し く な つた J」 ミ 航 し 、 攻 あと で き 始 め た り 、 視 ち を まく り 上 げた り し た 。 下 
素 患 者 は 出来 る だ け 短 く 症 物 あ れき る 話 が ある に も 拘ら ちず 、 他 人 が その や うな 章 方 を し 
て ゐる の を 非難 し て ゐる 。 夢 に 於 いて は 屋 々 裸 骨 だ と な つて ゐる 。 か く の 如 く 加 者 に は 
紙 度 の 机 赴 答 的 傾向 が 誤 め られ る の で ある 。 この 桂 赴 然 と 同時 に 患者 に は 冊 答 の 傾 
向 も 強い の で あつ て 、 芝 の 中 で 他人 の Genitalien を 観 た り 、 赴 醒 時 に あつ て も 、 他 人 
の Genitalien に 興味 を 強く 引か れ て ゐる 。 患者 は 挫 を 入浴 させ せる 時 、 尽 揚 が 小 駿 二 
年 生 i に も な つて 居り 生 ら 未だ 夜尿症 が ある 倉 夜間 勉 に 補 稚 を させ て や つて ゐる の で 
ある が 、 冗 祥 あ させ て や る 事 K 事 寄せ て 揚 の Penis あい ぢ つて みた り し 、 こ の 際 患 者 
に は Penis を い ぢ る 事 の 興味 は 強大 な も の で あつ た の で ある 。 患者 は それ の みな ら 
ず 殆 ん ぐ 上 て の 男性 の 腰部 に 将 し 、 衣 服 の 上 か ら Genitalien に 開 す る 人 変 想 を 有 眉 う し 
て ゐ た 。 他人 の Genitalien に つい て 開心 を 持つ た ば か り で な く 、 患者 は Onanie を 
行 ひ つつ 自分 の Genitalicn を 鏡 に 映し 、 そ れ を 覗 察し よう と 努力 する の で あつ た 。 か 
く の 如 き は Klitoris 即ち Phallus 集中 立ち られ た る 自己 愛 の 現れ と 考 へ られ る の で 
ある 。 患者 は 自分 の 顔 組 に 自惚れ を 感じ 、 こ の 美 鐘 が な か つた な ら 自 分 に は 赤面 不安 
は 起 ら な か つた で あら うこ と さ へ 考 へ て ゐる 。 思 者 は 自己 の 身 骸 、 殊 に 顔 に 自惚れ を 感 
ずる で ぐ 共 に 、 精 視 的 能力 に も 自信 が 強 の の で ある 。 小 了 胃 校 時 代 何 事 も 優秀 な 成績 を と 
つて ゐ た し 、 了 情 葵 省 で は 常に もち て は や され て ゐ の た し 、 上 兄 達 が 解き 得 な か つた 算術 の 問 
題 も 忠 基 に は 容易 に 解答 し 得 て 大 い K 得 意 に な つた 事 が ある で 芯 ふ 。 現在 で も 決し て 
他人 に は 劣 つ て ね な いさ で 考 へ 、 又 その 反面 他人 か ら 馬 鹿 に され は し な いか 、 北 を か け 
られ は せめ ぬか と 自ら 苦 ん で ゐ て 、 相手 が 偉 さ うだ で か 、 家 手 に 負け て は 居 ら れ な いで 
考 へ る 時 に は 焦燥 の 念 に 騙 ら れ て ゐる 。 患者 は 今後 は 自分 の み を 頼み だ し て 生活 する 
の が 最良 な 方 針 で ある で 考 へ て わる の で あつ て 、 患 者 は 自己 を 調 象 だ し 、 自 己 の 精 大 
能力 に 於 いて Psychisch reales あ 見 出さ うさ 友 め て ゐる 事 を 知る 。Ferenczi に よれ ば 
「Genitalien は 催 情 右 (Erogene Zone) 中 特殊 な 地位 を 有する も の で あつ て 、 他 の 催 情 
常 の 元 稚 が 在 る 時 に は Genitalien は 直ちに それ に 共鳴 する 傾向 だ が ある 。 換言 すれ ば 
Genitalien は crotische entralorgan の 地位 を 占め て お る の で あつ て 、Genitalien は 
自己 愛 的 自我 形成 (Narzi8tische Ichbildung) の 結 則 要 て Kristallisationskern) あな す 
も の で ある 」 で 。 この Ferenczi の 調 ふ 所 は 患者 の 自己 愛 的 な 自我 が Klitoris 即 も 
Phallus を 中 心 と する 精 衝 活 動 に 見 出さ れる 事 と 同義 で ある 。 


1) こら 行 偽 は 結局 は 勘 の Tenis に Erektion を 超 さ で よう と の 無 意 議 的 箕 望 の 現れ で ある 。 
3) Ferenci、S. : Hysterie und Pathoneurose、1919、Wien. 
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Freud は 「 男 見 の リビドー 毅 義 に 非常 の 進展 を 六 ら す 所 の 青春 期 に 於 いて 、 少 女 は 一 
つの Verdringungswelle を Klitorissexualitat 記 向 つて 受け る 事 が 女子 の 性 欲 紙 達 
於 ける 一 つの 特徴 で ある 。 こ の 際 抑 座ら れる も の は 男性 的 性 生 活 の 一 部 で ある 」 さ 
逃 べ 、 更 に CT「Klitoris の Masturbation は 男性 的 行 全 で ある か ら 。 Weiblichkeit へ の 多 
達 に は Klitorissexualitat の 除去 を 必要 だ する 。 少女 に は 男根 羨 刻 (Penisneid) の 後 
條 が 現れ て 來 て 聞 も な く 超 る 所 の Onanie 区 加 す る Gegenstromung は 養育 者 の 影響 
に よる も の で は な く て 、Weiblichkeit の 績 達 に 鈴 地 を あ 設 く 可 く 、 男 性 的 性 欲 の 大 部 分 
を 除去 し ょ うさ する Verdrangungsschub の 一 つの 禁止 ぐ し て 現れ る phallische Onanie 
に 圭 す る この 防衛 は 、lustbringend の Onanie が 男根 談 望 ご 云 ふ 自己 愛 的 明 傷 に よ つ 
て 妨げ られ る 事 か ら 成 就 さ れる の で ある 」 と 設 明 し て ゐる 。 さ て 青春 期 に 於 ける 少女 
に は 、 男 性 を 幣 埋 す る 所 の 「 美 し ょ 」 の 元 進 が 起 る 。 耐 も この 青春 期 の 少女 の 「 美 」 な 
る 幣 乾 は 、「 税 愛 に よる 印象 は リビドー の 旭 訟 が 最も 度 * 喚 起 さ れる 道 」 で あり 、 企 軸 
象 を 美しい も の に 交 外 展 させ る 」 さ 評 事由 来 する 。 然し 生 ら 損 際 に は 以 外 、 
| 美 の 概念 は 性 元 奮 の 基礎 に 根ざし て 居り 、 元 來 性 的 状 戦 (Sexuell reizend) の 意義 を 有 
し て の ゐ た 事 は 比 の な い 事 で 思 は れる 。 こ の 事 は 又 、 そ れ を 稚 察 する 事 に よ つ て 性 的 元 
礁 を 招 夫 す る 所 の Genitalien は 決し て 元 来 美 し いも ゃ も のど は 見 えな い 事 と 関係 が あ る 」 
の で あり 、。 休 多 K. Horney に よ つ て 知る 如く 、「 男 性 に あり て は Genitalien が 自己 愛 
の 中 橋 を な し 、 女 性 に あり て は 自己 愛 が 二 区 的 身 側 全 僧 移 生 さ れる .」 の で ある か 
ら し て 、 表 春期 に 詞 け る 少女 の 美 し さ は 営 然 少女 自身 に も その 根源 を や 求め られ る の で 
あつ て 。 それは 結局 少女 の 男根 譜 塵 の 代償 (Kompensation)、 即 ち 失 は れ た る Glied の 
補償 が 全身 の 美しき ぐ な つて の る の で ある 。 愚者 に 於 いて は 前 人 の 如く 胡 代 的 仙 
が 強く あり 、 双 自己 の 顔 鋭 に 自惚れ も も も 、 自 分 の 美久 が 男性 を 如何 に 刺 戦 する か 
有 兎 い て 会 想 し て は 自ら 光 奮 し て ある の で ある 。 然し 生 ら 患者 に 於 いて は 之 と 反 肝 に 、 
自分 が も しゃ も 醐 い 女 で も あつ た な ら ば 、 も つ さ 勉強 が 出来 た で あら うさ ぐ か 、 鏡 に 自身 の 
顔 を 映し て 見 た 時 。 幻滅 の 悲 太 を 感じ は せ ぬ か で の 心配 か ら 鏡 を 見 る 事 に 何と な く 《 
ろ し さ を 伯 ふ で 云 つ て ゐる 如く 、 患 者 の 美 の 感情 .(Schonheitsgefthl) は 反 習 に 了 の 感 


1) Freud、S. : Drei Abhandlungen zur に exualheorie、 (es。 Schr. HH、V. 

2) Freud、S. : Einige rpSychische Folgen des snatoinischen Geschlechtsunterschiedes。 Ges. 
cehr、Bd, さ 1. 

8) ま reud、S. : Drei Abhandiungen zur Sexualtheorie、 Ges. Schr, Bd. V. 

#) Horney、K、: Zur Genese dei weiblichen Kasstrationskomplexes。 Interm。 の Psyohoanaul.。 
Bd. TX 1923. 

5) Freud、S. : Einige pxychisehe Folgen des anatonischen Geschlechtsuntersehiedes、 Ges. 
cchr、HM. て TI、 
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情 (HH 部 lichkeitsgefih1) 一 一 HArnik は 之 を HH 当 lichkeitswahn で 呼ん で の di に 
卿 化し て ゐる 事 を 知る 。 一 般 に Onanie さ 云 ぉ 行人 和信 を 、 女 性 に あり て は 男性 が 考 へ る 
より も ゃ も 人魚 計 に 悪い も の で 見 徴 す (Freud) 傾 向 が 強い の で あつ て 、 患 者 も Onanie を 甚だ 
事 な も の さ 考 へ て の る 。 面 も 患者 が Onanie に 麗 す る 禁止 に 従 は な いで 到 ふ 事 は 青 
春期 か ら 青 春 前 期 へ の 退行 現象 を 引 起 こす 基 と な り 、 徒 つて 患者 C 於 いて は Bchonheit 
が Hi8lichkeit 区 化 し て 子 つ た の で ある 。 Onanie の 強 追 ご Onanie の 禁止 の 相 
静 係 は 祭 又 別 の 現象 に も 認め らち れる の で ある 。 即ち 患者 は 大 々 分 析 引 の 手 に 紅 い 開 
心 を 示し た 。 そし て 患者 は 自己 の 手 の 競 い 事 を 嘆い た り - し て ゐる 。 手 が 本 く て 汚 な い 
の は 上流 杜 舎 の 人 間 に は 見 られ な いも の で 加 者 は 考 へ て の る 。 か く の 如 く 手 開 す 
る 服 晶 感 は Onanie に 件 な ふ 了 脆 悪 感 が 手 に 移動 され た も の で あり 、 こ の 競 悪 感 は 恵 者 
が 自己 の 手 や 上 爪 に 職 し て 持つ た Schonheit の 誇り CStolz) さ で の 間 に 精 視 葛 藤 (Kon 宙 kt) 
を 來 た し 。 爾 者 の 傘 協 の 結果 手 に 局 在 せる Erythrophobie を 形成 し て ゐる も の ミ 考 へ 
られ る の で あ 0 

以上 の 如く 青春 期 に 於 いて 患者 は 男性 的 に 振 ま ひ ( 費 際 に 加 者 自身 は 「 自 分 は 男性 的 
に 振 ま は うさ で し て ゐる 」 事 を 意識 し て 居る の で は ある か )、 患 者 自ら は IKlitorissexualit&t 
を 捨て ま ら ず 、 従 つて この Kiitorissexualitat に 固定 を 持つ 所 の 男性 化 複合 堤 が 如何 
な る リビドー 開 係 を 持つ て お ゐる か に つい て は 知ら な か つた の で ある 。 

前 未 芝 る 如く 少女 の 青春 期 の 紙 達 て Pubert&tsentwicklung) に は Klitorissexualitat の 
Hemmnis が 行 は れる 事 が 必要 で ある が 、 之 と 相 並 ん で 重大 な も の は 青春 期 に 現れ る 
第 二 次 性 ぇ 特徴 (Sekundare Geschlechtsmerkmal) 即ち 月 総 の 來 潜 で ある 。 患者 の 初 
経 は 13 蔵 の 時 、 即 も 女 堕 校 一 年 生 の 時 で ある 。 患者 に は 未だ 月 経 が 始ま る まい ミ ざ 考 へ 
て の た 母 は 、 患 者 月経 の 符 識 あ 奥 へ 注意 する 事 を 怠 つ て ゐ た と 母 自身 が 患者 に 告 び 
た さ う で ある 。 患 者 は 月 終 に つい て 何等 知る 所 が な か つた 時 、 あ る 日 兄 か ら 頼 まれ て 
手紙 の 投 画 に 馳 け 出し た 時 、 念 に 腹痛 を 覚え た 。 その 時 初 経 が 始ま つた の で ある 。 患 
者 は この 出血 に 非常 に 驚 答 し 、 出 血 死 を 来たす の で は ある まい か で さ 心配 し た 。 小明 校 
時 代 は 徒競走 で 負け た 事 の な い 愚 者 が 女 了 欧 校 で は 他人 より 早い で の 自信 を 持ち 生 ら 
ー 賀 際 に 競走 すれ 人 姦 校 時 代 も 優 豚 し た 一 一 半 走 ぐ 球 ふ 事 に な る ミ 動 人 を 感じ た 


1) BEArnik、 す . : Schicksale des Narzi6mus bei Mann und Weib, Intem. の . Psyehoanal., Hd. 
』 式 、 1923。 

2) 女性 の 美 の 感情 の 誤 達 の 有 様 の 青森 期 に 於 ける KHitorissexuwlitit ょ 女性 性 慈 と の 開 係 に 
就 い て は 後 可 する 庶 に より て 明らか と な ら う 。 

3) エ ヂ デス 宰 合 角 の 項 に 区 べ し 如 て (患者 の 上 流 、 下 洗 雨 征 會 の 使 ひ 方 は 興味 わる 事 で ある 。 

4) Spielrein、S. : Pin Zusehmuertypus, Tntern. 用 Psyehoanal.。 Bd. IJN, 1823. 

5) Ferenczi,S. : Uber verschiimte Hinde, Bausteine zur Psychoanulyse, Ed. IT, 1927. 
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り 、 最 後 迄 走り 抜け る 事 が 出来 る か 否 か を 心配 し た の で あつ た 。 こ の 事 は 患者 の 初 経 
の 際 に 受け た 苦 き 経験 が いつ 迄 も 忘れ られ な か つた 結果 で あつ た 。 患者 は 初 経 就 い 
て 衣 い て 母 に 相談 を し た が 、 母 は それ こる 女性 で し て 成 難 し た 後 放 で あり 、 寧 ろ 慶 賀 
すべ きも の で 話し て きか せ た の で あつ た 。 然し 患者 は 少し も 記 賀 すべ きも の ミ は 考 へ 
られ な か つた で 到 の て ゐる 。 女 不 校 の 同級 生 Ii に は その 頃 末 だ 誰 に も 月 経 が 起 つ て ゐ な 
か つた の で 、 前 記 の 如く 青春期 に 起こ つて 来る Klitorissexualitit の Hemmis に 従 は 
ぬ 愚 者 に だ つて 、 和 初 絡 は 自分 に 加 へ られ た る 一 懲 六 で あり 、 皿 者 の 無意識 具 で は 之 が 
grausam blutig masochistisch の 骨 験 だ し て 印 よ され て ある の で ある 。 

前 項 に 於 いて は ェ ヂ デプス 前 期 の 母 結合 が 如何 に し て 解 か れ て 父 結合 に 移行 し て 行く 
か に つい て は 鈴 れ な か つた が 患者 の Klitorissexualitt の Hemmnis の 放 熊 及び 去勢 
復 合 骨 に 開 す る 知見 は この 間 題 の 解決 を 容易 に する 。 鐘 兄 期 に 於 いて 或 る 答 望 が 最初 
は 許 表 さ れ て ゐ お た に も 拘ら ちず 、 後 に は 禁止 され た り 、 同 胞 の 出生 に よ つ て 災 始 心 が 作 
られ た り 、 く り 返 され る 禁止 に よ つ て 反逆 的 考慮 を 西 る つけ られ た りす る 場合 が 展 々 
対 め られ る 。 之 ら の 事柄 は 男女 見 何れ に も 共通 し て 経 有 際 さ れる 所 で ある か ら 、 之 を 以 
て 少女 の 母 結合 解除 の 原因 と に な す 事 は 出来 な いし 、 何 久男 児 に あり て は か か る 愛 の 和 失 
堂 、 禁止 等 が 、 優 之 母 に 由来 し て ゐ て も 多 に その 資 を 帥 ! て 了 ふ の で ある 。 女 見 の 男 
根 統 裁 期 に 於 ける リビドー の 身 仙 的 吐 け 口 は 男 兄 同様 に Onanie で ある 。 他人 の 
Genitalien を 書 容 する 機 會 毎 に 、 以 前 Oaanic に 開 し て 受け た 禁止 に 懲 前 の 意味 が 弾 
< 附け られ て 来 て 、 示 勢 の 事 賀 を 承認 する に 至る 。 かく し て 少女 が 自己 の 男根 の 無き 
事 (Penismangel) を 知る や 、Klitorisonanie あ 訂 し 、 Klitoris の Sensation を Vagina 
に 謀る 事 に より 、 此 農 に 初め て 女性 へ の 方 向 轄 換 が 完成 され る の で あり 、 少女 は 
Penismangel の 責任 を 母 に 負 は せ 、 双 女 性 た る 事 即 ち 夫 夫 さ れ た で 球 ふ 事 が 劣等 感 を 
強く さ 芝 る の で ある 。 男 見 より も ゃ も 活 洪 で あり 、 愉 本 で あり 、 自 己 確 信 を 持ち 。 了 解 力 
に 富ん で ゐる で の 精 綿 的 能動 性 を 持つ て ゐる 少女 が 自分 の Fenislosigkeit を 知 つ て 今 
に 劣等 感 を 抱く 事 は 往 * に 見 る 所 で ある 。 要する に 少女 の エ ヂ チ プス 複合 骸 は 去勢 痢 合 
奄 に より 第 二 爽 的 に 作ら れる も の で ある 。 

思 者 の 夫 答 複 合 航 を 審 ら か に 零 察する ミ 興 味 あ る 事 侍 が 知れ る 。 患者 の 去勢 複合 骨 
を 逃 べ る 前 に 従来 多く の 分 析 者 に 因 つ て な され た 去勢 痢 合 租 に 関す る 研究 に つき 簡 量 
に 逃 べ て みる で ぐ 、 女性 の 去勢 複合 嶋 は 、 純男 性 化 複合 前 CRein-Minnlichkeitskomplex) 
復 信 型 (Raciietypus) 及び 願 堂 充足 型 (VWunscherftillungstypus) の 三 型 に 大 別 し 得る 





の で ある 。 通常 の 場合 に は 勢 の 事 筑 て Penislosigkeit) を 承認 し 、 去 勢 複合 億 に ょ つ 


て 第 二 次 的 に 陽性 ェ ヂ プス 准 合 髄 を 作り 、 母 に 罰 し ncgatiy の 区 度 あさ こり 、Kindwunsch 
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を 父 に 持ち 、 こ こ K 受 動 へ の 推進 (Passiviestsschub) に よ つ て 母 か ら 離 れ 、 通 常 の 女 
性 へ の 策 達 あ 各 げ る の で ある 。 然 る し 純男 性 化 要 合 角 に 於 いて は 示 勢 を 作 向 から 否定 
し 、 ど こ 迄 も 男性 的 に 振 ま ふ 傾 向 を 示す も の で あり 、 所 主 女 栓 論者 は これ に 属す 。 復 
信 型 に 於 いて は 管 て 自分 が 所 有 し て ゐ た Phallus が ひ と ど られ て 耳 つ た も の ミ 考 へ 、 
再び 之 を で り 返 へ さ う と の 心 的 傾向 を 持つ て ゐる 。 最後 の 願 泌 充足 型 と は 現在 は 不 十 
分 な Phallus し か 持ち 合 は せ て ゐ ね な い が 、 前 来 に 於 いて は 自分 十分 な る Phallus が 
異 へ られ る K 遥 ひな いで て 、 Phallus に 開 す る 被害 感 博 を 和 げ て 行く 型 を 指す の で あ 
る 。 

患者 に は Koitiertwerden の 諸 想 や 、 賀 際 Koitieren され た さ の 際 蔵 記憶 が 韻 山 に あ 
る 。 例 へ ば 見 達 さ の 開 係 に 於 いて Koitus が 問題 に され た 事 に 就 い て は 前 し た 所 で 
ある 。 叉 小 務 校 に 入 避 す る 以前 に 患 者 は 早 吾 な 従兄 か ら 挑 みか か られ た 事 が あり 、 こ 
の 際 愚 者 は 極力 反抗 し た 入 に 眼 険 に 像 傷 を 負 は せら れ た 事 が ある で 到 ふ 。 そ し て この 
従 見 で 遊ん え で お た りす る で 、 信 々 か ら 「 あ の 子 の 妻 に な る ん だ ら う 」 で か 、「 あ の 子 と で 
Koitus を し た か ら 近 その 中 K 姓 娠 する 」 と 評 ひ は や され た 。 患者 は この や うな 事 を 
聞く に つけ 、 自 分 に 今にも 姓 人 の 徴候 が 現れ て 来る の で は ある まい か と 絶え ず 甚 だ し 
く 気 に 病み 、 面 も その 心配 が 二 三 年 も 績 いて ゐ た で 球 ふ 事 で ある 。 双 患者 は 自分 の 家 
で 備 つ て ゐ た 小僧 か ら Koitus の 要求 あう けた 事 も あり 、 患 者 は この 要求 に 條 し 、 前 
以 て 拾 銭 請求 し た り 、 ズ ロー ス を は いた 代 な ら ば で の 條 件 の 下 I に 許可 し た さ う で ある 。 
この 際 蔵 記憶 は 然し 、 患 者 が Koitusakt に 関心 を 連 い た で 云 ふ より は 寧ろ この Akt 
の 際 に 相手 の Phallus に 重大 な る 意 護 を 附 異 し た で 考 へ る 可 き で あり 、 それ に つい て 
は 爽 第 に 逃 べ て 行く 。 後 K 読 く 如 て 患者 は 民 門 愛 前 性格 で あり 、 患 者 は 金銭 を 非常 
答 び 、 金銭 に 偉大 な る 力 を 異 へ 、 高 事 金 銭 に て 解決 せん で し た 。 患者 が 小児 期 か ら 
綴 中 に な つて 蓄 へ た 貯金 を 以 て 破産 る 家政 を 表 ふ べき 自信 さ へ 持つ て お ゐ た の で あ 
る 。 Freud に よれ げ 「 開 便 に 開 す る 興味 は 一 部 は 金銭 に 開 す る 興味 に 進み 、 一 部 は 
Kindwunsch K 移 行 す る 。Kindwunsch の 中 で 今や 肛門 愛 的 衝動 ゞ 性 器 前 術 動 ( 陰 誤 
半 望 ) さ が 出 俊 す る 。Penis は 従 つ て Kindinteresse で は 無 開 係 な 肛門 愛 的 意識 を も 
つて ゐる 」 で 。 谷 劉 R. Sterba。 Lampl de Groot 等 の 報告 例 か ら 費 如 婦 が 街路 上 
で 男性 で 開 係 を 持つ 際 、 彼 女 等 は 男性 か ら 金 銭 や 挫 き 上 げ る 事 に よ つ て 男性 を 示 夫 せ 
ん で する も の で ある 事 を 知る 。 即ち 患者 が 小 見 期 に 小 償 に 拾 銭 を 請求 し た 事 は 患者 の 


1) Freud,S. : Uber Triebumsetzungen insbesondere der Analeroitk, Ges. Sehr、 Bd、 Y. 

2) Sterda、 RB : ber Jstente negative Ubertragung, Tntern、 み . Psyohoanal、 Bd. XITI, 1927. 

3) Lample de Groot : Znn Entvicklungsgeschichte des Odipuskomplexes der Frawu. Tntern. 
Z、Psyohoanl.、 BI. XIIT, 1927. 
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無意識 具 で は Penis を 礁 ひと らん で し て ゐる 事 を 物語 る の で ある 。 此 虚 に 於 いて 患者 
の 去勢 複合 艇 は 復 公 型 的 で ある 。 殊更 KK 復 仙 期 的 ミ 般 する の は 患者 が 男性 の Penis に 
軸 す る 開心 に は も ーー の 限定 が ある か ら で あ る 。 

患者 が 坦 の Penis を い ぢ る 事 に 興味 を 持つ て ゐ た 事 は 前 逃し た 。 患者 は 小 見 期 に 母 
の 目 を 浴 ん で は 、 沿 側 の 豆 帝 屋 に 遊び に 行 つ の た も の で ある 。 を そこ の 家 婦 は 常に 淫 欄 な 
る 唄う た つて ゐ た り し た し 、 又 その 子供 等 は 左 に Onanie を な し 合 つ た り し て ゐ た 。 
思 者 自身 も その Onanie の 仲間 入り も る し た の で あつ て 、 か く の 如 き 行動 C よ つて 加 者 
は 相手 の Glied K 快 感 を 奥 へ 。 又は 勃起 させ 得る で の 経 陣 を 得 た さ 云 ふ 事 が 考 へ られ 
る 。 こ の 互 K Glied を manipulieren し 合 ひ 、 他 人 の Glied を 勃起 させ せ 、 他人 上 快感 
を 感 ぜ し め る で 共に 、 自 ら も 快 感 を 感ずる 虚 に 自我 外界 で の 境界 の 清 失 、 従 つて 詩 
は ば 外界 の 一 部 を 自我 に 従 同 させ て 了 ふ ミ 云 ふ 事 、 即 ち 播 取 の 機制 が 働い て ゐる 事 が 
認め られ る 。 之 は 丁度 幼 見 さ 母 の 乳 羽 さ の 開 係 ゞ 同様 で も つて 、 幼児 に は 母 の 多 羽 が 
幼 見 自身 ぶ 別 個 の も の さして は 感 ぜ られ な い 、 即 ち 幼 見 で さ 母 の 毛羽 た さ は 一 軍 位 を な し 
て の る の で ある 。 従 つて 加 者 に は 自己 の Phallus を 男 見 に 借 し 奥 へ て ある さ の 心 前 
傾向 が 存在 し て ゐる で 考 へ られ る の で ある 。 か く の 如 き 患 者 の 夫 勢 複合 租 は 復 仙 型 の 
一意 型 た ぁ 、 し . Rotter の 所 調 「 麻 術 的 心 的 傾向 を 含む 所 の 葵 和 合 簡 」Ic 局 す 。 こ 
の 魔術 的 心 的 傾向 が 愚者 の 精 活動 に 大 な る 形 響 を 興 へ て 居る 事 は 次 の 事 で 知ら れ 
た 。 患者 は 自己 の 力 で 他人 を 動か し 得る さ 考 へ て ゎ る 。 即ち 患者 は 兄 を 呪 ひ 殺し た 、。 
男 風 呂 (に 入 つ て 行き 入浴 者 を 驚か し て みた い 、 自 分 の 赤面 を 他人 に 俺 染 さ きせ せ た い 、 電 
車内 で 正面 に 乗り 合 は せ た 青 年 に 好意 を 持て る で の 印象 を 患者 が 得 た 時 衛 者 は その 青 
年 を 横目 で 眺め 、 自 分 が か う し て 見 る 事 に より その 青年 が 赤く な れ ば いい さ の 欲望 を 
持つ た 、 又 ある 時 「 自 分 が 美 錠 や 持つ て ゐる 久 に 自分 に 朋 ひ か か つて 来 た 一 老人 を 喫 
鷲 さ せ 、 加 退 し て や つた 」 で の 夢 を 見 た 等 の 如き で ある 。 患者 は 小 見 期 か ら 現 在 の 幸 
帆 が いつ 迄 績 くも の か 、 及 いつ 迄 も 貫い てく れれ ば 良い 、 然 し いつ か は 破 壇 され る の 
で は ある まい か で ぐ の 不安 や もつ てゐ に た 事 は 患者 に 全能 感 、 従 つて その 反動 形成 も 共 K 
綴 大 で あつ た 事 を 物語 る も の で ある 。 

この 麻 術 的 考慮 は 叉 他人 を 動か すげ かり で な く 、 他 人 の 條 値 放 償 を な し 他人 の 鉄 舌 
を 見 出し て 、 それ を 批評 し て 喜ぶ Schadenfreuddc で な つ て 現れ る も の で あり 、。 耐 も 
他人 を 批評 し 軽 蔵 する 事 は 結局 自己 の 條 値 を る 高め る 事 に な る の で ある 。 加 者 が 他人 を 
軽 族 し よう で する 根底 は 、 患 者 に は Genitalien を 要 心 で な す 自 我 の 形成 、 魔術 的 考 


1D) 上 位 自我 (第 5 頁 ) 及び 感情 幹 移 の 項 (第 31 貢 ) 参照 。 
2) Rotter、L.: Uber die weibliche Sexumlitit, Tnten. の Psyehoanml.。 Bd, XX、 1934. 
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慮 を 含有 する 去勢 複合 骸 等 か ら 結局 は 他人 の Glied に 届 す る 批 制 、 ひ いて は それ の 偵 
値 を 低め ゆめ よう で する 試み で あつ た の で ある 。 か く の 如 く 他 人 を 甘 証し 自分 を 反 軸 に 高 
〈 評 條 し よう と する 自己 愛 的 な 男根 談 刻 を 懸 田 氏 は 男根 誹謗 弄 CHohnender Typus) 
“呼ん で ゐる が 、 こ の 患者 に L. Rotter の 調 ふ 魔術 的 心 的 傾向 を 有する 場合 で 懸 田 氏 
の 調 ふ 誹謗 型 の 爾 者 が 存する 課 で ある が 、 雨 者 共に 人 復 仙 型 の 部 型 で あり 、 又 隊 術 的 考 
慮 の 獲 現 の し 方 の 差 に 由来 する る の で ある か ら 、 こ の 患 者 に 於 ける 如く 、 雨 者 間 K 
移 還 し 合 ふ 事 が 容易 に 行 は れる も の ミ 考 へ られ る 。 


V. 肛門 愛 に 就 い て 


患者 は 肛門 愛 的 性 格 所 有 者 で ある 。 患者 は 勉強 を し て ゐ た り 、 仕事 に 忙殺 され て の 
る 時 で も 、 汚れ が 一 寸 で も 目 に つく で 、 含 さ ね ば な ら ぬ 仕事 を 拡 所 し て も その 汚れ を 
除却 すべ く 、 掃除 を 初め た り 、 き も ん ミ 整 頸 を し な けれ ば 気 が 済ま な い 。 一 つの 事 は 
ざこ 迄 も 徹底 的 に や らち な けれ ば 止め る 事 が 出来 な い 性 質 を 持つ て 居り 、 患 者 自身 も 「 自 
分 は 義務 心 に 左右 され 過ぎ て 居る 」 で 嘆 じ て ゐる 位 で ある 。 四 者 は 家計 に つい て は 測 
来る だ け 師 約 ち し よう ミ さ 色 ぇ に 注意 し 、 も し ゃ 使用 人 が 注意 を 騙 つ た りす る 非常 に 
立腹 する 。 然し 直接 に 注意 を 促さ うと で は せ ず 、 不 注意 に 放置 され て ゐる 事 、 例 へ ば 油 
燈 が 忘れ られ て ゐる の を 、 ぶ つぶ つ 文 名 を 去 ひ 生 ら 、 自 分 自身 で 滑 交 し 幼 つ た り し て 
ゐる の で ある 。 買 ひ 物 を する 場合 に は 必ず 値 ぎ り 、 辻 録 で も よい か ら 値 を 引か せな け 
れ ば 購入 し な い 。 も し 結婚 を し て も 金 を た め る 事 に の み 熱 中 する だ ら う し 、 財産 を 築 
き 上 げ て も それ を 買 子 に も 謀る 烏 持ち に は な れ ま い 、 憲 ろ過 て を 下 療 事業 に 寄附 し て 
了 ひ た く な る だ ら う で 自ら 到 つ て の る 。 患者 は 小 見 期 か ら 小 遺 銭 を 使 は うそ せ す に K 貯 
金 し て ゐ た らし い めい 。 昔 の 貯金 帳 を 見 る ミニ 三 歳 の 頃 か ら 登 銭 武 仁 < 貯金 し た 事 が 記入 
され て の ゐ て 、 患者 自身 は そん な 幼 見 期 に 如何 に し て 貯金 し て お ね た の か 不審 に 感じ て の 
る が 、 患 者 の 記憶 の 到達 し 得る 範 園 で も すい 分 小さ い 時 か ら 貯 金 する の が 好き で あつ 
た さ 球 ふ 。 その 後 や や 長 じ て 、 兄 和 達 は 小 遣 ひ あや 皆 つか つて 子 つて も 、 患者 は 不 相 良 に 
こつ こつ で 用 金 を 績 け て ゐ た 。 従 つて 兄 達 か ら 震 さ れ て 折角 の 貯金 を と どり 上 げ ら れ た 
り し た 事 が 往々 に あり 、 之 に 肘 す る 患者 の 企 上 は すい 分 激しく 、 兄 を も うらみ 、 こ の 感 
博 は 決し て 忘れ られ な か つた さ 球 ム 事 で ある 。 患者 は 小 見 期 に 銀行 員 の 手 は 人 汰 具 が あ 
る さ 考 へ て ね た の で ある が 、 を その 後 現在 に 至る 迄 も 排便 に 就 い て 大 な る 興味 を 持ち 、 
隣り 便所 に 於 ける Flatus や Kot に つい て 色々 で 注意 し 、 変 想 し て お た の で ある 。 患 
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者 の 言 に よれ ば 率 所 の 仕事 を し て の る 時 濡 手 を ェ プロ ン で 拭く 獲 が あり 、 そ の 含 に 他 
人 より 早く エプロ ン が 汚れ て 了 了 ふさ 云 ふ 事 で ある 。 最後 の 傾向 は 然し 生 ら 思 者 の 潔 閣 
と 相 矛 盾 する 所 で ある が 、 この 矛 拓 は 次 に 逃 べ る Freud の 訟 に よ つ て 容易 に 理解 さ 
れる 。 即 も 「 催 情 藻 の 光 奮 の 一 部 は 性 生活 に 、 他 の 部 は 性 目的 か ら 還 ぜ られ た , 美 化 " 
な る 名 航 を 附 せ らち れ て ゐる 週 程 IC 向 けら れる 」 も の で あつ て 、 潔 狂 Sauberkeit)。 凡 
帳面 (Ordentlichkeit)、 物 堅 さ (Verl8SIichkeit) は 不潔 な る の 、 京 ちよ う は うな も の 、。 
自 に つか な いも の に 開 す る 興味 に 将 す る 反動 形成 の 印象 を 興 へ る 」 ざ 。 患者 に は 幼 見 
期 よ り 弄 佐 症 (Koprophilie) の 傾向 が 強 か つた 事 が 制 る と 共に 吊 者 の 示 し た Kotsch- 
micren は 結局 Hauterotik の 光進 を 招来 し た 事 が 考 へ られ る 。 愚者 が 小 見 期 、 尋 妊 す 
る の で は ある まい か 長年 月 も 心配 し て お た の は 、 患者 が Begattungsakt、 従 つ て 
Samen の Vasina の Deponiere に 記し て ね た の で は な く 、 患 者 に 於 ける 肛門 愛 の 傾 
向 、 後 逃 する 所 の 患 者 の 持つ て ゐ た Kloakentheorie に その 根 振 を 求め 得る の で ある 。 
患者 は 自分 の 下腹 部 が 膨大 し て ゐる の を 気 に し 、 寅 綱 を 撮る に も 最前 列 に 並ぶ 事 を 欲 
し な か つた り 、。 雨 手 で 下腹 部 を 了 さ うこ し た り し た 。 こ の 下腹 部 の 膨大 を 気 に し て ゐ 
た の は 、 他 人 か ら 姓 娠 し て ゐる で 考 へ られ は せめ ぬか で 強く 心配 し て ゐ ね た 和信 で ある 。 患 
者 は 排便 に よ つ て 下腹 部 を 小さ くし 、 姓 娠 し て ゐる と ミ 誹謗 する 人 達 を 設 破 1 よう と し 
- 営 時 の 感 博 税 移 を 分 析 中 、 腹痛 、 便 意 及 び 下 痢 を 以 て 志 し て ゐ た 。 用 小 見 期 便所 
に 開 す る 不安 (Klosettangst) を 持ち 蛇 が 肛門 か ら 入 つて は 来 な い だ ら うか ゝ で 恐れ て な 
た 。 之 は エ ヂ プス 父 泌 の 防衛 ミ し て 。 父 で の Koituswunsch 、 父 か ら Yergewaltigen さ 
れ た いさ の 無意識 的 稚 刻 に 習 す る 防衛 の 現れ で あり 、 こ こ に 双 患 者 の 持つ た Kloaken- 
theorie。 肛門 愛 の 固定 認め 得る の で ある 。 換言 すれ ば 患者 に は 肛門 愛 の 固定 が あり 、 
性 器 統 閉 期 の リビドー は 「 後 方 へ の 移動 」 に よ つ て Analkoituns に その 吐 け 日 を 求め 
よう さして ゐる の で ある 。 此 農 に 注意 し な けれ ば な ら な い の は 、 是 . Deutsch の 所 詩 
masochistische Trigs で ある 。 Peniswunsch か: Kindwunsch に 北 化 する 事 に よ つ て 
少女 の Weib へ の 韓 換 が 完了 する 斉 で ある が 、 Peniswunsch は 男根 統 裁 期 に 、 又 
Kindwunsch は 男根 統 裁 後期 に 同 す る 事 に 開 し て は 錠 逃 の 通り で ある が 、 眞 の Weib 
へ の 韓 換 を 招来 する 原因 は 何で ある か に つい て 廿 .Deutsch は 。 少女 は 元 来 masochis- 


1) 2) Freud、S. : Charakter und Analerotik。 Ges. Sehr. Bd. V. 

3) Lewin、Bertram D. : Kotschmieren, Menses und weibliches Uber-Ich, Intem. の . Tsychoanal。 
Bd. ぶ VI, 1930. 

4) Bychowski 6G. : Symbolik des Kotsehmierens, Tntern. の Psychoanal.,Bd. XI, 1935. 

5) Deutsch、 還 . : Der feminine Masochismus und seine Beziehung zur Frigiditit, Intemn. 
Z. Psyehoanal.。 Bd. XVL 1930. 

6) Frend S. : Uber Triebumsetzungen insbesonbere der Analeroik, Ges. Sehr. Bd. V. 
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tische Trias、 即 も Kastrations-、 Vergewaltigungs-, Entbindungswunsch な る 三 つ の 
feminin masochistisch の 傾向 を 有 し て 居る 事 に 上 し て ゐる 。 耳 . Dsutsch に よる ど 少 
女 に 於 いて 眞 の 意義 を 知ら れ て ゐ お な か つた Vagina に は 以前 か ら saugend empfangend 
の 役割 が ある 課 で ある が 、 こ の Vagina の 役割 は 最初 の 中 は Mund の saugend em- 
pfangend の それ に よ つ て 代理 され て 居り 、 Genitalitit の 完成 共に 、 こ の 役割 が 一 
足 ど びに Mund か ら Vagina KK 移 つて 溢 る ミ 読 いて わる 。 即ち 上 方 か ら 下 方 へ の 移 
動 が 行 は れ て ゐる ミ の 訟 で ある 。 然し 生 ら 余 の 例 C 於 いて は 上 K 交 べ た る が 如く 《、 
Munderotik で Vaginalerotik と の 間 に は 肛門 愛 的 傾向 の 強力 な る も の が 介在 し て 居 
り 、 患 者 於 いて 肛門 が erhaltend empfangend の 役割 あし て ゐる 事 は 、 女性 に 於 け 
る Vaginalerotik の 多 達 階 穏 に 一 問題 や 呈す る も の で は ある まい か で 考 へ られ る 。 
患者 に 於 ける Vaginalphase の 紙 達 が Oralphase か ら の 直接 の 一 足 飛 び (Ubersprung) 
の 結果 で は な く ヽ 、 そ の 間 に Analphase が 介在 し て ゐる 事 は 之 か ら 逃 べ る 患者 の 迷信 的 
の 外患 者 の 自我 及び 上 位 自我 形成 に 男根 語 堂 、 魔 術 的 心 的 傾向 が 如何 な る 役割 を し 
て ゐる か 、 又 肛門 愛 的 傾向 が 之 に 如何 に 開 係 し て お る か で 云 ふ 事 の 理解 を 一 層 容 易 に 
する も の で ある 。 
専門 取 校 生徒 し て の 井 識 や 刊 断 能力 を 持ち 生 ら 、 患 者 は 全く 迷信 で ある ミ 自 ら 説 
め て の ゐる 巫女 の 占 ひ を 排 柚 し 去る 事 が 出来 な か つた 事 買 が ある 。 患者 の 母 は 非常 な 迷 
信 家 で あり 、 何 事 に も 先 づ 巫女 の 占 ひ を 受け 、 然 る 後に 初め て 安心 し て 事 を 運ぶ さ 去 
ネ ふ 種類 の 人 物 に 局 し て ゐ た 。 こ の 母 の 指導 を 受け た 患者 に 迷信 と 知り つつ ゃ 迷信 MC 提 
は ほれ る 信 向 が あつ た 事 は 無理 の な い 事 で あつ た 。 然し 生 ら 患者 が 迷信 家 で ある ざ 云 ふ 
事 は 潮 に この 母 と の 同一 覗 のみ に よ つ て 訟 明 し 去る 事 は 出来 な い の で ある 。 或 時 加 者 
は 巫女 か ら 、 彼 女 が 廿 蔵 頃 に 大 病 に 、 廿 五 歳 頃 に は 死 病 に か か る と 占 は れ た 事 が ある 。 
面 も 患者 は 廿 歳 頃 に 赤痢 に か か つた 虎 か ら 、 廿 所 歳 項 I 死 病 に さり 沸か れる で 芯 ふ 了 
言 は 直ちに 否定 し 得 な いも の と し て 之 を 信じ 切る や うに な つた の で ある 。 こ の 不幸 の 
占 ひ が 彼女 の 肛 査 に 沈 ぶ や 、 愚 者 の 気持 は 之 で 一 杯 に な り 、 自 分 の 航 来 は も 早 や 決定 
され て 了 つ た や う K 感 ぜ ら れ 、 自 耕 自 棄 の 傾向 さ へ 禁じ 得 な く な る の で あつ に た 。「 事 象 
の 荒 唐 無 積 で も る 事 を 知り つつ も 視 託 を 期待 し し なけれ ば な ら な か つた 愚者 の 思考 法 
は 、 自 我 に は 原始 的 階 穫 に 於 ける 強い 固定 、 従 つて それ へ の 退行 が あり 、 患 者 の 無 意 
議 具 に 高 有 精 寺 論 的 魔術 的 (animistisch-magisch) の 思考 が 支配 し て ゐ に た] 事 が 察 せら 
れる の で ある 。 席 力 (Magie) は 通例 全能 感 さ 結び 附 い て 居り 、 荷 又 一 定 の 機能 及び 器 


1) Fenichel 0. : HHysterie und の Yangsneurose, 1931、 Wien. 
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官 と 開 係 を 有する も の で あつ て 、 皿 者 に 見 られ た る 迷信 、 全能 感 及 び 魔力 の 開 係 は 絹 
迫 性 牧 経 症 に 見 られ る 機制 ゞ 同様 で ある 。 全能 感 特に 小 見 期 の それ は 排 決 穫 能 、 即 ち 
排尿 排便 で 密接 な 開 係 を 有する も の で あつ て 、。 結 局 恵 者 が 迷信 的 傾向 か ら 肌 却 する 事 
の 困難 で あつ た 事 は 、 そ の 根 擦 を 肛門 愛 の 固定 に 求め 得る で あら う 。 

患者 に は サ ヂ スム ス の 傾向 が 明らか KK 認め られ る 。 サ ヂ ス メス ム ス で 肛門 愛 と の 開 係 ic 
就 い て は 精 衛 分 析 届 で は 杉 に 十分 に 誠 明 され て ゐる 所 で あり 、 手 が 攻 役 的 機 開 の 役割 
を な し 、 他 人 を 打 控 し 、 そ れ に よ つ て 快感 を 得る 、 即 も サチ スム ス の 清 足 を 求め る 事 
も 周知 の 事 買 で ある 。 思 者 は 自分 の 命令 に 服 せ ざる 拐 を 直ちに 了 机 打 し た り 、 敢 校 で 一 
友人 か ら 嗣 和 括 さ れ た 時 に 今にも つか みか か り 、 な ぐり で ば し た いさ の 衝動 に 騙 ら れ た 
り 、 有 又 斬 刀 を 友人 の 面前 で 引 像 いて 、 友 人 逢 が 悲鳴 を ち 遇 げ て 逃げ 去 つ た りす る 事 K 快 
歳 を 叫ん だ り し て ゐる の で ある 。 耐 も 他方 加 者 は 小 見 期 か ら 及 病 で あつ た さ で 球 ひ 、 叉 現 
在 は 夜 勉強 し て ゐ て 家人 が 比 静 まる や 、 疲 室 の 感 ご 共に 自分 は 一 骸 何 の 矢 に 生き て ゐ 
る の か さ の 凝 問 を 抱き 、 死 の 観 全 は いし ひし で 愚 者 の 胸 と つい て 來 る の で あつ た 。 丸 
串 者 に は 老人 を 見 る で 死 が 障 想 され て 來 て 、 死 の 恐 居 心 を 持つ 事 が あり 、 そ の 結果 患 
者 は 老人 を 見 る 事 が 左 で 、 肌 來 得 る 限り 老人 か ら 速 ざか つて ゐ た い ぐ 希望 する の で あ 
つた 。 一 年 前 に 赤痢 に 稚 つ た の も 赤面 不安 の 魚 に 死 を 堂 み 、 面 も 自殺 企 賠 を な す 勇 気 
I 飲 け て ゐ た 時 、 偶 ぇ 腹 具 合 が 回 かつ た の を 諦 ひ に 、 故意 に 食事 の 不 搬 制 あ な し 、 以 
て 死 を 招来 し よう ゞ し た 事 が 一 原因 と 考 へ られ る で 患者 自身 が 云 つ て ゐる 。 然し 生 ら 
患者 は 赤痢 に 容 つ た 後 は 死 の 不安 が 却 つ て 弾 列 どなり 、 生 に 将 す る 執着 か ら 早 く 《 全治 
し た いざ 願 ふ や うに な つた の で ある 。 要する KK 患者 は 一 面 aktiv-aggressiv で ある で ぐ 同 
時 に 他方 passiy-masochistisch で あつ て 、 患 者 の サ ヂ スム ス は 自己 へ の 人 復 師 を 示し て 
の みる の で ある 。 サ ヂ ス ム ス ミ Schadenfreude ゞ は 常に 開 隊 を 有する も の で ある が 、 串 
者 は 下 素 自分 より 優れ て ゐる 友人 の 失敗 を 苗 つて 居り 生 ら 、 一 面 に 於 いて は 「 自 分 は 
な ぜ 和 失 詞 し て ゐる 友人 に の み 親 み を 感 す る の か 」 で 自ら 不審 に 思ふ 程 に 、 失 望 或 は 悲 
親 し て ゐる 友人 に 同情 を 寄せ る 傾向 を 題 閉 に 示し て ゐる の で あつ て 、 此 上 諾 に も 患者 の 
リビドー 生活 の 雨 極性 CAmbivalenz) は 明らか に 認め ゆめ られ て わる の で ある 。 

以上 に よ つ て 患者 の リビドー 和義 達 洛 上 に 肛門 愛 一 一 肛門 サチ スム ス 期 の 固定 が 制 然 
認め られ る の で ある 。 肛門 愛 期 の 固定 は 恵 者 の 感 捕 韓 移 に も 明らか に 示さ れ て ゐる 
の で あつ て 、 そ れ に 開 し て は 次 節 に 逃 べ よう 。 


1) Nunberg、 昌 . : Allg. Neurosenlehre auf psychoanalytischer Grundlage, 1932、Wien. 


2) 患者 に 見 られ た Nachtangst は この Todesangst に 由 夫 する こ ょ は 勿論 で は ある が 谷 他 の 
限定 を も つこ と は 前 記 し た し 、 又 後に も べ る で あら う 。 
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VI. 上 位 自 我 


少女 の リビドー 績 達 に 際 し て は 男根 統 裁 期 は 男 見 の それで 異 つた 組成 及び 意義 を 有 
し 、 従 つて 少女 特有 と も 球 ふ べき 男根 統 坊 後期 に 於 いて 、 父 の Penis を 獲 びん と の 倫 富 
Peniswunsch が 子供 を 稚 よ うさ の 倫 応 Kindwunsch に 較 化 が 起り 、 こ れ に よ つ て 正常 の 
女性 へ の 方 向 韓 換 が 刻 め ゆる も る の で ある 事 は 前 項 に べ た 。 こ の 項 に 於 いて は 能動 的 男 
性 的 並び に 愛 動 的 女性 的 な る 一 つの 性 的 令 向 が 上 位 自我 形成 K 際 し 如何 な る 意義 を 有 
する か に 就 い て 考 へ て 行き た い 。 男 見 上 位 自我 形成 に は エ ヂ プス 欲 泌 と 去 葵 脅迫 と 
の 開 係 取 ち 男根 に 開 す る 自己 愛 的 開心 か ら 自 我 が エ デプス 複合 骨 か ら 離 れ 、 之 迄 の 半 
銀 備 給 が 同一 覗 、 播 取 の 機制 に よ つ て 人 解 か れる 。 通 常 は 母 殖 人 象 の 代り に 父 さ の 同一 富 が 
強く 起こ され る の で あつ て 、 エ ヂ デ プス 複合 骨 の 管 速 な る 崩壊 に よ つ て 男 見 の 性 格 に は 
父 即 も 男性 明 傾向 が 樹立 せら れる の で ある 。 女史 の エ ヂ ブス 複合 骨 と 去 替 複合 前 と の 
開 係 は 男性 に 於 ける で 大 な る 差異 が ある の で ある 。| 女 見 の エ ヂ プス 複合 前 は 男児 の を 
れ ぐ 殆 ん ざ 反 圭 で あつ て 、 ヽ 、 示 夫 複 合 骨 は = デプス 複合 骨 よ り 先 に 出来 上 つて ゐる 。 男 根 
羨 堂 の 影響 は 女 見 を 母 結 合 よ り 叶 逐 し 、 女 見 は 和 舶 が 港 に 入 つ て 行く や うに ェ ヂ プス 
三角 開 係 に 到 赴 する 」 の で ある か ヽ ここ に 出来 上 つた ェ デ ヂ デプス 複合 盤 は 男 見 の を それ 
の や うに 崩壊 する 事 が な い の で ある 。 然 ら ば 少女 が 如何 な る 動機 か ら 、 又 如何 な る 形 で 
ェ デ プス 複合 人 磐 を 離れ る か に つい て 考 へ な けれ ば な ら な い 。 男 史 が 既に ェ ヂ プス 複合 
起 を 礎 止 し た 年 齢 で も 少女 は 未だ に ェ ヂ デプス 複合 骸 に 固定 し て ある し 、 エ ヂ プ ブス 複合 
租 を 磨 止 する に し て も 男 史 より 和 途 に 縮 徐 で ある 。 を し て この 過程 に つい て 先 づ 第 一 に 
考 へ られ る 事 は 、 エ ヂ プ ブス 開 係 に 於 いて 少女 が 経 了 腺 し た 失 泌 邑 も 父 に の sexuell の 答 
望 、 多 あ か ら の Kindwunsch が 充 た され な いで 到 ふ 事 で ある 。 第 二 の 原 因 と し て HH. 
Deutsch は Onanie や 母 (C 避 す る 英 習 心から 生じ た 罪 宮 感 あ 墨 げ て ゐる 。「 男根 統 裁 期 
に 於 ける Onanie K 懲 討 が 加 は る ミ 、 少 女 は onaniehemmend の 態度 あさ ぐる の で ある 
が 、 他 方 Onanie を 繍 行 す る 事 に よ つ て 罪悪 感 が 形成 され る 。 面 し て Onanie を な す 
際 に 、 之 刀 sktiv-sadistisch で あつ た 傾向 が 自分 自身 に 復 師 し 来 た り 、 Masochismus 
の 傾向 を 生じ 、 祭 ほ aktiv-sadistisch の 傾向 が 強い 程 masochistisch の 傾向 も 強く な る 
の で ある 。 こ の Masochismus へ の 韓 換 の 結果 さく し て 自我 は masochistisch の 和 欲望 に 
不安 を 持ち 、 従 つて ェ ヂ プス 複合 表 は 抑 礎 され る に 至る 。 かく 《 し て 少女 は 母 に 至 す る 
敵 必 心 及び 受動 へ の 推進 に よ つ て 、 エ デ ヂ デ プス 複合 租 か ら 去 り 、 父 結合 を 礎 止 し 、 他 の 


1) Freud,S. : Untergang des Odipuskomplexes, Ges. Schr. Bd. V. 
2) Fremd、S. : Die Weibjichkeit。 Neue Folge der Vorlesungen, 1933。Wien, 
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男性 を 愛 の 笛 象 に 選ぶ 事 が 始ま る の で ある 」 で 球 つて ゐる 。 かく の 如き 複 術 な 機制 が 
行 は れる の で ある か ら 女 見 の ェ デ プス 妥 係 か ら 雑 れ た 後に 起 る 機制 は 一 大 複 打 な も の 
で あつ て 、 有 日. Sachs に 因 れ ば 「 も し も ゃ 父 に 軸 す る masochistisch な 開 係 に 不安 を も 
つが 入 に 母 結 合 へ の 退行 を 示す 場合 に は 、 個 骨 は 同性 愛 的 だ な る か 。 又は 父 と の 
Fehlidentifizierung の 結果 女性 らし く な い 心 的 傾向 を ぐる 事 が ある 。 光 も 後 の 傾向 は 
男性 化 複合 寺 か ら も 由来 し て ゐる 課 で ある 。 父 結合 が 鯨 り に も 弾 大 な る 時 は 父 か ら の 
禁止 、 失 堂 等 の Trauma を あ 受 け て も 、 人 多 結 合 を 捨て 得 ず 、 こ の 強 ひ られ た る 半 銀 選 
天 (Objektyerlust) は orale Einverleibung て よ つ て 謀 理 され 、 こ こ に 上 位 自我 の 形 
成 が 超 る の で ある 。 然し 騙 終 生 父 結合 が 持 績 的 に 残る 場合 が 屋 々 < ある が 、 か か る 場合 
に は 眞 の 上 位 自我 は 形成 せら れず 、 具 父 で の 同一 司 、 調 は ば kopierte Ichideal た る 類 
上 依 自我 CUber-Tchen) を 生ずる も の で ある 。」 量 . Deutsch に よる さ 「 負 と の 同一 有 
を 條 件 付け る 虎 の 男 根 統 裁 期 に 於 ける Onanie の 能動 的 傾向 の 一 部 が 上 位 自我 形成 の 
際 に さり 入れ られ る 場合 に は 少女 は 男性 的 で あり 、 面 も 美化 され た る Vater-Ideal の 
要求 が 上 位 自我 に と どり 入 れ ら れる の で ある 。 か く の 如 き 男 性 的 能動 的 の 傾向 が 主 さ な 
つて ゐる 上 位 自我 は 告 的 、 廊 化 的 、 邊 條 的 な る 男性 的 な 職業 に 従事 し て ゐる 女性 に 多く 
見 られ る 」 さ 。 

何れ に せよ 少女 の 上 位 自我 は 稔 塵 を 断念 する 事 を 強い られ た 時 区 形成 され る も の で 
あつ て 、 少 女 の 自 我 は 通常 は 厳 綾 な る の で は な いし 、 人 徹底 的 な 論理 的 な 厳格 さ を 鉄 き 
自分 の 人 稚 望 を 現 買 原則 (Realitstsprinzip) の 上 厳格 な 要求 に 適 應 し て 行く 様 が 題 装 に 見 
られ る 。 即ち 除 に ェ ヂ プス 複合 航 を 離れ た 事 は 上 位 自 我 の 力 を 級 い も の に し 。 又 
schwankend の も の に する の で ある 。 

患者 に は 薄 講 中 品 対 を ベ シ ヤ ベ シ ヤ ミ 鳴 ら す 猫 が あり 。 忠 者 自身 ハッ ト 人 気付 く 事 が 
ある 。 愚者 は 之 を 友人 の 癖 が ぜ う つつ た も の で ある で さ 云 つて ゐる 。 面 も この 閣 は 分 析 中 
に も 題 著 に 現れ た の で あつ て 、 こ の 症状 を 示す 時 は 障 想 内 容 に 劣等 感 が 強く 出 て 来る 
の が 常 で あり 、 思 者 は 自分 の し て ゐる 障 想 が 自由 聴 坦 法 の 根本 原則 に 相反 し て は ゐ な 
い だ ら うら か で 心配 する の で あつ た 。 母 は 愚者 を 末子 と し て 昔 や か し て ゐる ミ さ の 世評 を 
恐れ て 、 三 歳 以後 に は 乳 羽 に すがる 事 を 絶対 に 許さ す 、 そ の 後 思 者 に 弘 す る に 余り に 





1) DDeatsch、 上. : Der femminine Masochismus und seine Beziehung zair Frngiditit。 Tntemn. 
の . Tsyehoanal.。 Bd. VI, 1930. 7 

2) Sadhs、 古 . : Uber eine Antrieb bei der Bildung dei weiblichen Uber-Ichs。 Intem. の . 
Psychoanal.。 Bd. べ IV, 19325. 

3) Deutsch HH : Der feninine Masochismus und seine Beziehung zur Frigiditiit。Tntern. 
Z. Psychoanal., Bi. て VI, 1930. 

3) Freud、S. : Die Weiblichkeit, Neue Folge der Vorlesungen, 1933。 Wien. 
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厳格 過ぎ た や うら で ある 。「 小 さい 時 に 十分 食べ させ て 人 貰 へ な か つた 」 と の 記憶 は 、 鍋 房 
に 於 ける 清 足 の 鉄 乏 を 詩 明 し て ゐる 。 何 母 は 見 を 過す る に 愚者 を 過す る より も 厚 か つ 
た の で あつ て 、 夜 聞 に は 菓子 を 食べ る べき も の で な いで 軸 者 に 禁じ て 置き 全 ら 、 見 は 
夜間 牌 無 で 食べ て 居 ら れ た し 、 愚 者 が 一 度 も た べ さ せ て 人 思 つ た 事 の な い 御 乳 走 見 に 
し て や つた り し た で 愚 者 が 母 に 暫 す る 不 浦 の 第 々 を 逃さ べ て ね る の は 、 愚者 が 早期 の 
Befriedigungszeit へ の 退行 を 起こ し て ゐる も の ミ 考 へ られ る 。 この 退行 の 結果 は 向 房 
K 至 する り で ドー 備 給 を 高め 、 前 項 に も 輝 べ し 如く 、 母 と 自己 を を 一 固 位 に 考 へ る 傾 
を 有する 愚者 に 於 いて は 自己 の 乃 房 の 小 な る を 耶 ぢ 、 鍋 房 の 部 分 に 綿 ち あて が つて 、 
乳房 の 外観 や 大 きく 見 せよ うさ 工夫 し た り 、 又 外 房 の 見 えさ うな 服 毅 も し て おる 他人 
に 将 し て 極度 に 観 時 し て ゐる の で ある 。 かく の 如き 口 愛 の 固定 は 分 析 を 寸 時 た りさ で も 
打 切 ら ね ば な ら ぬ 時 さか 、 分 祈 剛 か ら の 禁止 一 一 例 へ ば 軸 者 は 来院 し て も 待合室 で 待 
た うさ せ ず 、 小 使 室 に 入り 込み 、 小 使 達 と 雑談 を 交 へ て ゐ た の で 、 余 は 小 使 室 へ の 出 
入 を 禁じ た 一 一 を 受け た 時 に 、 愚 者 は 常に 赤面 不安 が 増強 し 、 何 双 い つ 迄 も 赤面 で の 
よう で さ へ 考 へ て ゐ お た し 、 同 時 に 又 食 伏 の 元 奮 を 虹 え る の で あつ た 。 要する K 愚 者 は 
日 愛 一 一 離乳 に 翌 す る 反 應 を 再現 し て ゎ も る の で ある 。 然し 生 ら この 反 鷹 の 再現 は 母 へ 
の Affekt の 現れ だ の み は 説 明 し 得 な い の で あつ て 、 ここ に 別に 重複 限定 を 誤 め ね ば 
な ら ぬ で あら う 。 分 析 有 忠 か ら の 禁止 を うけ た 後に 、 愚者 は 分 析 引 の 胸 に さび すがり 、 
泣き た く な つた さ 云 つて ある の で ある が 、 患者 に は 余り に 強大 で あり 、 解 き 得 な い 父 
結合 が あつ た 包 に 、 営 て 母 に 於 いて 清 た さ う ぐし た 口 愛 交 然 望 が 満た され な か つた 時 
に 、 有 之 が 非常 な 力 強 さ を 以 て 父 に 韓 移さ れ た も の 、。 即ち も Freud の 所 調 、 移 轄 登記 
CUberschreibung) の 現れ で ある さ 人 解 すべ き で ある 。 耐 も この 「 父 軸 象 を 断 全 し な けれ ば 
な ら な く な つた 時 に 、 患 者 に Minnlichkeit が 頭 し 、 父 即ち も 突 は れん さす る 詩人 象 ミ 
の 同一 覗 が 行 は れる 」 の で ある 。 前 逃 せ る 如く 加 者 は 一 面 K 快 活 な 、 外向 性 の 性 質 を も 
つて の ゐ た り 、 他 人 か ら 内 京 だ だ 云 は れる 事 が 護 で 、 父 の や うに 太り た い 、 業 天 家 に な 
り た いさ ぐ 願 つて ゐ た の で ある 。 か く の 如 〈《 父 と の 同一 司 を 示 し て ゐ た 患者 は 、 小 見 期 
て 舞踊 を 御 ひ 、 父 や 客人 の 酒 旋 で 踊ら せら れ た 時 、 そ の 席 上 で 褒美 を 貰 ふ 事 が 屋 * あ 
つた が 。 こ の 時 父 の と る 衣 : 度 が 性 も 芝 奴 に 下す る さ 同 様 で ある さ 患 者 に は 感 ぜ られ た 
の で あつ て 、 父 ぐ の 同一 覗 、 取 に よ つ て 生じ た 患者 の 上 位 自我 は 父 を 抑 聖 し て 了 つ 
た の で ある 。 こ の 結果 は 前 逃し た 如く 父 に 開 す る 記憶 が 消失 し て 了 つ た の で ある 。 患 
者 は 父 あ oral K 搬 取 し 、 上 位 自我 を 作 つ て ゐる 事 は 明らか で ある 。oral に 拭 取 し た 父 





1) 第 17 貢 参照 。 
2) Frend、S. : Das Ich und das R。 Ges. Sehr. Bd. VI 
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詩 象 は 色々 に 改造 され 、 龍 形 さ れ 、 父 か ら Kind を 准 た いと の 倫 密 は 父 へ の Geschenk 
さ 丈 ふ ichgerecht の も の KK よ つ て 代理 され て ゐる 。 患者 が 下腹 部 の 膨大 名 無 に し て の ゐ か 
る の は 父 で の Koituswunsch を 示し 。 面 も 下痢 に よ つ て 父 と の Koitus に 因 つ て 生 す 
る 罪悪 感 を 打 消 さ う で し て の る 。 患 考 が KKoituswunsch の 代理 た る Geschenk の 間 題 
精 御 葛藤 を 持つ て ゐる 事 は 、 患 者 が 分 析 終 了 聞 際 に 分 析 咽 へ の Geschenk に つき 頭 
を 悩ま し 、 面 も この 精神 偶 藤 を 下痢 と 云 ふ Organsprache (Abraham) を 以 て 反 應 し て 
の る の で ある 。 日 . Sachs に よれ ば げ ば |[ 父 を oral 旗 描 取 す る 所 の orale Regression で ェ 
デプス 届 象 と が 同時 に 確保 され て ゐる 時 に は 、 之 が 女性 の 性 格 形 成 に 重大 な る 決定 的 
の 意識 を 有する も の で 、oral の Einverleibung は 洒 炊 起り つつ ある Vagina の Sensation 
て 移行 せん と する 前 騙 を な す 、 換 言 す れ ば Vagina が 未だ 完成 され て 居 ら ず ヽ 従 つて ロ 
へ 移動 され て ゐる の で ある 」 ミ 。 患者 の 性 欲 は Menschenliebe 輝美 化 さ ん れ てゐ な い 
の で あつ て 、 患者 に は ェ ヂ デプス 複合 骸 の 解決 に 不 十 分 な 時 が あり 、 従 つて 又 上 位 自我 
( 父 さ の 同一 富 、 搬 取 の 意味 に 於 ける ) の 形成 が mangelhaft な 傾向 が ある の で ある 。 
少女 が エ デ プ ブス 前 期 の 母 結合 か ら 父 結合 へ で 韓 換 する の を 助 又 す る も の は 自己 の 
Penismangel で あり 、 面 も この Penismangel の 責任 を 母 に 負 は せよ う で する で 球 ぉ 事 
椅 を 軟 り る 事 が 出来 る 。 少 女 の Peniswunsch は Kindwunsch で 代償 され る 事 に よ つ 
て weibliche Situation が 出来 上 つて 来る 事 に 就 い て は 前 逃し た 通り で ある 。 この 
Kindwunsch は 一 般 に 人 形 遊 びに その 吐 口 を 見 出す 。 区 も 「 人 形 遊び は 少女 の fruh 
imfantil の 時 期 に 現れ る も の で ある 。 然し 之 は Weiblichkeit の 現れ で は な く て 、 
Aktivitat に よ つ て Passivitat を 代償 し よう と する 目的 の 下 に 母 さ の 同 ー 証 役立つ 」 
も の で ある 。 恵 者 は 小児 期 に 人 形 を 買 つ て 任 ひ た か つた が 、 こ の 希 詞 は 常に 母 か ら 拒 
絶 さ れ て 了 了 つた の で ある 。 従 來 gute MIutter で あつ た 母 が 禁止 を 行 ふ 事 に よ つ て 
bose Mutter で な つた の で ある が 、 思 者 は gute Mutter な る 講 象 に 固執 し 、 何と か 
し て ェ ヂ プス 開 係 さ 小 見 早期 の Situation ご を 和解 倍 し め よ う で し た が この 企 I に 失敗 
し 、 患 者 は ざこ 迄 も 小 見 早 期 の Situation に 留 ら ん で し 、altes Objekt へ の 備 給 を 高 
め る の で あつ た 。 その 結果 この 調 象 は 搬 取 され 、 こ こ に も 上 位 自我 が 形成 され る の で 
ある 。 即ち も 吊 者 に は Mutterliebe の 時 期 に る ェ ヂ ブス 前 期 に ェ ヂ プス 複合 骸 成 立 期 


$④ 
の 間 に 於 いて 禁止 を 行 ふ 母 が 擁 取 され て 上 位 自我 が 形成 され て ゐる 。 区 示 べ し 如く 

1) 肛門 愛 (第 19 買 ) 及び 店 情 報 移 の 項 (第 30 頁 ) 典 昭 。 S 

う ) Sacns、 還 . : Uber eine .Antrieb der Bildung des weibhehen Uber-Ichs、 Intern. の. 
Psychoanal.。 Bd. て TV 1928. 

Deqtsch、 還 . : Der feminine Massochisnus und seine Beziehung zunr Frigiditit、Tntern. 

Z. PsychoanalL、 Bd. VI, 1930. 

3) Freud、S.。 : Die Weiblichkeit、Neue Folge der Vorlesungen, 1933,。 Wien. 

ま ) 0dier、Ch. 1.: Nutterbindung des Weibes、Tntern. 包 . Psyehoanal.。Bd. て VIIT、 1932. 





( 30 ) 


恵 者 に は 母 で 自分 どの Differenz が 明 肛 で な い 所 が 多く あつ た 。 雪 鳴 の 時 母 寄 り る 
つて 居れ ば 優 之 落 寅 し て も 母 と 自分 ど だが 生 分 づつ 焼け る ゞ の 理由 で 安心 し て 居れ た と 
云 つ て ゐる 如く 、 思 者 は 母 で ざこ 刀 も 一 箇 位 を な し て ゐる 。 軸 者 が 巫女 の 占 ひ を 受 
け K 行 か され る 事 が 苦痛 で た ま ら な か つた さ 忘 ふ の は 所 基 師 が 調 は ば 母性 上 位 自我 
(miitterliches Uber-Ich) の 代理 を な し て ゐる 久 で ある 。 又 母 が 高 一 の 場合 を 考慮 し て 、 
思 者 に 自活 の 途 を 得 さ せる 騙 に 患者 の 希望 を 考 具 に 入れ ず 、 患 者 を 専門 際 校 に 入 際 さ 
せる 手段 を 講 し て 了 つ た ご 思 者 は 母 を うら ん で ゐる が 、 軟 際 は 母性 上 位 自我 が 思 者 を 
専門 陶 校 に 志願 させ 。 同 時 に 久 専 門 取 校 を 退 肌 し て 了 ひ た い ミ の 考 へ を 抱か せ せ て の る 
の で ある 。 

以上 の 如く 患者 の 上 位 自我 は 父 及び 母 を 夫々 失 取 する 事 に よ つ て 形成 され た 事 が 刊 
る 。 面 も か か る 上 位 自我 は 思 者 あし て 「 自 分 は 二 人 の 夫 を 持ち た い 、 一 人 は 衝 和 で 女 
性 的 な 人 、 他 の 一 人 は 之 で 反 土 に 男性 的 な 人 間 で ある 事 を 刻 ゆ 」 で の 考 へ 方 を させ て 
ゐ なる の で ある 。 

思 者 の 上 位 自我 形成 の 機制 は 何 $ も 一 つの 限定 を 持つ て ゐる の で ある 。 一 般 に 女性 の 
上 位 自我 の 形成 は 自己 愛 の 頃 生 機 韓 と 類 以 の もぉ の で ある 。 女性 の 青春 前 期 に 於 ける 
Klitoris の 志 奮 性 、Klitoris に 於 ける Onanie は 青春 期 に 入る 前 の Sexualhemmnis の 
増強 、 及 び Sexualmerkmal 即ち 月 縦 の 出現 に よ つ て 、 自己 愛 の 向上 を あ 交 ちら す も の で 
ある 。 両 も この 自己 愛 的 態度 の 強 さ は 結局 小 見 の 自己 愛さ 並行 し て お る も の で あつ て 、 
少女 の 小 見 期 の 自己 愛 ぐ と 到 へ ば 、 エ ェ ヂ デプス 複合 骨 に 於 ける 和 失 堂 ぐ か 式 目 と か に 因 つ て 、 
リビドー が 自己 愛 的 に な つた 結果 生ずる の で ある 。 上 位 自我 に 開 し て 云 へ ば 、 男 性 の 
上 位 自我 形成 に は 去勢 脅迫 が 働い て ある の で ある が 、 女 性 の 自我 は 去 夫 脅 迫 に よ つ て 
生じ た も の で な いか ら 、 男性 の を それに 比 し て 、 リビドー の 自我 に 附 斗 す る 程度 は 麗 い 
の で ある 、 換 言 す れ ば 自我 へ の 自己 愛 的 リビドー の 備 給 量 は より 僅少 な の で あつ て 、 
従 つ て 女性 の 上 位 自我 は 第 二 次 性 自己 愛 的 の も の で は な く 、 こ れ に は 寧ろ 第 一 次 性 自 
己 愛 的 領 向 が 多い 課 で ある 。 前 逃 位 る 如く 、 患 者 に は Kotschmieren の 傾向 が 残 つ て 
居り 、 こ の Kotschmieren は 時 auterotik の 元 進 を 來 た し た の で あつ て 、 之 は 多 ェ ヂ 
プス 前 期 一 一 第 一 次 性 自己 愛 的 一 一 の 上 位 自我 形成 に 開 係 し て お ゐる の で ある 。 エ ヂ デ プ 
ス 前 期 の 上 位 自我 形成 の 理解 を 容易 な らし べく 、 こ こ K Ch. Odier に よ つ て 提出 
され た Uber-Es に 開 す る 一 つの * Hypothese を 紹介 する 事 i す る 。 吾 人 は reud, 
Alexander 等 に よ つ て 、 一 史 に 二 つ 又 は それ 以上 の 夢 を 見 、 両 も 皆 同 一 の 倫 望 を 現し 


1) 肛門 愛 の 項 (第 1 買う 参照 。 しい 
3 う ) 0dier、 Ch. : Uber Uber-Ich,Intern. の Psychoanal.、 Hi. IIT、1936. 
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て ゐる 事 が 大 < で ある 事 を 知 つ て わる 。 Alexander の eidiirt に 邊 いて 第 一 の 夢 
は 懲 重 夢 て Straftraum) で あつ て 、| こ の 其 で エス は 天 り の し ぐさ で 上 位 自我 を 騙し て 
お き 、 を その 後に 来 た る 第 二 の 夢 で 反 道 徳 的 、 犯 罪 的 の 然 刻 を 満足 させ て ゐる 。 之 即ち 
ェ ス が 一 種 の 企 面 を 彼 つ た 道徳 性 (verkleidete MToralitst)、 換言 すれ ば 非道 徳 性 を 配 
み K 被 ひ 際 し て 自我 及び 上 位 自我 を 其 い て ゐる 課 で ある 。 然し 上 位 自我 は 無意識 の 言 
語 を 識 つ て ゐる の で ある か ら 、 エ スク の この 企 装 は 自我 に の み 有 効 で ある 筐 で ある 。 休 
上 位 自我 は Fechner の 所 調 ragheitsprinzip に 従 ふ る の で あつ て 、 種族 紙 生 的 超 原 
か ら 評 ふ ミ 原 征 的 の 道徳 性 で ある 故に 、 個 航 綴 生 的 | に 常に 革新 され て ゐる 自我 ご は 傘 
易 に 矛盾 や 葛藤 に 了 る の で あつ て 、.- 上 位 自我 は ichgerecht で な い 和 望 充足 即ち 症 激 を 
作り 、 同 時 に 罪 無き 自我 懲 凍 及び 苦痛 を 興 へ る の で ある 。 か く 〈 鶴 じ 洲 に る で 、 自我 
を 抜き ェ ス を 支持 する か に 見 える Instanz は 道徳 的 で は な い 、 か か る 偽 道 徳 的 の 上 位 
自我 は 道徳 性 が 未だ 快感 原則 か ら 脱 却 し て ゐ な いじ 原始 時 代 の 代表 者 で 考 ふ 可 き で 、 か 
く の 如 き 上 位 自我 に Ch. Odier は Uber-Es な る 名 称 を 附け る の が よ か ら うさ 蓋 ふ の 
で ある 。 Treud は 「 上 位 自我 の 形象 に は 原始 的 の 同一 和 覗 が 認め られ る 。 そし て 人 後 年 の 
唄 象 所 提 に よ つ て 強化 され る で あら う 所 の 市 象 備 給 よ り も より 先 き に 同一 富 が 行 は れ 
る 」 で 云 つて ね る) この 性 器 統 裁 前 期 の 道徳 性 を Ferenczi は Sphinkteremore# ざ 呼 
び 、 丸 性 器 統 裁 前 期 の 上 位 自 我 の 研究 に 開 し て は M. Kicin が 多く の 研究 を 般 表 し て 
の る o 

さて 余 は Ch. Odier の この 優 説 に 上 よ つて 、 患 者 の 性 器 統 裁 期 前 績 達 階 租 の 傾向 に 
名 應 する 上 位 自 我 の 形成 を 千 府 し て 行か うさ 考 へ る の で ある 。 患者 が 治療 中 に 感情 
移 性 抵 鬼 を 示す 一 方 障 胡 中 K 絶 え ず 弾 迫 的 に 小 び 上 つて 来る sinnlich sexuelles の 思 
附 き 出来 る だ け 遠 句 し に 表現 し ょ う で 努力 し た 。 之 即ち 無意識 的 過程 の 意識 化 に 
する 抵 玉 (エス 抵 玉 ) で ある 。 面 も 隊 想 中 後方 か ら 追 ひ 立 て られ る や うな 感 が し て 
十分 に 障 四 が 出来 な か つた で 云 つ て の ゐる 。 要する に 愚 者 の ェ ス 倫 刻 に は 無意識 的 過程 
の 意識 化 に 逆 ふ ェ ス 抵抗 と 、 恨 直 に よ つ て 自我 の 目 を くら まさ うさ の 試 が ある の で あ 
つて 、 こ の 際 思 者 は 後方 か ら 追 ひ 立 て られ る さ の 一 症 汰 を 彰 ちら し て ゐる の で ある 。 こ 


1) Alexander、F、 : Uber Trmwmpare und Traumreihen、1Intem. 用 Psyelhoanal.。 Bd. さ TT, 


3) Freund、S. : Das Tch und dss Rs Ges. Sehr. Bd. VI. 
3) Ferenci S. : ZZur Psyehosanalvse von Sexuslgewohnheiten、Intern. 、 Pychoanal.。 さ T, 


1) Klein 前 : Die Tsychoanalyse des Kindes、 II. Teil 1932 Wien. 
5) Nunberg、 日 、 : Widerstand、 Allg、 Neurosenlehre auf psyehoanalyiischer Grundlage, 
1932。 VVien. 
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の 症状 は 然し 生 ら 上 位 自我 抵抗 、 即 ち Koituswunsch が 下 閣 と 云 ふる 懲 罰 を 興 へ られ て 
ゐる の さ は 自ら 趣 を 異 C し て ゐる 。 何と だ なれ ば 「 症 汰 で は 全 生 活 に と つて 有 雪 な 、 少 
くさ る 無 倫 な 作用 で あり 、。 情 々 訂 な も る の に 感 ぜ られ 、 不 据 感 或 は 苦痛 を 伴 ふ も る の で あ 
る 。 症 駅 の 重要 な 損 寄 は 導 汐 自 ら が 支 提 ネ 精 旭 的 費用 IC 存 し て ゐる 」 から 愚者 に 於 け 
る 後方 か ら 追 ひ 立 て られ る 感 が 下痢 に 比 す オ れ ば その 精 軍 的 費用 が 造 か (に 僅少 で あつ た 「 
事 は 、 之 が 上 位 自我 抵抗 に 由 る も の で は な く 、 エス 答 刻 に 候 疫 を 要求 する 所 の 別 の 
Instanz 即ち Ch. Odier の 所 計上 位 ェ ス CUber-Es) に 由来 する も る の さ 考 へ 得る の で 
ある 。 


VTL. 感情 韓 移 現 陣 


患者 が 分 析 C 習 し て 示 し た 最初 の 抵抗 に 於 いて 、 忠 者 は 分 析 朋 の 鉄 跡 を 見 出す 事 に 
努め て ゐ た 。 そし て 分 析 開 始 第 六 回 目 に は 柱 に 眉 烈 し て ゐる 。 第 九 回 目 に 再び 眉 秒 し 
た の は 来院 間際 c 秋 便意 を 催し た が 久 で ある で 導 解 し て ゐる 。 その 後 は 然し 分 析 に 
肝 し 好感 を 持つ に 至り 、 串 者 は 信 入 り K 化 粧 あ し て 夫 院 し た り 、 障 想 に 際 し 革 た れ た 
曲調 で 、 分 栃 咽 と の 結婚 を や 蜜 ん で ゐる で 逃 べ て ゐる 。 患者 は 分 析 只 に 習 す る KC 父 I に 詩 
する 感情 を や 以 て し 、 之 に よ つ て ェ ヂ デプス 開 係 を 再現 むん で し て ゐる の で ある 。 分 祈 胡 へ 
の この 感 博 韓 移 に は 然し 生 ら 不安 、 即 ち 夜 間 何 者 か に 細 ひ か か られ る や うな 不安 を 人 
っ て 來 た 。 前 逃 の 如く 尼 度 の 感情 埋 政 性 欠 受 にょ つて 員 者 の 自己 は 容 慮 で な つ て ゐる 
ご 共に 、 陽 注 感情 韓 移 の 無意識 的 部 分 、 即 も sinnlich の 多 堂 に 外 し て 抑 庁 が 加 は り 、 
面 も この sinnlich の 倫 刻 は 絶え すず 閉 び 上 らん ど し て ゐる 。 こ こ K 不 安 の 信 角 CAngstsig- 
nal) が 抵抗 の 目的 に 用 ひら れ て 來 た も の と 棄 ふ 事 が 出来 る 。 邊 つて 患者 の 陽性 感 捕 
甲 移 は 何時 迄 も 績 いた 課 で は な く 、 爽 いで 患者 は 分 析 に 対し て 陰性 感情 二 移 を 示し 出 
し た の で ある 。 交 も この 際 に 絶 罰 的 の 載 悪 及 は 反抗 は 時 状 で は な か つた 。 何だ な れ ば げ ば 
患者 が 分 析 路 に 至 し 父 の 感情 を 韓 移 し て ある か ら で あ る 。 一 般 K 少 女 の 陽 性 ェ ヂ プス 
開 係 に 於 いて は 父 か ら の 和 失 堂 或 は 禁止 等 に よ つ て 父 に 憎悪 が 向け られ る K 至 る 可 き 場 





合 に も 男 見 で は か か る 場合 に 明らか に 父 に 再 す る 愉 剖 心 が 形 成 さ れる 事 が 屋 々 で 
ある 少女 に は この 措 量 心 が 持た れ な い の が 常 で ある 。 之 を Freud の 言 を 借り て 





3 ゝ 
な へ ば 、 憎 悪心 は 父 の 背後 C 虚 分 され る 」 の で ある 。 こ の 思 者 で は 炎 在 性 憎悪 及 は 
1) Freamd S. : Die Wege der Symptombildung, Vorlesungen zur Hiinfijhrung in die 
Fsyehoanalyse, Ges. Sehr. Bd. VIT. 


2) エ デ ヂ デ プス 複合 骸 の 項 (第 7 頁 ) 参照 。 
3) Frend、S. : Die Weiblichkeit。Neue Folge der Vorlesungen、1933。 Wien. 
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反 撤 が 題 閉 で は な か つた さ は 難 も 、 然 し この 中 に 開 し て 注目 すさ き 現 象 が ある の で あ 
る 。 思 者 が 分 析 牙 の 年 齢 ア 色 に 想像 し 、 そ の 企 想 的 年 齢 に 應 し じ て で つた 衣 度 は 夫々 
大 い K 異 つ E お た の で ある 。 之 に つい て は 前 逃し た 通り で 、 分 析 近 を 買 際 より 高 年 に 
見 な し た 時 に は 陽性 感情 韓 移 を 、 若 年 に 見 な し た 時 に は 反 詩 に 分 祈 咽 の 低 評 條 が 行 は 
れ て の た の で ある 。 こ の 開 係 は 色相 軸 的 に 思 者 自身 に も 営 て 角 ま る の で あつ て 、 思 者 
が 十 七 八 蔵 の 少女 に 見 られ は せめ ぬか で ど 心 配 し た り 、 又 さよ う 見 られ て ゐる 事 に 丈 いい 不 瀧 
を 抱い た り し て ゐる ざ 共 に 他方 反 有 に 自ら 子供 つぼ く 振 ま は うさ も 努め て ゐる の で あ 
る 。 之 を 要する 性 器 統 裁 期 に 於 いて は 父 へ の 民 悪 は 全く 影 わ ひそめ 、 之 に 反し て ェ 
デプス 前 期 に 於 いて は 民 宮 が や や で も する ミ 失 頭 し ょ よう で する 、 換言 すれ ば 尼 加 及 は 
反抗 が 潜在 し て ゐる 事 を 知る の で ある 。 こ の 潜在 し て ゐる 愉 悪 は 従 つて 容易 に 潜在 性 
陰性 感 感 朝 移 を 作り 出す の で ある 。 例 へ ば 思 者 が 分 栃 治療 を 受け て 居り 生 ら 、 余 が 患 
痢 「 精 竹 分 析 を 施行 し て ゐる の は 精 種 分 析 届 の 研究 を 主眼 と する も の に 非 ら ず し て 、 
第 一 の 目的 は 治療 に ある 」 さ の 注意 を 奥 へ た 所 、 患 者 は 分 析 路 を 「 今 迄 台 者 で し て 徹 
散 し て ゐ た の に 、 普 通 の 記者 で 同様 に 入院 思 者 の 治療 を 行 つ て ゐる の か 」\ 軽 茂 し た 
く な つた さ 寺 つて ね る が 如き は 、 精 泊 分 析 を ぐ こ 光 も 科 胸 と し て の み 見 て 行か うど す 
る の で あり 、 こ こ に 患者 の 自己 愛 が 潜在 性 陰性 感情 報 移 を 作 つ て ゐる の で ある 。 刀 思 
者 に 於 ける 潜在 性 除 性 感情 韓 移 は 、 思 者 が 受動 的 女性 的 な 心 的 傾向 を 際 す 時 に 出現 す 
る 事 の 多 か つ た さ 到 ふ 事 も 吊 者 の 父 に 四 す る 増悪 心 の 開 係 を 誠 明 する も る の で ある 。 思 
者 は 月 経 來 潜 す る や 傘 く 女性 的 の 心 的 傾向 と どなり 、 家 に あり て は 女 備 人 に 概 端 な 憎悪 
心 を 持つ た の で ある 。 面 も この 傾向 は 赤面 不安 が 大 骸 消 失 し た 後に も 屋 々 間隔 を 置い 
て 績 作 的 激 医 (Wutanfall) ご し て くり 返さ れ た の で あつ て 、 之 は 前 逃 位 る 如く 月 経 
が 去 苦 複合 骨 形 成 の 一 因 で し て 作用 し 、 月 経 に よ つ て 了 加 者 は 自己 愛 的 さ なつ て ゐる で 
考 へ られ る の で ある 。 か く の 如 き 心 的 領 向 に 際 し 。 分 析 皿 に 至 す る や 分 析 皿 の 服 毅 K 
批 制 を 加 へ 、「 自 分 は 色 の 所 揮 が 上 手 だ か ら 先 生 の 服 直 も 撰 ん で あげ た い 」 さ 云 つ た 事 
が ある 。 之 と 同じ 騰 想 時 に 、 了 校 で 友人 が 月 経 の 事 を 下 気 で 忠和 天 つ た り し 生 ら 自分 以外 
の 者 が 何 か 球 ふさ [あん な 事 を 云 つ て 汚 ら は し いさ 非難 する 事 が 往々 に ある の を 患者 
は 面白 く な く 思 つた で 逃 べ て ゐる 。 そし て 加 者 は 自分 に は 何故 この や うな 事 が 絶え すず 
頭 た ん で 来る の か ゞ 自分 自身 で 解決 を つけ よう さ 友 め て ゐ た の で あつ た 。 か く の 細 
き 心 的 傾向 を 示し た 数 日 後に 、 患 者 は 自宅 で は 種々 の 事柄 が 脳 神 に 学ぶ の 分 折 室 内 
1) エチ アス 寝 合 器 の 項 (第 6 頁 ) 参照 。 
2) 営業 報 、 第 3 例 第 1.2 叶 、 36 頁 。 


3) 去勢 複合 夫 の 項 (第 14 暫 ) 参照 。 
$) 分 析 明 と の 同一 祝 で ある 。 
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で は 後方 か ら 追 ひ 立 て られ る や う で 十分 K 隊 想 する 事 が 出来 な いと 云 ひ 出し た 。 愚者 
は 後に な つて 、「 思 ひ 演 び つ つ あ る sinnlich sexuelles に 就 いて は 技巧 を こら し 、 出 来る 
だ け 速 銘 し に 表現 し ょ う ミ 努力 し て ゐ た 」 事 を 自白 し た の で ある 。 かぐ の 如く 患者 の 
示し た 陽性 感情 韓 移 に は その 背後 に 潜在 性 診 性 感情 乾 移 が 存在 し て ある の で あぁ り 、 父 
に 殖 す る 憎悪 が 同時 に 潜在 し て ゐる 事 が 如 買 に 示さ れ て ゐる 。 面 も 患者 が 人 多 か ら の 
Vergewaltigungswunsch を 持つ て ゐ た さ で 云 ふ 事 が 、 後 方 へ の 移動 、 即 ち 後 方 か ら 追 ひ 
立て られ て の る か の 如き 感じ を 持つ た 事 か ら 誇 明 さ れる の で ある 。 

患者 は 分 析 路 の 胸 に すがり つき 接 あ し た く な つた り 、 分 析 中 の 師 に 顔 を 美 く し 耕 
は う で し 出し た の で ある が 、 之 等 は 結局 性 稔 求 か ら 出 角 し て ゐる 所 の 陽性 感情 韓 移 で 
あつ た 事 は 前 逃 の 通り で ある 。 患者 は 之 に 於 いて 分 析 咽 と の Koituswunsch を 露骨 に 
示し 出し た の で あつ て 、 か か る sturmisch な 人 然 求 や 持つ 所 の 感情 韓 移 に は 情 々 腹痛 を 
伴 つ て 來 た 。Kot-Geschenk-Kind の 開 騰 は Freud よ つ て 明らか に され に ゐる の で あ 
る が 、 患 者 は 上 記 の stdrmisch fQrdernd の 感情 韓 移 に 際 し て 、 分 析 へ の Geschenk 
を 如何 に すべ きか 色々 に 迷 つ て ゐ お た の で あり 、 耐 も この 問題 の 解決 策 ぐ し て 患者 は 
下痢 を 得 た の で ある 。 調 は ば 思 者 に は この 弾力 な る 性 人 然 求 に 抵抗 する 事 が 至難 で あつ 
た 包 に 、 飽 く な き 懲 待 要求 Cunersattliches Strafbedurfnis) で この 性 倫 求 に 抵 撤 し ょ 
うさ し て の る の で あつ て 、[ こ の 後 軸 要求 は 治療 に よ つ て mobilisieren され た 罪悪 感 か 
ら 派生 し て の る 」 も の さ 考 へ られ る の で ある 。 分 析 治 療 の 至 苑 な 事項 の 中 の 一 つ さ し 
て 、 こ の 罪 如 感 を 如何 に 取扱 ふか の 間 題 が ある の で ある が 、 罪 宮 感 の 取扱 ひ 方 如何 に 
よ ょ つて 、 治療 的 効果 が 影響 され る の で ある 。 Freud は その 右 ,JDas Ich und das Es“ 
に 於 いて 、「 無 意識 的 な る 罪悪 感 が 交 ら す 所 の 分 析 に す る 妨害 相同 ふ 事 は 容易 で は 
な い 。 無意識 的 な る 罪悪 感 に 持 し て は 直接 に 何等 斉 人 の 力 を 及ぼ し 得 な い の で ある 。 
吾 人 は 間接 的 に 無意識 界 に 抑 礎 され て ゐる 罪悪 感 の 動 勢 を 紙上 見 し 、 之 を 次 第 に 意識 的 
罪悪 感 に 絡 化 させ る より 外 K 方 法 が な い 」 ミ 逃 べ て 居る 。 面 も 「 分 析 治 療 の 効果 は 分 
析 太 が 患者 の Ichideal の 位置 に 置か れ 得 る か 否 か に よ つ て 左 右 され て 来る の で ある 」 
さ 附 言 し て ゐる 。 

性 格 に よる 抵抗 (Charakterwiderstand) を 徹底 的 に 解決 する 事 は 小 見 期 の 精 葛 藤 
の 中 心 踊 に 到達 し 得る 最短 道 竹 で ある 。 患者 は 小 見 期 か ら 他 人 に 馬鹿 に され た り 、 蒲 
1) Freud、S. : VUber Triebumnsetzungen insbesondere der Analerotik, Ges. Sehr. Bd。 Y. 

2) Baforgne、L, : Der Widerstand im Emndstadium der Analyse, intern。 の Psyehoanal。 
Bd. XX 1934. ' 


3) 錯 悪 感 が Onanie か ら 生 ずる こと は 前 逃し た 。 倍 之 は 上 位 自 穫 と 所 調 上 位 エ ス と の 交 協 
形成 と も 老 へ られ る 。 
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か れ た り し た 事 | に は ざこ 迄 も 復 伯 し ょ うさ 努力 し た の で ある が 、 軸 者 が 分 析 費 か ら 調 
は ば 軽 歳 さ れ た で 感じ た 時 、 例 へ ば 分 析 路 に 委 用 起り 、 約 束 時 に 分 析 を 行 ひ 得 ず 、 約 
ーー 時間 後に 滞 く 分 析 を 開始 し た る 際 加 者 は この 不 滴 を 直接 に 吐 赴 する 事 は な か つた 。 
然るに 敷 日 後に 初め て 余 が 約束 時 間 を 破 つ た 非 を 責め て 来 た に の で ある 。 その 人 後 串 者 は 
玉 院 の 途中 電車 や 乗合 自動 加 の 内 で 、 分 栃 除 の 尼 の 大 き さ と か 、 胸 毛 の 有無 と か 等 が 
頭 に 閉 び 上 り 、 打 消さ ん と する も それ が 強迫 的 に 思 出 され て 来 た ミ 球 ふ 事 で ある 。 こ 
の 事 は 前 逃 せ る 如く Genitalien 又は Schamhaare に 就 い て の 開心 が 夫々 「 後 方 へ の 
移動 ]」 及び 「 上 方 へ の 移動 ] 現象 に 於 いて 表現 され て ゐる も の で ある 。Genitalien の 
開心 は 既に 障 想 第 十 九 回 目 に 現れ て ゐ て 、 を その 際 患 者 は 、 投 業 中 に 先生 が 愚 板 に 書く 
時 の 格 構 か ら そ の 寺 生 の Gsnitalien に つい て の 租 像 や 選 う し た さ 逃 べ て ね る の で あ 
る が 、 こ の Genitalien に つい て の 旭 附 き を 隙 想 する 事 に は 強い 沙也 感 が 隼 は れ 、 面 も 
非常 に 大 な る 内 的 葛藤 が 行 は れ て ゐ た 事 は 勿論 で ある 。 然 [ この 強大 な る 反動 形成 は 
感情 二 移 現象 に 入 い て 旋 に 力 を 失 ひ 始め 、 そ し て 障 想 に の ぼ せ られ た も の ミ 考 へ る 事 
が 出来 る 。 上 既に 逃 べ し 如く 愚 考 の Genitalien へ の 開心 は 結局 串 者 の 男根 義 刻 に 還元 し 
得る 所 で あり 、 面 も 忠 者 の 男根 羨 堂 に は 魔術 的 心 的 傾向 が 信 き れ て の る の で ある 。 と 
し て この 麻 術 的 心 的 傾向 は 復 信 倫 堂 で 共に 患者 の 性 格 の 中 心 あ な し て ゐる 事 が 刊 る 。 
分 析 開 始 後 Nachtangst を 生じ た 後に 、 患 者 自身 で 「 自 分 の 分 析 は どん な に し て も 一 
ヶ年 を 要する 」 さ 決め て か か つた り 、 前 に 逃 べ し 如く 分 析 衣 の 年 齢 を 色々 想像 し 、 
面 も 感 博 韓 移 現 象 の 纏 化 を 招来 せ し が 如き は 、 思 者 の 感 博 韓 移 現 象 中 に 魔術 的 心 的 傾 
同 が 影響 を 及ぼ し て 居る も の で 款 ふ べく 。 か く 〈 く の 如き ,magische Ubertragung* を 示 
す 際 に は 患者 は 分 析 忠 に 暫し て 喘 笑 的 な 後 笑 を 示 し て ゐ た の で ある 。 要する に この 現 
象 は 患者 の 全能 感 、 魔 術 的 心 和 傾 向 を 有する 小 兄 期 自己 愛 的 理想 我 の 表現 さ 見 な し 得 
る の で ある 。 換言 すれ ば この 小 見 期 自 己 愛 的 理想 我 の 断念 が 治療 に 大 い K 役 立つ た の 
で ある 。 


VITI. 考 投 


以上 を 要 言 すれ ば 、 恵 者 の リビドー 策 達 過程 に 於 ける 一 つの 固定 中 は ェ ヂ プス 期 
IC 著 明 に 誤 め あら れる 。 患者 は 二 重 の 意味 の ェ ヂ プス 複合 髄 を 有 し て 居り 、 父 を 愛 の 南 
人 銀 と し 、 父 か ら Kind を 獲 た いさ の 移 堂 を 有する も の で て 、 反 調 に 男 見 で 同様 に 振 ま ひ 
母 の 愛 を 猫 占 せん さ し 、 父 を 愛 の 競争 者 見 な す 所 の 雨 極性 の 態度 を 明らか に 示 し た 


1) エ ヂ デス 複合 骸 の 項 参 照 。 
2) 去勢 複合 骨 の 項 (第 17 質 ) 参照 。 
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の で ある 。 思 者 は 陽性 = ェ ヂ プス 複合 般 に 強い 固定 を 持つ て ゐる が 劉 に 、 男 根 統 裁 後期 
に 於 ける 父 か ら 離 れ て 父 の 代り に 他 の 男性 を 愛 の 再 象 に 撰 ぶ 所 の 眞 の 女性 へ の 韓 換 が 
障 宮 され て ゐる 。 耐 も 思 者 は 陽 人 性 ェ ヂ プス 複合 骨 特 に を の sinnlich の 部 分 に 封 する 
事 は triebhaft に 局 す る も の ミ 考 へ て ゐる が 久 に 、 患者 が 陽性 ェ デ プス 稚 堂 に 滴 足 を 
求め ん と する 手 邊 と し て 、 牙 は 自分 は 今 の 雨 親 の 子 で は な く 、 自 分 は 別 の 血統 の 者 で 
ある さ の 人 閉 想 形 銀 (Phantasiegebilde)、 即 も Familienroman を 示し 。 或 は 父 猫 占 せ せ 
ん さと する 事 C 装 する 制止 そ か 美化 と か を 麻 止 し 、 母 を 低 想 上 で 基 の 地位 に 迄 低下 せ し 
め て ゐる の で で ある: 患者 が 小 見 期 に は ein Mann sein wollen、 見 達 ぶ gleich sem wollen 
の 筐 堂 が 題 普 で あつ た 結果 、 患 者 に は 男 見 の や うな 振 凶 が 多く 、 母 る 愛 の 抽象 と し 、 
母 に 同性 愛 的 の 態度 あぶ り 、 母 に 燃 付 け を し た り 接 史 し た り し た い 『〆 の 倫 望 が 湧き 超 
つて 來 る の は 思 者 の 陰性 = ェ = デ アス 複合 内 を 示す も の で ある 。 余 の 赤面 恐 筑 症 に 就 いて 
の 第 一 報 及 び 第 二 報 に 逃 べ し 所 の 思 才 の ェ ヂ デプス 複合 租 に 二 重 の 意味 の も の が あつ た 
の は 、 役 等 に 去勢 脅迫 が 働き 、 を の 反動 形成 と し て 解 さ れ た の で ある が 、 本 例 に 於 い 
て は 、 患者 が 女性 で ある 職 係 上 去 座 杉 合 骨 に 開 し 自ら 趣き を 異 に し て ね る の で ある 。 
本 例 に 於 ける 陰性 エ ヂ デプス 合 般 は 母 の 乳 羽 に 殖 す る 愛 展 の 強 か つ た fruh-intantil の 
時 か ら 績 いて ゐる も の 、 即ち ェ デ プス 前 期 の 母 結合 ミ 見 な すべ きも の で ある 。 思 者 
に 傘 く 和 駒 期 せ ざ る 月 総 が 來 潮 し た 時 の 藻 慢 か ら 、 患 者 は この Genitalien の 出 息 こ を 
Onanie の 徐 討 ミ 考 へ た の で あり 、 耐 も この 驚 公 は 小 見 期 に 起 つた 驚 人 、 即 ち 従 兄 、 
小僧 等 の sexueller Verkehr 及び 他 家 に 訟 ける sexueller Akt の 際 に 男性 の Genitalien 
を 持 穴 し 、 自 分 に は この 重要 な る 身 骨 部 位 が 鉄 除 し て ゐる さ の 去 夫 の 事 買 に 開 す る 驚 
慢 迄 退行 し た の で ある 。 女 見 は 男根 可 失 及び 之 に 伴 ふ 劣等 感 を 経 有 し 、 面 も その 責 
が 母 に 在り さ 考 へ る 事 に よ つ て 、 エ ヂ プ ス 前 期 に 於 ける 母 結 合 か ら 離 れ て 父 結 合 に で 
移 つ て 行く も の で ある が 、 忠 者 は 去勢 され た で 芯 ょ 事 買 認め あま いさ する 事 に よ つ て 
自己 感情 の 損傷 を 補 は う で 努め た の で あつ て 、 こ の 心 的 傾向 は 結局 患者 の ェ ヂ プス 前 
期 の 固定 を 強め 、 男 根 羨 望 を 復活 する K 至 つた も る の で 考 へ られ る 。 

患者 が Onanie に 際 し て 自己 の Genitalien を 鏡 に 映し て 見 よう さ 努 め た 事 は Klitoris 
に 集中 立ち られ た る 自己 愛 の 現れ で あり 、Klitoris の 元 奮 性 は 之 に よ つ て 一 情 強め られ 
た の で ある 。 患者 に 於 ける Kilitorissexualitit の 抑 礎 は 矢 に 失 敢 に 上 師 し 、 皿 者 は 男性 
的 に 振 ま ひ 、 強 追 的 に Klitorisonanie を 行 な ふ 結果 に な つた の で ある 。 面 も Onanie 
及び Onanie 等 償 物 に 引 績 いて 赤面 不安 が 増強 し た で 云 ふ 事 は 、Klitoris の 志 奮 が 顔 
面 の 自己 愛 及び 顔面 に 於 いて 容易 に 許さ れる 所 の 雄 露 欲 の 傾向 を 借り て 、Freud の 所 
調 「 下方 より 上 方 へ の 移動 ] の 現象 を 引 起こ し た 結果 と 考 へ られ る の で ある 。 面 も 患者 
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が 自分 は 女性 で ある 事 、 即 も Genitalien が 失 は れ て ゐる さ の 自己 感情 の 低下 の 知覚 
が 精 視 内 界 に 起 る 事 に よ つ て 劣等 感 が 作ら れ た も の で あり 、 こ こ K 赤 面 及 び 基 也 の 根 
源 が 見 出さ れる の で ある 。 

患者 は 自己 が 志 勘 され て ゐる ミ 云 ょ 事 暫 を 認め まい と する 傾向 、 換 言 す れ ば 堂 て 所 
有 し て 居り 、 耐 も 奪 ひ と られ た Phallus を 再び さり 返さ うさ の 心 的 傾向 を 有する 復 人 
型 の 去勢 恨 合 起 を 明らか に 示し て ゐる 。 吊 者 は エ ヂ プス 私 堂 に 関す る 類 は し さか ら 逃 
れる 含 に 、 圭 象 例 へ ば 上 兄 を 魔術 的 に 否定 芝 ん で し 、 調 は ば 呪 ひ 殺し て ゐる 事 か ら で も 明 
ら か に 知り 得る や うに 、 思 者 に は 幼 見 的 全能 的 膝 術 的 の 傾向 が 強い 事 を 知る の で ある 。 
か く の 如 き 自 我 を 有する 加 者 に 於 いて は その 去 替 恨 合 先 に も 魔術 的 心 的 傾向 が 含ま れ 
た 事 は 容易 に 察し 得る 事 人 貰 で も つて 、 思 者 は 質 除 LRotter の 記載 し た 去勢 恨 合 血 の 
一 曹 型 を 示し て ゐる の で ある 。 休 久 恵 考 に は 男性 の Glied の 低 評 債 C よ つて 自分 の 男 
根 避 失 の 状態 の 補 ひ を つけ ん マ ゞ する 誹謗 型 の 去勢 雪 合 租 が 同時 に 見 られ ん た の で ある 。 

患者 は 肛門 愛 的 性 属 の 所 有 者 で あつ た 。 肛門 愛 的 傾向 と 共に サ ヂ スム ス の 傾向 も 夷 
著 で あつ て 、 患 者 は 肛門 サ ヂ スム ス 期 に 明らか な 固定 を 示し た の で あつ た 。 愚者 が 
排便 に よ つ て 下腹 部 を 小さ くし ょ よう で し た り 、 又 感情 韓 移 現象 中 に 示し た 下 閣 の 
如き 、 何 又 小 見 期 に 存在 し た Klosettangst の 如き は 、 何 れ も 多 どの Koituswunsch、 
婦 に 殖 する Ve。rgewaltigungswunsch に 凌 す る 防衛 の 現れ で あつ て 、 患 若 が 持つ た 
Kloakentheorie、 肛門 愛 の 固定 を 認め 得る の で ある 。 か く の 如 き は 余 の 所 調 「 前 方 か ら 
後方 へ の 移動 」 の 機制 の 現れ 見 る 可 き で ある 。 余 は この 見 地 か ら 是 . Deutsch の 詩 
ょ 所 の | Vaginalerotik は MIund の empfangend erhaltend の 役割 が 下方 へ の 移動 に よ 
つて 一 足 飛 びに Vagina KK 移行 する | で の 訟 に 軟 し 。、 民 門 の empfangend erhaltend 
の 役割 が Vaginalerotik の 和義 達 過程 、 即 も Oralerotik で Vaginalerotik さ で の 聞 に 介在 
し て ゐる で 芯 ふ 可 き で は な いか ミ 考 へ る 。 甲 者 が 迷信 家 で ある 事 は 、 愚 者 の 自我 の 一 
部 が 原始 的 階 程 に 退行 し 、 無 意識 県 に 於 いて は 萬 有 精 午 論 的 、 魔 術 的 の 心 的 傾向 が 働 
いて 居り 、 自 我 の 他 の 部 分 は 健全 で あつ て 、 こ こ に K 精 省 葛 藤 が 起り 、 雨 者 間 の 安 協 の 
結果 の 生産 物 た る 迷信 的 念 虐 を 持つ に 至 つ た も の で 見 得る の で あつ て 、 患 者 に 迷信 的 
傾向 の 強 か つ た 事 は 患者 の 小 見 期 に 於 いて 排 洪 作 用 に 結び つい た 全能 感 、 魔 の 傾向 
に その 根源 を 求 か べき で ある 。 結局 患者 に 於 ける 迷信 的 傾向 は 強 追 性 衝 経 症 に 於 ける 
それ で 同様 の 開 係 に 在 る も の で ある 。 

上 位 自我 の 形成 に 際 し て は 父 及 び 母 が 夫々 手取 せら れ て ゐる 。 父 に 殖 す る Koitus- 
wunsch 及び Kindwunsch K 禁 止 が 加 は る 時 、 即 ち 父 な る 愛 の 習 象 や 内 は ん と する KEK 
際 し て 患者 は 父 を oral K 播 取 し 、 こ こ K 父 性 上 位 自我 が 形成 され て ゐる 。 父 が oral 
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IC 播 取 せ られ た 後に Koituswunsch、 Kindwunsch 等 無意識 的 リビドー 的 欲 刻 は Kind 
ーGeschenk な る ichgereht な 欲 刻 で 代理 され る の で ある が 、 こ の 機制 は 然し 征 ら 患者 
在り て は 下痢 、 即 ち 肛 門 愛 期 へ の 退行 を 次 ちら し て ね る の で あつ て 、 こ の 貴 に 於 いて 
患者 の 父性 上 位 自我 の 形成 は 失 敢 に し て ゐる も の ミ 云 ひ 得 る の で ある 。 本 . 耳 rnik 
の 説く 如く 父性 上 位 自 我 が 女 性 の 底 達 に 重大 な る 意 護 を 有する も の で すれ ば 、 患 者 に 
見 られ た 父性 上 位 自我 は 却 つ て 患者 の 眞 の 女性 へ の 紙 達 に 百 す る 一 障 但 を 行 つ て ゐる 
も の さ 云 ふ 可 き で あり 、 か く の 如 き 障 偉 を 引 起こ し た 弟 一 の 原因 は 思 者 に 於 ける 肛門 
愛 の 強い 固定 に 在り で 考 へ られ る の で ある 。 患者 に あり て は エ ヂ プス 前 期 の 母 結合 が 
強力 で あつ て 、 思 者 は 自分 自身 で 母 と の 尾 別 を 容易 に 忘れ る の で ある 。 一 般 に 女性 に 
於 ける 上 位 自我 の 力 の 弱 さ は 、 女 性 の 上 位 自我 の 形成 の 村 制 が 男性 の それ で 異 な り 、 ェ 
デ ヂ デブス 拉 合 骸 の 念 速 な る 崩 填 に 基 か な い 所 か ら 起 つて 来る の で ある が 、 こ の 患者 に 於 
ける それ は 、 他 に 患者 の 肛門 愛 の 固定 に よ つ て 自我 へ の 自己 愛 
的 備 給 が 起こ つた 事 及び 性 器 統 裁 前期 の 上 位 自我 一 一 Ch. Odier の 所 計上 位 = スー 一 
の 了 開 係 か ら も 説明 し 得る の で ある 。 

患者 に 於 ける 感情 電 移 現象 中 注目 すべ き 事 は 、 そ こ K 多 分 の 護 術 的 心 的 傾向 が 人 
れ て の た 事 で ある 。 患者 の 自己 愛 、Genitalien に 圭 す る 開心 は 結局 恵 者 の 男根 語 記 
恒 元 され 得る 所 で あり 、 面 も 恵 者 の 男根 羨 堂 に は 魔術 的 心 的 傾向 が 含ま れ て ゐる の で 
あつ て 、 之 が 患者 の 性 格 の 中 心 あ を な し て ね る の で ある か ら 、 思 者 が 分 析 に 、 装 多分 祈 
覧 に 付す る 魔術 的 心 的 傾向 を 以 て し 、 分 祈 忠 を 魔術 的 に 動か さ う で し た の た 不思議 
は な い 課 で ある 。 (昭和 十 年 十 一 月 対日 股 稿 ) 
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Psychoanalytische Studien uber neurotische Angst. 
V. Mitteilung. Uber frei-flottierende Angst. 


Von 


Dr. Ohoichiro 引 aYasaka. 


(Anus dem Psychiatrischen Institut der 
Tohoku Kaiserlichen Universitat, 
Vorstand: Prof. Dr. KK。M arnui.) 


Es handelt sich hier um einen 4514hrigen Mann mt frei-fHottierender 
Angst und einigen Yegetativen StOrungen。 Die Angst hatte Yor mehreren 
Tahren mit eimer Phobie begonnen, an1aBich eimer Denunziation, be der der 
Patient {Grchtete, da man 地 n 所 r den Tater halten oder da der Denunzierte 
sich an ihnn raclhen kGOnnte. Wahrend des Krankheitsverlaufs tratem noch 
Gewrissensangst Yon Yerschiedener Art und hypcchondrische Angst infolge 
korperlicher Beschwerden hmznu. 

Die Analyse ergab, da die ErkIarung der Phobie in einer Liebesgeschich- 
te, die sich zwischen dem Patienten, einer Frau, dem Denunzierten umd einermn 
Manne, den unser Patient far den Denunzianten hielt, abgespielt hatte, zu 
suchen wari d.h. dcr Ha gegen die Rivalen wurde mittels eines Projektions- 
mnechanisrmus gegen sich selbst gerichtet, und der Patisnt frchtete sich vor 
dem HaB, der sich aber durch eine Verschiebung nicht mehr auf die Liebes- 
geschichte selbst, sondern auf die Denunziation bezog. Man kann hierbe 
nicht Dersehen, da die aus demi Todestrieb stamnrmende Gewrssensangst dje 
oben erwahnten IMechanismnen motvierthat. Ta, die als Symptomn erschienene 
Angst Yon Yerschiedener Natur sowie die hypochondrische Angst sind als 
die AuBsrungen der tief gewurzelten Gewissensangst zu deuten. Die Lebens- 
geschichte des Patienten zeigte polygame Veranlagumngi ferner waren auch 


imfantile genitale Betatigungen vielfach festzustellen、 Die Struktur der 
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Krankheit spiegelte also die Odipussituation in der genitalen Stufe wieder, 
was uns vcranlaBte die Krankheit als ene solche von hysterischer Natury 
und zwar als eine Angsthysterie zu diagnostizieren. Be unseremn Pathsnten 
konnte man auch die Bedingungen der Lidostauung, und 2zwar frustrane 
Erregung (coitus sine e]jaculatione), de sich direkt vor demn Kran に hetsaus- 
bruch einstellte。 und PotenzstOrung, die wahrendd des Krankheitsverlaufs 
auftrat, nachweisenーーーBedingungen, elche bei diesem Falle das Auftreten 
Yon frei-flottierender Angst und vegetativen StOrumgem 2tt erkIaren Yermnogen. 
Auf Grund der Ergebnisse der Analyse kam Verfasser zu der SchluBtolgerung, 
da sich bei dem Patienten eine Angstneurose an die Angsthysterie anschlo6. 

Bei unseremn Falle isSE es sehr interessatt. da mnan einmen welblhchen 
Kastrationskomplex anstatt eimer mannlichen Kastrationsangst aufzeigen 
konnte, da der Kranke an einer angeborenen Hernia inguinalis gehtten 
hatte, die vieltache Hemmmungen im genitalen Leben verursacht. Demnach 
ist hier der Versuch。 von der Kastrationsangst das Vorhbild der spateren 
Gewissensangst abzuleten, wenig begrundet。 Vielmehr halt es der Verfasser 
als gerechtfertigter, die Liebesverlustsangst als solches Vorbild auzusehen, 
da nns die Lebensgeschichte des Patienten gelehrt hat, da ihm das Geliebt- 
werden als das Bedeutungsvollste erschienen st umd er von der Angst Yor 
dem Tebesverlust beherrscht ar. 

Dieser Fall zusammem it den schon vorher berichteten scheint mir zu 
zeigem, da eme Charakterveranlagung Yom erotischen Typus“ (ZZzz7 ) 
bsim Anuftreten des angstneurotischen Symptomenkomplexes eine wichtige 


Rolle zu spielen vermag. 
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引 経 症 的 不安 の 精 科 分 析 學 的 研究 


第 5 報 (浮動 性 不安 ) 


東北 准 大 般 画 部 精 妃 病 學 教室 
功 更 博士 早坂 長 一 了 朗 


I. 緒 還 


1895 年 Freud は 一 定 の 症 條 群 ( 学 動 性 不安 及び 太 ぇ の 植物 性 定 紐 系 統 の 障 偽 等 ) 
を 呈す る 場合 に 加 者 の 性 生 活 を 詳し く 調 べ て みる さり ビ ド ー の 交 積 を 來 す ぐい ょ 意味 
に 於 ける 性 生 活 の 異常 が 殆ど 常に 誠 明 され る さい ふ こ と から 、 綴 駿 論 的 に か ゝ る 性 生 
活 の 異常 は 前 逃 の 症候 竹 に 特定 で ある さ 考 へ 、 表 に この 症候 君 を 精 衝 分 白黒 的 lc 研究 
レ 「 心 的 元 を 許さ ず や 」 さ の 結論 に 建 し 、 心 因 性 の 紳 経 症 、 例 へ ば と ステ リ 性 疾患 
や 事 近 征 経 症 か ら 猛 立 せ し め た 。 リビドー の 光 積 に よって 如何 lc し て 不安 着 汰 が 生 
ずる か で の 過程 に 就 いて は Se は 「 それ は 営 分 不明 の こと に 属す る 。 た ゞ 我々 は 
[し リビドー が 満足 され な か つた 場合 」 り リビドー が 去り 、 そ の 代り に 不安 が 現れ た さい 
ょ 事 貸 を 確認 する だ け で ある 」 で さ 逃 べ て ゐる が Reich は 之 を 生理 束 的 lc 読 明 し て 
の ゐる 。 曰く 「Freud の 不安 御 経 症 に 於 て は 性 的 興奮 の 知 寛 運動 御 経 系 統 乃至 性 器 へ の 
俺 癌 が 妨げ られ 、 尋 春 は 緊張 羽 態 の ま ヽ 植物 性 得 綴 系統 の 中 lc 残り 、 豚 管理 動 性 策 経 
旋 た る あら の る 現象 を 華 生 する 。 …… み 等 の 詳 現 象 が 一 座 的 の も の で あつ て 不安 が ニ 


1) Frend、3. : Uber die Berechtigmg, von der Neurwsthenie einen bestimmten Symptomen- 
komplex ss ,,Angstneurose“ sbzutrennen. (1S95,。 Ges. Schr. Bd. 1.) 

2) こ ょ に いふ 「 不 安 症 術 」 の 板 念 に 就 い て は 本 業 報 、 第 人 、95 頁 参照 。 
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#$) 光 も 異説 心理 事 CMetapsychologie) の 立場 か ら 論 じ し て ある も の は 当山 ある が 。 
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区 的 の も の で ある か 、 或 は その 逆 で ある の か は 甚だ 複雑 な 問題 で ある が …… バ 不安 は 豚 
管 運 動 御 経 性 現象 の 結果 た る こと あり 又 或 時 に は 原因 に る こと も ある 。…… さも か く 
も 植物 性 純 縦 系 徹 は 何等 か の 刺 戦 、 例 ヘ へ ば = ュ チ ン 、 内 分 泌 物 、 身 租 的 性 素 (somatische 
Sexualstoffe)、 精 記 的 衝動 ( 驚 乙 の 場合 の 如き ) が 加 は る で 不安 現象 を 以 て 反 鷹 する 。 
ha 従 つて 競馬 性 不安 は 心 的 解 租 を 許さ な い 。」 球 々 さ 。 Schildcr や Misch も リ ビ ド F 
ー 學 積 の 結果 植物 性 細 経 系 統 の 興奮 が 起り 、 之 が 不安 S し て 感 ぜ られ る ミ 読 明 し て ゐ 
る 。 之 等 の 考 へ 方 か ら す れ ば 不安 首 経 症 は バセドウ 氏 病 の 如く 、 一 つの 身内 的 趣 源 を 
有 つ 疾患 なる 。 か く の 如 くく 原因 が 現在 働い て 起 つ た 画 経 症 を 現 賞 性 注 経 症 (Aktual- 
neurose) で 呼ぶ 。 之 替 し 疾患 の 成因 を 過去 の 生活 更に まで 遡 つ て 心理 避 的 設 明 
得 し る 緯 経 症 、 即ち 症 汰 の 意味 、 機制 、 近 因 等 が 心 的 に 因 時 づけ られ て の ゐる (deter- 
miniert) 場合 を 精 絡 々 経 症 (Psychoneurose) ぐい ふ 。 
不安 交 経 症 が 現 賞 性 細 経 定 の 代表 と し て 紹介 され 、 不 安 は 双 精 泊 々 経 症 の 場合 に も 
を の 中 心 問題 だ され て ゐる 今日 、 余 が 御 経 症 的 不安 の 研究 に 手 を 染め る に 営 つ て その 
第 一 主題 こし て 上 逃 の 如き 分 類 の 魏 営 さ の 吟味 も な すこ と を 探 ん だ 理由 は 、 不 安 症 誠 
を 呈す る 場合 に を の 趣 源 を 明か に し 、 疾 患 の 死 防 並 に 治療 に 向 つ て 墓 か た りさ も ゃ 頁 献 
せん と する も の に 他 な ら め ぬ 。 余 の 例 を 紹介 する 前 に 功 く 区 献 に 現れ た 結果 を 観 て みよ 
う 。 Freud が 不安 激 経 症 を 現 賀 性 緯 経 症 の 代表 と し て 紹介 し た 時 に 極力 反 半 し た の は 
Stekel で ある 。 氏 は 現 伯 性 沖 経 症 の 存在 を 天 定 し 「Freud の 言 ふ 意味 の 不安 定 経 症 は 
存在 し な い 。 精 和 君 々 症 が ある の み だ 。 た ゞ 表現 の 形 と 強 さ と の 差 に 過ぎ な い .| さま 
で 極 言 し て ゐる 。Jones は 「 身 穏 的 要素 の み で 病 的 不安 を 生ずる ここ は 不可 能 で あら 
う o で ee 之 に 反し 精神 的 要素 の み が 主 役 を 演じ て ゐる 場合 は ある 。 ……: た ゞ 身 骸 的 要 
素 は 。 不 安 と ステ リー の 場合 より も 不安 輝 経 定 に 於 て 、 よ り 著 明 で ある 。 不安 利 経 症 
は 不安 と ステ リー の 一 つの 症状 ミ 考 へ る こと が で きる 。 即ち 不安 と ステ リー は より 廣 
き 概 作 で ある 」 さ 逃 べ 、 厳 蜜 な 意味 で は Stekel の 訟 に 直 し 程度 問題 で は Freud の 原 
設 を 支持 し て ゐる 。 Seif も Jones で 同意 見 で ある 。 曰 く 「 英 内 的 性 的 要 楽 は 基 だ 展 
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ォ (sehr hiufig) 原因 ゞ し て 参 奥 する 。 し か し 精 玉 的 性 的 要素 は 常 C (immer) 参 暴 す 
る 。 幼 見 的 性 的 要素 は 不可 角 の や う で ある 」 で 。Reich は 「 不 安 条 経 家 の 症候 群 の 分 
析 於 て 症 汰 の 隠さ れ た 意味 や 目的 を 容易 放 明 し 得る 場合 も ある だ ら う し 、 無理 欠 
理 押 し つけ ね ば な ら め 場 合 も ある だ ら う 」 で て 無理 に や れ ば 綿 て を 精 紀 々 経 症 と な し 
得る 旨 を 逃 べ 、 同 し く 程度 間 題 < いふ 條 件 附 き で Freud の 説 I に 角 し て ゐる 。 こ の 問 
題 iC 至 し て 最も 明快 な 回 答 を 奥 へ て ゐる の は Schilder で ある 。 曰く 「 所 語 現 泡 性 間 
経 症 は 精 下 々 経 症 の 一 つの 形 で ある 。 厳 密 な 意味 で は 現 暫 性 定 総 症 は 存在 し な い 」 さ 。 
Nunberg は 現 換 性 経 首 で 精 妃 々 経 症 と の 工 分 は 全く 人 乱 的 の も の で ある で な し 「 総 
て の 定 経 症 は 結局 に 於 て は 身 骨 的 基礎 の 上 に 立つ も の で ある 。 …… 心 的 要素 は 旨 経 症 
の 形 を 決め 、 丸 器質 的 疾患 の 経過 K 替 し て も 決定 の 鍵 を 撮 つ て ゐる 。…… 精 沖 分 栃 時 
は 純粋 に 身 航 的 に 若 起 され た 疾患 か ら 心 因 性 の 疾患 に 至る まで の 系 列 を 作る こと K 成 
功 し た 」 で て 上 る 正 如 な 言 ひ 殆 し ば は ある が Freud の 現 客 性 午 経 症 を 認め て ゐる 。 み 
仁 の 諸 計 を 通 観 し て みる K 現 軒 性 六 経 症 の 存在 を 認め る 根 拓 は 純粋 に 身 骸 的 に 惹 趣 さ 
れ た 紳 経 症 が 稼 な が ら 在 る こざ に 存する や う で ある が 、Jones も 言 つて る 如く 「 人 間 
に 於 て は 身 航 的 要素 の 働く 所 常に 精 旨 的 要素 も 働い て ゐる 」 わけ で ある か ら 厳 鶴 な 
意味 で は 純粋 な 現 帝 性 征 総 能 は 存在 し な いさ 観る の が 至 営 で あら う 。 同 様 IC Nunbere 
や Reich の 言 ふ 如 く 、 純 粋 な 精 万 経 症 も 赤 存 在 し な いで あら う 。 用 で 問題 は 、 各 症 
例 (に 於 て 身 骸 的 要素 が ざれ だ け 多 くく 働い て ね る か 、 又 心 的 要素 が ざれ だ け 重 要 な 役割 
を 演じ て ゐる か 、 そ れ に つれ て 症 汰 の 上 KC 不安 御 経 定 の 症候 格 が ざれ だ け 題 状 に 現れ 
て ゐる か 、 航 奴 ほ ステ リー や や 強迫 御 経 症 の 症候 が ざれ だ け 優 勢 に な つて 來 る か を 買 験 
し て みる こさ に か ゝ つて 來 る 。 

公 は 第 一 報 に 於 て 不安 定 経 症 の 症候 群 を 題 甘 に 示し た 一 例 を 報告 し 、 こ の 例 で は 身 


11) Reich、W. : 1. c. (1927, S. 63.) 

12) Schilder,P. : Uber Neurasthenie. (Internat。Ztschr. ff sw, Ed. べ VII, 1931, S. 368.) 

13) Nunberg、 昌 .: Allgemeine Neurosenlehre muf psychoanalytischer Grundlage. (Verlag Hans 
Huber, Bem-Berlin。1932, 8. 164 ン 165.) 

14) Freqd、S. : Die gemeine Nervositit. 一 一 Vorlesungen zur Einfuhrung. (1917, Ges. Schr. 
Bd. VII, S. 405.) 

15) Jomes,S. : 1.c.S.14 

16) Nunberg、 還 .:1.c. 

17) Reich W.:Lec.S.79. 

18) 早坂 ( 長 ) : 営業 報 、 第 T 沈 、93 頁 。 
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個 的 要 楽 も 心 的 妥 楽 も 同様 の 強 さ (に 於 て 働き 、 そ の 結果 し て は 、 る の 症候 群 は 不安 
紳 経 を 現す も の さして も と ステ リーK 局 する も の で し て も 同 程度 の 正 営 さ を 以 て 角 
竹 し 得 た こさ を 明 か I に し た 。 第 二 報 の 道路 交 怖 症 の 加 者 K 於 て は 、 身 内 的 要 素 さ 心 的 
要素 な は 同様 の 強 さ に 於 て 働い て ある が 、 症 状 は 不安 と ステ リー の それ を より 多く 現 
し て ゐる や う で あつ た 。 第 三 報 の 不安 沖 経 症 の 症候 閣 を 完備 し た 吊 者 は 、 原因 * し て 
身 骨 的 要素 より も ゃ 心 的 要素 が 勝つ て ね る や うな 印象 を 興 へ る が 症 汰 の 上 で は 定型 的 な 
不安 十 経 症 で あつ た 。 第 四 報 の 到 物 麗 屈 症 で は 原因 の 十 委 素 は 同じ 強 さ で ある が 結果 
IC 於 て は 精 々 経 症 (即ち 不安 と ステ リー 太 吾 表 近 細 経 症 ) が 優勢 で あつ た 。 か く の 
如く 余 の 印象 で は 原因 I に 於 ける 直 要 素 の 強 き さ 症 汰 に 於 ける 定 設 通 り の 現れ 方 さ の 下 
行 は 全く 見 られ な い 。 こ ゝ 第 例 を 報告 し 交 ま で の 印象 ど 比 較 し て みた い 。 


次 第 二 報 以来 余 の 開心 を 若い た こさ で は 、 弓 経 症 的 不安 ( 延 い て は 一 般 に 不安 ) の 
原型 ご し て 去 論 不安 (Kastrationsangst) を 認め る こ で の 可否 で ある 。 前 逃 の 第 一 主題 
た る 現 買 性 紳 経 症 の 吟味 が 疾患 の 了 防 及び 治療 ぐい ふ 賀 際 問 題 に 四 し て 有意 義 で ある 
な ら ば 、 第 二 主 題 た る 示 勢 不安 の 吟味 は 精 視 分 析 避 の 理論 を 概 討 する 上 に 何等 か の 頁 
献 を な す で あ ら 2。 精 分 析 台 の 理論 に 習 す る 大 き な 非 難 の 一 つ さ し て 江 性 鈴 論 が 映 
げ ば られ て ゐる 。 を の 細目 に 了 る 討議 は 後日 に 護る さして 、 こ ゝ で は 不安 の 問題 に 開 係 
ある 示 鞭 不安 だ け を 取り 上 げ る こ で に する 。 分 栃 悪 上 の 定説 に よれ ば 小 見 期 の 或 時 期 
に 男女 の Genitalien を 非常 に 問題 に する 時 が ある 。 面 も その 時 期 に は 男性 の Genitalien 
を 和食 重 し 、 之 を 有する 者 。 即ち 男子 を 偉 し ご 考 へ る 。 この 時 期 を 男根 期 て Phallische 
Phase) さい ょ ふ 。 こ の 時 期 は 又 所 請 小 見 手 淫 が 盛 な 時 で 、 親 (一 般 に 教育 着 ) は それ 
を 止め させ よう で し て 「Penis を も いで し ま ふ ゾ 」 ミ 言 つて 脅かす 。 男の子 は 何より 
も 大 切な る の を 失 ふ の で ある し 、 且 久 女の子 に 於 て Penis が 無い こと さあ 策 見 し て この 
威 由 が 軒 現 可能 な も の で ある で ど 考 へ 、Penis を 失 ふ こぐ を 大 い K 恐 怖 す る 。 こ に 
(不安 ) を 去 奉 不 安さ ぐい ょ 。 去勢 不安 は 女 に は 無い (去勢 コン プレ ックス は 有る が 5)。 
次 KK 純 経 症 の 分 析 の 結果 か ら 去 勢 不 安 は 常に 且つ 殆 ざ 例外 無く 見 られ る 不安 原型 で あ 


19) か ヽ る 問題 に 於 て 量 乃 至 張 さ を 客 首 的 尺度 を 定め て 比較 する こと は も と より 不可 能 な こ 
ょ で ある 。 し か し 「 人 非常 に 茸 し い 」 と か 「 一 寸 殖 し い 」 と か いふ 言葉 が 存在 する 限り 、 精 衛 界 
の 事 介 に 関す る 研究 に 於 て は 主 親 的 な 印象 を 尺度 すす る こと も 止む を 得 な いこ と ょ 思ふ 。 か いる 
尺度 が どの 程度 の 客 填 性 を 有 つ か を 知る に は 各 報 告 例 を 参照 する より 他 に 道 が 無い 。 「 

20) 早坂 C 長 ) : 営業 報 、 第 人 、48 頁 。 

21) 早坂 ( 長 ) : 営業 報 、 第 H 疹 、47 頁 。 

22) 早坂 ( 長 ) : 営業 報 、 第 HI 疹 、39 頁 。 

23) その 詳細 に 開 し て は 営業 報 、 第 HI 徐 、62>63 頁 参照 。 
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る こ で が 知ら れ て ゐる 。 双 或 未開 人 に 訟 ける 割 簡 の 儀式 は 確か に 夫 勢 の 象徴 < 解せ な ら 


れる し 、 従 つて 太古 に 於 て は 血 妖 姦 の 凡々 し て 去 塾 が 賀 際 行 は れ た さ 想 像 され る 。 他 
方 精 御 分 析 台 で は 人 間 の 愛人 稔 生活 の 曽 居 を 次 の や うに 考 へ て ゐる 。 胞 見 時 代 に は 口 祖 
に 於 ける 快感 を 貸 り 、 炊 いで 人 か ら あ や し て 貰 ふ こ で に 無 上 の 侵 楽 を 邊 え 、 更 に 便意 
を 催す の が 解る や うな 年 頃 に は 肛門 性 感 を 求め 、 男 根 期 に は 小 見 手 淫 に 性 的 満足 を 見 
出す 。 男根 期 は 又 小 見 的 血族 次 的 稚 堂 の 盛 な 時 で 「 個 骸 毅 生 は 系 統 紙 生 あ くり 返す 」 
で の 立場 か ら 見 れ ば 太古 の 刈 倫 時 代 を 初 条 六 し か る も の で ある 。 最終 的 段 模 た る 。 我 
ぇ が 普通 性 生活 と 呼ぶ も る の に 就 い て は 設 明 の 要 が 無い 。 以 上 の 諸事 を 参照 し て 去勢 不 
安 の 和 信 求め れ ば 次 の や うに な る 。 昌 根 期 に 於 て 小 兄 手 注 の 懲罰 に 人 至 す る 罪悪 感 
し て 、 又 血族 的 銘 堂 に 因 す る 反 鷹 し て 男根 あ 和 失 ひ は し まい か ミ の 不安 を 有 つ 。 之 
が 去勢 不安 で ある が 、 之 は 男根 期 以前 の 時 代 に 於 ける 乳 羽 を 礁 は れる 不安 、 愛 し て 貰 
へ な いこ で K 詩 する 不安 ( 愛 博 醤 失 の 不安 )、 備 便 を 失 ふ 不安 の 績 き で あり 、 更 K 後 年 
の 性 的 事象 に 関す る 良心 不安 の 前 騙 に な る 。 舎 て 症例 の 分 析 に よ つ て 示 勢 不安 を 吟味 
する 根 張 ぐさ な る も の は 1) 小 見 期 に 去勢 威 忠 又は 示 勢 不安 が 普 週 的 に 見 られ る も の 
か 否 か 、 2) 夫 替 不安 が その 時 代 に 於 ける 最も 強力 な も の で ある か 店 か 、 3) 分 祈 例 
に 於 て 確か に 去勢 不安 の 現れ さ 見 る べき も の を 多く の 場合 に 於 て 訟 明 し 得る か 否 か 、 
4) 男根 期 の 存在 を 多く の 場合 に 於 て 異論 無し K 訟 明 し 得る か 否 か ヽ 等 を 板 べ る こと で 
あら う 。 

貧し いな が ら 余 の 継 験 で は 、 一 例 (第 二 報 ) K 於 て 幼時 血族 姦 的 骨 験 に 富ん だ 男子 
が 後 年 和 愛 事件 に 悩ん だ 時 に K 強 い 良心 不安 を や 生 し た 角 合 の 設 明 ぐ し て 示 勘 不安 を 持つ 
て 來 る 根 搬 を 見 出し か ね た 。 他 の 男子 の 一 例 (第 三 報 ) で は 幼時 の 性 的 骨 険 に 在 す る 
前 で し て 去勢 あや 以 て 脅かさ れ た で の 記憶 を 有 し て ゐる が 、 そ れ が 最も 強力 で あつ た と 
の 記憶 が 無く 、 現 在 の 花柳 病 恐 居 妃 至 性 的 放 終 を 麗 す る 良心 不安 中 に は 去勢 不安 の 現 
れ で 解す べき 有力 な 根 拓 さ な る も の が 乏 し か つ た 。 第 四 報 の 婦人 患 者 で は 、 勿 論 去 勤 
不安 を 見 出す こさ が で き な か つた が 、 細 時 に 於 ける 男根 期 的 活動 の 買 設 さ 、 症 汰 を る 
れ K 開 係 せ し ゅ て 解 租 す る こと で で 成功 L た 。 之 か ら 報 告 せ ん さす る 第 五 報 に 於 て は 
去勢 不安 乃 吾 男根 期 は 如何 に 現れ て ゐる か 。 之 本 稿 の 第 二 主 題 で ある 。 


昔 . 病 歴 


昭和 到 年 の 一 月 、46 城 に な る 一 人 の 筋骨 直 し き 、 し か し 何と な く 〈 意 無 氏 沈 し た 既婚 の 男子 が 
穫 が 外来 を 訪れ た 。 それ まで の 病歴 は 大 の 如き も の で ある 。 1 年 程 前 、 頭 が 重 〈( 基 平 も し て ゐ 
る こ ょ が あっ つた が Hernia inguinais の 手術 を 受け て か ら ょ (な つた 。 を その 二 三 年 後 の 九 月 頃 、 
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多忙 、 半 飲 等 に 績 へ て 患 者 の 所 調 「 恐 怖 症 ] が 起 つ て 來 た 。 その 最初 に し て 了 つ 最後 まで 最も | 
役 練 に つき ま と つ た 「 恐 怖 症 」 は 或 事件 に 関し て 「 自 分 が 皆 か ら 窒 告 者 と 思 は れ は し まい か 、 
窒 和 樹 き れ た 人 (即ち 犯人 ) か ら 6 復 錠 さ れ は し まい か が 」 と いふ こと で あっ つた 。 或 事 件 と と ふ の は 
次 の 如 きも の で ある 。 営 時 (大正 十 二 三 年 頃 ) 彼 は カナ ダ に 居 つ て 漁業 に 従事 し て ゐ た が 、 其 
席 で は 急 化 護 を 持つ て ゐる 人 で な けれ ば 漁業 に 従事 する こと が 放さ れ な いこ と に な つて ゐる 。 
所 が 徒 々 に し て 他人 の 急 化 誠 を 借り て 漁業 を や る 人 が ある 。 偶々 患者 の 知人 ( 優 に HH ょ 名 づけ 
て お () が それ を や つて 臣 朱 宜 に 見 つか つた 。 す る と 宿 和 表 し た 以 が ある ん ぢ お や な いか が と いふ 鳴 
が 立つ た 。 加 者 は 何等 の 根 擦 も 無く (て 即 ち 愚 者 は 自分 に は 何等 殆 し い 所 が 無い と 確信 し て ゐる 
の に 係ら すず) 前 記 の 如き 恐怖 に 捉 は れ た 。 こ の 恐怖 症 の 内 容 は 表 第 に 折 大 し て 行き 、「 某 て その 
人 を 軌 者 は 宙 告 者 だ ょ 上 ん で ゐる 。 優 に 和 之 を ML と 名 づけ て お て () が 策動 し て 自分 を 密告 者 だ と 
宜 偉 し は し まい か が 」 ょ 考 へ 、 或 は 了 甘 の 鳴 を 戒 人 か ら 開 いた 時 ( 後 か ら 考 へ れ ば 何で も な いや う 
な 話 だ つた の に ) 陸 が 自分 を 恨ん で ゐる や うに その 話 を 開く と いふ 始末 で ある 。 審 告 事件 に 関 
作 の 無い こと で も 、 例 へ ば 何 が 紛失 物 が わる と 「 皆 が 自分 を 液 人 だ と 思ひ は し まい か が 」 と 考 へ 、 
を の 他 ハ ツキ リ し た 内 容 も 無く 何かしら 自分 が 如 い こと を し て ゐる や うな 気 が し て 來 た 。 叶 日 
の 経過 と 共に 種々 の 身内 的 な 飛 障 が 起 つて 來 た 。 例 へ ば 頭 が 重い と か 、 の ぼ せ る と か 、 動 惨 し 
易い と か 、 胃 の 具合 が 悪い と か 、 了 虐 に 入ら うと する 肌 那 何と も 言 へ な い 不 快感 が 起 る と が か 、 人 
と 半 談 中 理由 無し に 身 仙 や 衣 が 合 べ へ る と か 等々 。 之 等 の 身 骸 的 族 条 化 に 鷹 じ て 腹 溢 血 で 倒れ は 
し まい か 、 心 肛 麻 を 起 し は し まい か 、 胃 に 何 か 重 い 病気 が 修 生 し た の で は ある まい か 等 々 の 
心配 を する 。 谷 最初 客 結 事件 で 心配 し て た 頃 か ら 6 Hibido sexualis が 前 て な り 、Totenz も 奏 へ 、 
時 と し て ejaculatio praeeox を 來 す こと が ある や うに な つた 。 以上 の 如き 淳 動 性 不安 邊 に 植物 
性 衛 綴 系 続 に 現れ た 障 則 等 は 一 港 一 退 し つ ゝ 粗 年 間 績 き 、 昭 和 四 年 十 一 月 過 閣 後 は 比較 的 軽快 
的 問 に ちる が 、 ま だ 何 虎 や ら に 不安 症状 が 残 つ て ある や うだ ょ と いふ の で 我 が 外 來 を 訪れ た も の 
で ある 。 [ 

その 後 加 者 は 一 週間 に 二 回 (一 日 連 績 的 に ) 外 來 に 通 ひ 分 析 的 虚 置 を 受け る 。 會 見 の 数 は 合 
計 入 か に 10 回 きり で (但し 一 回 の 會 見 時 間 は 2 時 間 以 上 )、 分 析 治 療 と し て は 甚だ 不 削 底 な も 
の で あつ た が 愚者 の 側が から すれ ば 和 で 不安 症 然 が 一 返さ れ 、 余 の 側 か ら す れ ば ーー 通り 本 症 の 輪 
郭 を 把 み 得 た の で 、 再 渡米 を 急 で 患者 の 請 に ょ り 一 純 治療 を 打 切 つた 。 「 


1 考 控 


恩 者 か ら 箕 き 得 た 材料 を や 基 と し て 本 症 の 鳥 肛 園 を 作る K 営 つて 欧 づ 問題 に な る の は 
毅 病 営 時 の 事 請 で ある 。 前 記 客 穫 事 件 の 起 る 少し 前 か ら 愚 者 は 隣家 の Frau ご 航 に 
somatische Bezichung に 玉 ら ちら ん さす る 程度 の Liebesaff&re を 有 つ て 居 つ た 。 その Frrau 
は 非常 に 多 情 な 女 で 夫 有 る 身 で あり な が ら 耳 で も scxuelle Feziehung を 結び 、 又 M 
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で ゃ も 開 係 が ある で 患 者 は 信じ て ゐる 。 乃 ち 患者 は HH 及び M を Rivale ご する 開 係 
に 立つ も の で ある 。 此 鹿 で 本 症 の 主 症状 た る 客 秋 事 件 に 開 す る 不安 、 即ち 古 か ら 何 
か 報復 手 訪 に 出 ら れ は し まい か 、M が 策動 し て 自分 に 濡れ 衣 を 着せ る の ぢ や ある ま 
いか で の 不安 を 観れ ば 、 之 等 の 不安 は 患者 が HH や MK 圭 し て 有 つ 敵意 が H 及び M 
に 投影 され 、 更 に それ が 鶴 理事 件 に 移動 され 、 彼 等 か ら 容 告 事件 に 開 し て 敵意 を 向け 
られ る こと EK 殖 する 不安 だ な つた も の ミ 解 せら れる 。 こ の 間 の 清 息 を 示す 愚 者 の 言葉 
が ある 。 曰く 「 女 が M の 過 を 持ち 、 自 分 を 了 れ る 劉 IC 是 に 自分 を 審 青 者 だ と 言 ひ は 
し まい か 。 男 ど いふ も の は 惚れ た 女 の 言 葉 は 直ぐ 信ずる も の だ か ら そ れ が 一 番 怖い 」 
ざさ 。 か く の 如 く 、 密告 事件 K 開 する 不安 の 心 的 肛 制 は Rivale に 至 す る 敵意 の 投影 設 
容 千 事件 へ の 移動 と いふ こと で 褒 明 され る 。 何故 投 影 放 移動 が 起り 、 患 者 が 自ら を 
埋 し め ね ば な ら め ぬ 破 目 に 了 つ た か さ で の 開 題 に 就 い て は 、 良心 不 安 と いふ 自己 破壊 的 な 
本 能 を 持つ て 來 な けれ ば な ら ぬ が 、 之 は 不安 lc 開 する 根本 問題 で あり 、 他 日 稿 を 改め 
て 詳 論 する 磯 合 が ある だ ら う 。 それ は それ さして 今 本 例 に 就 い て 一 通り だ け 良 心 不 安 
の 問題 を 取り 上 げ て みれ ば 、 本 例 に 於 て も 投影 の 動 因 ミ し て 良心 不安 が 働い て ゐ た こ 
ご を 見 逃す こ で が で きぬ 。 何だ な れ ば 、 思 者 は 元 來 良心 過敏 な 方 で あり (何故 さ う な 
つた か は 後に 逃 べ る )。、 た さ ひ Rivale が 無く で も 、 通 の 伏 密 や 抱い に た に ゞ さけ で 強い 良 
心 不 安 を 感 す べき 人 さ で 思 は れる か ら で あ る 。 事 賀 加 者 は 分 析 前 に は 姦 通 の 倫 望 に 殖 す 
る 良心 不安 を 否定 し た が 、 後 に は 育 定 し た 。 又 恵 者 が 一 般 の 人 か ら の 非難 ( 容 告 事 件 
に 開 し て ) を 居れ た の は 非難 の 主 帆 くさ し て 一 般 の 人 が 控 ば れ た 和 念 で ある 。 浴 み を し た 
ぐ 思 は れ は し まい か 、 何かしら 加 い こと を し て ゐる や うな 無 が する さ の 不安 は 、 非難 
の 翌 象 が 名 次 事 件 或 は 「 何 か し ら 加 の こざ K 移 動 さ れ た に 過ぎ な い 。 色々 な 身 穏 的 
族 障 が 不安 の 団 象 だ な つた の も 同様 I に 考 へ た い 。 

投影 役 K 移 動 が 行 は れ た さい ふ こ で ミ 開 職 し て 少し 附 加 し て お きた いこ で が ある 。 
分 析 操 作 中 患者 は 次 の や うな こと を 言 つ た 。「 之 は 自分 の 邪推 か も 知れ ね が 、AM1 が 自分 
を 際 れ る 久 に その 女 に 入 衝 革 し て 自分 に 秋 波 を 衝 ら しめ た と 想像 し て ね る 」 と 。 この 
「 陥 れる 」 で は ざ ごう い ょ 内 容 を 有 つ か 、。 又 どん な 入 箇 開 ちあ ち し た か に 就 いて 突 込 ん で 聞い 
て みる で ミ 皿 者 は 非常 な 狼 名 の 色 を 現し 、 英 や 手 に 震 顎 を 生じ 辻 補 の 合 は ね こ で を 言 ふ 。 
即ち 、 或 は その 女 が M K 殖 し て 女 の 誠意 を 示す 信 で ある (詳し く 言 へ ば 、 女 が 患者 に 


24) Freud が 「 死 と 本 能 」 CTodestrieb) に 関す る 説 を 立て ヽ 以 挫 、 こ の 本 能 と 不安 と の 開 係 に 
就 い て は 多く の 人 に ょ つて や か が まし いく 論 ぜ ら れ て ゐる 。 

25) 性 的 な こと に 閉 する 藤 心 不安 が 投影 され 心 所 症 的 な 不安 と し て 現れ て 來 た 例 は この 他 に 
も 余 は 経 双 し て ゐる 。 
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秋 流 を 衝 つ て お いて イザ いふ 時 患者 を 断れ ば 女 と 患 填 その間 が 直 同 する 。 さ うす 
れ ば 女 は 患者 で 開 係 が 無い こさ を M に 示す こと に な る ) と 言 ひ 、 或 は M が 審 告 の 罪 
を 皿 者 に 電 嫁 する 師 で ある (M が 女 に 入 智 惹 し て 患者 ミ 葬 開 係 を 結ば せ 、 そ れ を 宜 俺 
する 。 他方 で 女 ミ 開 係 が ある こざ は 世間 に 知れ 世 つ て 居る か ら 、 量 、 女 、 加 者 さい 
ふ 三 角 開 係 か ら 患 者 が 容 和 の 疑 を 受け る こぐ に な る ) さ 言 ふ 。 し か し 女 の 誠 意 を 示す 
和 師 で ある で の 訟 明 は 「 入 衝 越 し た 」 で の 言葉 (に 矛盾 する し 、 又 宙 穫 の 罪 を 恵 者 に 韓 辺 
する 角 (換言 すれ ば 密 理 事件 が 原因 に な つて 条 愛 事件 が 起 つ た ) ゞ の 設 明 も 、 事 連 は 
織 愛 事件 の 方 が 先 で ぞ あ る (この 先 後 開 係 は 般 回 念 を 押し て 聞き 得 た 確か な 事 買 で ある ) 
か ら 、 患 者 の 言 ふ こと は 全く 事 連 で 一 致し な い 。 患者 は 以前 か ら 職 業 上 その他 の こさ 
で M を 反目 し 合 つ て ゐる (た ミ ひ 表面 に 現れ た 日 論 く か 喧嘩 どか いふ も の は 無い が ) 
伸 で ある が 、 そ の 和久 M が 患者 を 了 れ よう さして 、 交 事 件 が 起 つ た 時 に 患者 に 濡れ 
衣 を 着せ よう と し た さい ょ ふ ( 加 者 は さ う いふ や うな 将 解 $ し た ) の な ら 或 程度 を で は 
育 け る が 、 濡 れ 衣 を 着せ る 手段 ぐ し て 継 愛 事件 を 惹起 さ う で ぐ 策 動 し た で 考 へ る 所 に 重 
大 な 「 思 ひ 違 ひ 」 が ある 。 こ の 「 思 ひ 信 ひ 」 を 患者 は な か な か 承 衣 し ょ う ゞ し な か つた 
こと は 、 思ひ 人 違 ひ あし た さい ょ 事 買 さ 共に 確か に 注目 に 倒す る も る の で ある 。 も う 一 つ 
注目 し た いこ で は 、 思 者 は 通 事件 を 若 起 し て 居り な が ら (心理 的 に )、 自 分 の 妻 乃至 
世間 一 般 に 暫し て 何等 の 罪悪 感 を 有 た ぬ さ 艇 し て ゐる こと で で ある 。 を の 理由 ミ し て 患 
痢 は 未 遊 だ か ら と いふ 。 その 態度 に は 牽 も 意識 的 に 嘘 を つい て る で 思 は れる 所 が 無 か 
つた 。 し か し 分 析 後 に 通 欲望 に 天 し て 罪 悪 感 を 有 つ た こざ を 認め た 所 を 見 れ ば 、 患 
者 が 「 末 途 だ か ら 」 と いふ の は 全く の 「 合 理化 」 に 過ぎ ぬこ で が 判る 。 以 上 の 如き 反 
万 を ざ 2 う 読 明 す べき か 。 寺 づ 「 思 ひ 人 ひ 」 で ある が 之 は つま る 所 この 簡 愛 事件 に 於 て 
は 女 或 は M K 均 任 が あり 、 患 者 に は 受動 的 な 責任 し か 無い と 主張 する も の で あり 、 
第 二 の 合理 化 は 他 然 責任 が 無い こさ を 主張 する も の で ある 。 換言 すれ ば ニニ つ さ も 愚者 
が 自己 の 本 能 要 求 正 営 に 認識 し て お ゐ な いこ と を 示す も の で ある 。 

この こと て で 前 枯 の 如き 投影 や 移動 が 行 は れ た こと ざさ を 思ひ 合せ る 時 、 患 者 は 極力 本 
能 妥 求 を 意識 し まい ミ ゞ 努力 し 、 そ の 結果 一 部 それ が 成功 し て ある も の ミ 結 答 し 得る 。 
換言 すれ ば 患者 の 自我 は = ス の 要求 上 位 自 我 の 要求 さ の 板挟み と ぼ な り 、 本 能 要 求 を 
意識 し な いさ ぐい ふ 態 度 を 以 て 反 應 し た も の ミ 考 へ られ る 。 かく の 如き 反 鷹 示す 自我 
を 緯 経 症 的 自我 (das neurotische Ich) さ 呼 ぶ 。 如何 に し て か ゝ る 態度 が 生れ て 來 た 
の だ ら う か 。 と その 過程 を 知る 劉 に 患 者 の 生活 史観 て 行か う 。 

患者 が 5 歳 の 時 弟 が 生れ た 久 幼 時 は 班 母 の 愛 に 浸 つ て 育て られ た 。 宜 母 は 患者 を 愛 
し は し た が 、 患 者 が 鱗 り ヒ C も きか な か つた の で 時 ぇ 強い 折 橋 あ し た 。C 水 風呂 に 入れ た 
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り し た さい ょ ふ 。) 患 者 は 班 母 の 愛 を 翼 ふ こざ を 怖 れ 、 い つか 水 風 骨 に 入れ られ さ うに な 
つた 時 小 遺 仁 を 貯 ゆ て ゐ た の を 母 に や つて 許し て 貰 つ た こさ を 記憶 し て ゐる 。 父 や 
母 も 宜 母 で 同様 に 厳し い 所 が あつ た 。 患者 が 13 歳 の 時 父 が 死亡 し 、 母 は 敷 年 間 放 婦 く 
し て 暮し て ゐ た が 後 で Geliebte を 持ち 、 か な り 家 財 な ご わあ その 男 に 入れ 上 げた り し 
た 。 患者 が 16~7 蔵 の 頃 で ある 。 昌 者 の 同 胸 8 人 ( 他 に 3 人 あつ た が 何れ も 幼 時 死亡 )、 
患者 は その 候 中 で ある が 、 見 も 弟 も Geliebte さ 結 婚 し 、 或 は し よう さして ゐる 。 患 
者 の 故 卿 は 田舎 で あり 、 所 詩織 愛 結婚 と いふ や うな こざ は 珍し い に も 係ら ず 患 者 の 一 
家 に は それ が 多い こざ は 、 患者 に は 起 質 的 (konstitutionell) に さ う いふ 方面 に 於 ける 
素地 が 備 は つて ゐる や うな 印象 を 受け る 。 愚者 自身 で も 既に 6~7 歳 ( 或 は 8 こ 9 歳 で 
も いふ ) で coitus の 眞 似 を も や つた 経験 を 有 つ て ゐる 。 し か し 加 者 に に つて 一 つの 大 き 
な 悩み が あつ た 。 それ は 月 ernia inguinalis が あつ た こ させ で ある 。 之 は 幼時 に 於 て は 
友人 か ら の 加 口 の 集中 骨 だ な り 、 思 春期 C 入 つて は 異性 IC 携 する 藩 恥 (どい ふ よ り は 
劣等 感 ) の 源泉 と な つた 。 患者 自身 で も 「 小 ひい 時 か ら 片 掌 々 々 で 加 口 され た 和 含 に 人 間 
が 葵 縮 し て 育ち 、 小 憶 者 に な つて し まつ た ん ぢ や な いか さ 思 ふ 」 で 言 つ て ゐる 。 皮 ち 
この Ganitalien の 和紙 育 不 全 (で 患者 は 考 へ て ゐる ) が 患者 の 攻 和 撃 的 Caggressiv) な 、 
叉 積極 的 な 傾向 を 薄 対 し た 要 膝 に な つて ゐる 。 

傍 道 に 反 れ る 嫌 ひ は ある が 、 こ ヽ ゝ で 本 稿 の 第 二 主題 た る 去勢 不安 の 問題 を 論ずる こ 
さ ざ は 適期 の こと で 思ふ 。 分 析 の 定 設 で は 去勢 不安 は 去勢 威 貴 の 結果 さ し て 起り 、 後 
年 の 性 的 事象 に 麗 す る 良心 不安 の 原型 に な る さい ょ 。 本 例 に 於 て は 志 勢 威 蹴 乃 至 地 勢 
不安 の 事 買 を 彼 の 生活 史 に 於 て 誠 明 する こと が で き な か つた 。 し か し 前 逃 の 通り 、 去 
夫 (この 言葉 の 原義 的 内 容 は 、 や ヽ 廣 病 に 解 し た 場合 に は Genitalien の 和紙 育 不 全 を も 
合せ ) が 加 者 の 性 格 策 展 上 に 大 きか な 影響 を 興 へ て ゐる で 考 へ る こさ が で きる 。 之 は 定 
説 に よる 夫 勢 不安 の 場合 根本 的 記 趣 を 異 に する も の で ある 。 即ち 定 訟 に よる 去 夫 不 
安 の 場合 に は 未だ 去勢 され すず 、 去勢 や 以 て 育 か され 、 志 勢 され は し まい か で の 不安 を 
生ずる の で ある が 、 本 例 に 於 て は 本 去勢 が 行 は れ て 居り 、 そ の 事 買 を 承認 し た 結果 
が 積極 性 の 生 達 を 了 胃 ん だ の で ある か ら 、 之 は むし ろ 女 仁 に 於 ける 去勢 コン プ レッ クス 
の 紳 経 症 的 反 應 同様 に 解 し 得 ら れる の で ある 。 之 は 、 夫 鞭 不 安 の 形 に 於 て で は な い 
が 、 男 根 期 な る る の の 存在 を 示す よき 一 例 で ある 。 両 も 男子 に 於 て 女性 の 或 場合 と 同 


26) この 話 が 、 加 者 が 自分 の 多 情 な 傾向 に 就 い て 語 つ た 際 に 自由 隊 想 され た こと は 注目 に 値 
する 。 「 

27) Ophuijisen、 す 3. 昌 。 W. : Beitrige zamn Miinnlichkeitskomplex der Frau、(Intermat、 Ztschr. 了 f 
Psw, Bd. IV, 1916 と 7, 5. 241.) 
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様 な 去勢 コン プ レッ クス の 表現 型 あ 々 つた こと は 人 抽 味 ある こさ で ある 。 思 者 が その 積 
極性 の 柳 達 を 阻 まれ た さい ふ こ で は 勿論 彼 の 性 生活 に も 係 つ の て ゐる 。 例 へ ぱ 彼 が 思春 
期 (達し た 時 、 異 性 に 殖 し 特殊 な 散 取 感 「 片 輪 ど 思 は れ は し まい か 」 と の ) を 抱い た 
さい ふし 、 又 27 歳 頃 結 婚 を 思ひ 立つ た 時 Hecrnia の こさ が 非常 に 苦 に な り 、 る その 紅 
名 に 経 症 的 と な つた ( 頭 が 重く 直 平 だ な つた ) そい ふ 。 又 本 症 角 病 後 Inpotenz に 
傾い た が 之 は 性 的 積極 性 の 姜 縮 の 原型 的 な 現れ で ある 。 か く の 如 き 視 経 症 的 現象 は 去 
封 不安 の 結果 に し て も 起り 得る る の で ある が 、 本 例 に 於 て は 女性 の 去勢 コン プ レッ > ク 
ス 反 應 と 同様 に 解 し て ぉ く 方 が 事 買 に 忠 綿 な る 所 以 で ある で 信ずる 。 以上 逃 べ た こと 
か ら 示 勢 不安 に 開 す る 本 例 の 結果 を 結論 的 に 逃 べ れ ば 、 本 例 に 於 て は 示 勢 不安 の 事 買 
を 生活 史 於 て 設 明 する こと が で きず 、 ぜ し ろ 女 性 の 或 場合 に 於 ける で 同様 な 去勢 ュ 
ンプ レッ タス の 存在 を 誠 明 する こと が で きた 。 之 は 前 報 の 諸 例 同じ く 弓 経 症 的 不安 
で 去勢 不安 その 因果 開 係 を 育 定 する 機 宮 を 他 日 に 謀る も ゃ の で ある が 、 少 くさ も 男 棋 其 
の 存在 を 青 定 する 一 つの 材料 を 呈 供 する も る の で ある 。 倫 本 例 は 男子 に 於 て も 女性 と 同 
様 な 去勢 コン プ レッ クス を 有 ち 得る で の 企 定 に 或 示唆 を 興 へ て お る や う 思 は れる 。 
催 て 本 道 に 戻 つ て 本 症 の 構造 に 就 ぃ て の 考察 を 績 け よ う 。 本 症 の 良心 不安 が 去勢 不 
安 か ら 導き 出さ れ な いで すれ ば 、 何 虚 に を の 源泉 を 求め あれ ば よい か 。 それ を する 前 に 
も う 少 し 患者 の 生活 喝 、 性 格 の 観察 を 績 け て みた い 。 思 者 が 幼 に し て 班 母 の 愛 を 和 失 ふ 
こさ を 極度 に 居れ た こ で は 前 に も 逃 べ た が 、 こ の 傾向 は 患者 の 一 生 を 通じ て 見 られ る 。 
幼時 彼 を 愛す る 人 が 傍 に 居 な いこ で は 四 者 の 最も 恐れ る 所 で あつ * ( 孤 獲 て 暗黒 恐怖 
症 )。 小 晃 撤 時代 誤 つ て 友人 を 公 供 させ 、 治 療 代 を 請求 され た 時 ぐ う し た ら よ いか 刊 ら 
な く て 二 蜂 三 史 不 眼 を 米 し 、 宜 母 に 相談 し れ ら 「 い いや うに 取り 計ら つて や る か ら 」 
さ 言 は れ て や つ ミ 安心 し て 眠れ る や うな つた さい ふ こ と で が ある が 、 之 は 友人 か ら 乱 
まれ る (友人 の 芝 あ 失 ふ ) こと を 居れ 、 班 母 の 愛 あ 得 て そ の 恐怖 が 解消 し た も の ミ 観 
られ る 。28 蔵 の 時 カナ ダ に 渡り 、 最 初 の 敷 年 間 を 鐵道 工事 に 従事 し て 暮し た が 、 或 時 
思 者 が 工事 の 監 示 者 に 申出 て 同僚 (と 言 つ て も 思 者 は その 頭 に なつ てゐ た ) の 一 人 を 
酸 痛 し て 貰 つ た こ で が ある 。 喜 首 の 理由 は 充分 あつ た の で ある が 、 加 者 は 自分 が 指名 
し た こと を を その 男 に 詩 し て すま な いさ 思 つ て ゐ た 。 こ の 例 も 愚者 が 同僚 の 愛 を 失 ふ こ 
ミ を 頂 れ た も の ミ 胡 租 する こと が で きる 。 を その他 一 般 に 加 者 は 人 の 思 は く を 非常 K 打 
に する 方 で あり ヽ 又 人 を 笑 は せ た り 人 気 者 に な つた りす る こさ を 好む 。 短 気 で 怒り つぼ 
い 所 が ある が それ を 外 K 現 すこ と が で き な い 。 か く の 如 く 悪 者 に ど つ て は 人 か ら 芝 せ 
られ る こさ が 重大 問題 で も あり 、 愛 を 思ひ は し まい か さ ぐ の 不安 が 大 きい 。 之 等 の 事 買 に 
基 い て 本 例 の 良心 不安 の 源泉 を や 求め れ ば 愛情 宮 失 の 不安 (Liebesverlustsangst) が それ 
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で ある で な す 考 は 最も 手近 に 在 る こと で 思ふ 。 即ち も 幼 に し て は 宜 母 や 雨 親 の 叱責 、 折 
杉 に より 、 や や 長 じ て は 交友 や 数 師 の 愛 を 突 ふ こ で を 需 れ た 結果 道徳 的 、 征 會 的 規 和 
を 知り 、 こ こ K 良 心 不 安 の 原型 が 出来 上 つた さ 優 定 さ れる 。 串 者 が 世間 一 般 の 人 か ら 
容 告 事 件 に 就 の て 非難 され る こと を 居れ た の は 、 事 件 が すり か へ られ た で は い へ 。 よ 
く その 原型 を 留め て ある も の ミ 言 へ る 。 傘 て ここ で 紳 経 症 的 自我 の 華 達 過程 に 就 い て 
述 べ れ ば 、 良 心 不 安 の 原型 が 出来 上 る 過程 は を その後 も 日 常 生 活 に 於 て 村 回 だ な く 反 人 復 
され る 。 反 傷 は 過程 を 自 働 的 な らち し め る どす れ ば 、 を の 後 監督 者 、 敷 育 者 の 叱 商 を 招 
ぐ や うな 衝動 が 起 る で 、 そ の 衝動 を 意識 する 前 に 自 働 的 に 不安 が 呼び 起 さ れる や うに 
な る 。 こ の 無意識 的 不安 (さい ょ 言葉 は 悪い が ) は 、 衝動 の 買 行 に よ つ て 超 る 現 貨 的 
な 懲 入 を 前 以 て 避け る 意味 や 有 つも の で ある か ら 不 安 信 紋 (Angstsignal) の 役目 を 負 
ふ 。 不安 信 競 に よ つ て 衛 動 が 消 内 すれ ば 問題 は 無い が 。 衝動 が 非常 に 強い 場合 に は 営 
人 の 自我 は 衝動 で 無意識 的 良心 (上 位 自我 ) この 間 に 立 つて 魏 協 工 作 を 試み 、 種々 の 
締 経 症 的 な 結果 ( 例 へ ば 前 逃 の 「 思 ひ 違 ひ 」 や 「 投 及 ] や 「 移 動 )) ち も た ら す 。 換言 
すれ ば 牧 経 症 的 自我 と な る 。 

この 租 定 の 下 K 何 故 思 者 が 秋 愛 事件 に 距 い た か さ の 説明 を 試み て みた い 。 それ に は 
も う 一 度 患 者 の 生活 更 を 凌 く こ と が 必要 で ある 。 患者 は 航 質 的 に も 和 愛 事件 を 惹 趣 し 
易い 因子 を 錦 は され て ゐる の で は ある まい か で は 前 に も 逃 べ た こと で ある が 、 を ん な 
先天 的 な 要素 を 優 定 し な くさ も 、 さ うい ふ ょ 家庭 に 育つ に だ いふ こざ で に は 一 程度 まで 重 
要 な 意味 を や 有 た せ せ て いい で 思ふ 。 幼時 K 性 器 的 (genital) 杉 際 ち あ 有 つた こと で に た 軸 し て 
は か く の 如 き 環 境 の 影響 を 無 症 す る こと が で き な い 。 その 後 の 績 展 の 跡 も や 辿 つ て 行く 
ざ 16~7 歳 の 所 詩 性 生活 の 再開 期 に は Onanie が 盛 で も つた さい ょ 。 20 歳 前 後に は 
somatische Pezichung (を 言 つ て も 身 髄 的 鉄 了 の 久 完 全 な coituns に は 至ら な い が ) を 
結ん だ Midchen が 二 三 人 あり 、 Bordellbesuch も 結婚 前 に 一 度 、 を と を れ か ら 結 婚 後 ニ ケ 
月 に し て 一 席 経 験 し て ゐる 。 酵 ふさ 女 C か ら か ひ た く な る 方 で あり 、 前 逃 の 、 彼 病 の 
動機 だ な つた 織 愛 事件 の 他 に も 、 そ の 前 後に 心 や 動か し た 人 妻 が 敷 人 ある さい ふ 。 思 
者 は それ 位 の こと は 誰 に だ つて ある で ゞ 稀 し て ゐる 。 か く の 如 くく 患者 は 本 能 要 求 、 特 'c 
性 器 的 欲求 に 負け 易い 傾向 の 持 主 で ある 。 も し 患者 が この 傾向 の 赴く 所 公 従 ひ 、 往 策 
の 非難 を 浴び て も 了 無 き 人 で あつ た な ら ば 項 病 せ す し て 済ん だ で あら う 。 し か し 患者 


28) 折 覆 取 ち 身 超 的 苦痛 を 奥 へ る 穏 罰 法 の 作用 は 草 に 身 器 的 苦痛 を 奥 へ る こと に 在り 9 と いふ 
ょ り も 、 愛情 の 再 象 か ら 憎 し み を 示さ れ た と の 、 即 ち 一 種 の 愛情 喪失 の 苦痛 を 営め ささ られ た と 
の 精 箱 的 な 動機 に わる ょ 考 へ られ る 。 叱責 の 作用 も 愛情 察 失 に ある と 孝 へ られ る 。 従っ て 叱 軟 や 
折 本 の 効果 は 子供 が 最も 愛さ られ た いと 願 つ て お る 人 に よ つ て な され た 場合 に 最も 大 きい 。 
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は 古人 算 の 非難 を 浴び る 前 に 良心 の 、 償 一 歩 進 ん で 上 位 自 我 の 非難 を 怖 れ る 人 で あつ た 。 
ここ に 内 的 四 較 が 起り 、 そ の 逃 路 を 「 投 影 」 や 「 移 動 」 に 求め 、 症候 形成 だ なつ た こ 
さ は 巡 記 の 通り で ある 。 ' 

以上 を 要約 すれ ば 、 患 者 は 性 器 的 要求 に 従 ひ た い が 従 ふ こ と が で き な く て 毅 病 し た 
も の で ある で 解せ られ る 。 曽 も 疾患 の 原動力 と な つた も の は 人 性器 的 努力 で あり 、 そ れ 
以前 の 性 的 編成 期 に 属す る も の 、 例 へ ば サ ヂ スム ス さ いふ が 如き も の は 原動力 ど し て 
殆ど 開 典 し な か つた こ で は 、 本意 は と ステ リー 性 の 疾患 、 を の 中 の 不安 と ステ リー の 
構造 も 有 つ も の で ある こ で を 示し て ゐる 。 仙 本 症 に 於 て は 症候 が 投影 乃 帯 移動 の 機制 
を あど つて 現れ た に 過ぎ ず 、 そ れ 以 上 の 所 まで 、 例 へ ば リビドー の 肘 銀 が 象徴 化 さ れ て 
ゐる で さいふ が 如き 所 まで 行 つ て 居 な いこ と は 、 本 症 が 甚だ 持 純 な 、 比 較 的 末 束 な 不安 
E ステ リー の 構成 を 有 つ さ の 印象 を 興 へ る 。 


本 稿 の 第 一 主題 に 関す る 身 骸 的 要素 に 就 い て は 今 ま で 少し も 個 れ な か つた 。 今や を 
れ を あす べき 時 で ある 。 思 者 は 結婚 する や 間もなく カナ ダ K 渡 り 2 年 間 程 妻 く 別 居 し た 
が 、 を その間 一 度 Bordellbesuch が あつ た の み で 後 は abstinent な 生活 を 堂 ん で ね た で 
いふ が 何等 の 紳 経 症 的 障 得 を 若き 起 さ す に 済ん だ 。 妻 で 同居 後 は Abstinenz を 経験 す 
る 機 覚 は 無 か つ た が 、 艇 病 直 前 ejaculatio を 伴 は ぬ coitus を 行 ふ こと が あつ た 。 革 
し jaculatio を 行 ふ ミ 翌 日 頭 が 活 平 ま なり 身 和 前 が 疲れ る で の 印象 が 先 入 主 だ な つて の 
る 久 に 、 漁 業 が 忙し い 時 は 故意 に さ う い ょ 風 の coitus を 行 つ て お た 。 し か し を その 回 敷 
は さ う 疾 築 で は な か つた さい ふし 、 期間 も 短 か つ た 。( 漁 業 の 繁 尼 期 は 一 年 の 中 八 、 九 、 
士 の 8 ヶ月 だ け で ある 。) そ れ 以 外 の 尋 開 係 に 於 て どれ だ け 人 性 器 的 満足 が 得 ら ちら れ て ゐ 
た か 、 或 は 逆 に ざれ だ け リビドー の 般 積 を 来 し て お た か は 事 甚だ デリ ケー ト で 察知 し 
得 さ くも 無い が 、 既 に 逃 べた 如く 、 散 病後 患者 の 所 計 「 恐 際 症 」 < 下 行 し て Impotenz 
乃至 ejaculatio praeccox に 悩ん だ こさ では 特 筐 し て お か な けれ ば な ら ぬ め 。 を その他 に も 二 
三 還 げ て お きた い 事 買 が ある が 身 骸 的 要素 と し て どれ だ け の 意味 が ある か 疑問 で ある 
か ら 省 略す る 。 仙 て 以上 の ejaculatio 区 き coitus (即ち も 一種 の frustrane Erregung) 
さ Potenz の 障 得 さ に 就 いて 原因 的 要素 だ し て の 魏 賞 さ を 吟 味 し て みょう 。frustrane 
Erreeung が 不安 利 経 症 の 症候 郡 に 至 し て 一 つの 特 因 た る 意味 を 有 つ で 言 ひ 出し た の 
は Freud で ある が 、 氏 の 記載 する 所 に よれ ば か く の 如 き Frregung は 一 定期 間 持 績 
し 、 リ で ドー の 柄 積 が 個 本 の 抵抗 力 に 打 克 つ 時 に 初め て 病因 だ し て 有効 に な る さい 


29) Rivale に 至 す る 敵意 は 確か に サ ヂ スム ス 的 な 要素 を 含む ちる の で ある が 、 本 症 の 原動力 と 
な つた 感動 の 主流 は エロ ス 性 の も の で ある 。 
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ふ 。 本 例 に 於 て は か か る Erregung が 存 し た の は 僅 ぇ 2 ク 月 を 出 な いし 、 特 て 重要 な 
の は frustrane Erregung が 始ま る 前 に (少く と も 同 時に) 和 幾 愛 事件 が 始ま つて ゐる 
こ で で ある 。 従 つ て frustrane Erregung だ けが 本 症 の 原因 的 動機 で ある と は 考 へ ら 
れ な い 。 少く さも 心身 規 要 素 が 動機 だ な つた も の で ミ 考 へ られ る 。 その 何れ が 主役 を 演 
じ た か に 就 い て は 本 例 に 於 て は むし ろ 心 的 要素 に 重 足 を 置き た い 。 紙 病後 の 身 骸 的 要 
素 に は 、 勿 論 紙 病 の 動 農 た る 責 を 負 は せる こと は で き な い が 、 諸 家 の 意 見 に 従 つ て 、 
本 症 に 現れ た 種々 の 植物 性 省 系 統 に 於 ける 律 化 の 読 明 を 身 骨 的 要素 か ら 求め る こと 
が で きる だ ら う 。 然 り 、 本 症 の 経過 を 調べ て みる で 、 最 初心 的 領域 に 於 ける 原因 が 主 
ざ し て 働い た さ 思 は れる 間 に は 精 牧 々 経 症 の 症 汰 ミ 解 し 得る 結果 が 現れ 、 植 物性 純 綴 
系 統 に 於 ける 北 化 は 一 定期 間 身 稔 的 要素 が 加 は つた さ 思 は れる 頃 か ら 始 まつ て ゐる 。 
本 例 C 於 ける 植物 性 紳 経 系 統 の 族 化 の 心 的 司 元 は 成功 し な か つた 。 光 も 前 例 を の 他 
を 参照 し て 無理 に や れ ば ぱ ば できない こそ で も な い が 、 そ れ で は 沿 駿 的 立場 を 離れ る も の で 
ある 。 乃 で 本 例 に 於 て は 匠 く 諸 家 の 意 見 に 従 つ て 植物 性 御 経 系 統 の 比 化 は り せ ドー 笹 
積 か ら 来 る 一 種 の 中 毒 現象 だ し て 説明 し て お く 。 心 的 原因 的 要素 に 鷹 じ て 精 々 綴 症 
が 現れ 、 身 簡 的 要素 が 題 並 と な る KC 及 ん で 現 賀 性 沖 経 症 の 症候 群 が 加 は つて 來 た こさ 
は ヽ 現 連 性 純 経 症 の 猫 立 性 を 支持 する 所 見 で ある が 、 断定 的 な 結論 は 多 敷 の 症例 を 経 
上 し た 後に 下さ る べき で ある こざ は 論 を 侯 た な い 。 

か くし て 本 例 の 鳥 園 は 丈 の や うに な る 、 最初 愛 事件 に 端 を 外 し た 不安 と ステ リ 
ー カ か : Potenz の 障 旭 を 起 し 、 そ の 結果 ゞ し て 二 区 的 不安 紳 経 症 が 起 つ た も の で ある 、 
ざ 。 


IV. 縛 括 並 に 結語 


46 蔵 の 既婚 の 男子 が 粗 年 前 か ら 超 つた 浮動 性 不安 を 主 暫 ぶ し 、 僅 か の 植物 性 箇 経 系 
統 に 於 ける 障 得 を も 訴 へ て 我 が 外来 を 訪れ た 。 浮動 性 不安 で 言 つ て も 牙 事 件 に 関し て 
「 自分 が 皆 か ら 容 青 者 ご 思 は れ は し まい か 、 容 告 さ れ た 人 か ら 復 太 さ ん は し まい か 」 ミ 
の 固定 し た 不安 、 即 も 一 つの 肌 怖 症 が 症候 群 の 最前 線 に 立つ て ゐる 。 分 析 の 結果 この 
懲 頂 症 は 、 或 糞 愛 事件 に 開 し 患者 が その Rivale 下 し て 抱い た 敵意 が 投影 され 、 更 に 
密告 事件 K 移 動 さ まれ て 生じ た も の で ある こと が 明か に され た 。 患者 が 何 夏 織 愛 事件 
豆 い た か を 調べ て みる で 、 役 は 元 來 多 捕 な 傾向 の 持 主 で あり 、 他 方 良心 過敏 な 所 も あ 
る 性 格 で 、 こ こ K 雨 者 の 章 較 か ら 症 候 形 成 ど な つた も の で ある さ 考 へ られ る 。 多 博 な 
傾向 が 疾患 の 素因 に な つて ゐる こさ (換言 すれ ば 性 器 的 編成 期 に 属す る リ で ドー の 配 
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給 を 受け て 容 病 し て ゐる こと ) は 本 症 は と ステ リー 性 の 疾患 で ある こと を 現し 、 症候 
が 不安 の 形 あ と つて 現れ て ね る こ で は 本 症 を 不安 と ステ リー ミ 診 施せ しめる も の で あ 
る 。 し か し 患者 に は 病 の 直前 frustrane Erregunz で いふ り ビ ドー 移 積 の 條 件 が あ 
り 、 又 紙 病 後 Potenz の 障 旭 に よる 同 條 件 が ある 。 面 も 之 等 の 條 件 が 有効 に な つた さ 
思 は れる 頃 か ら 不 安 は 浮動 性 と どなり 、 植 物性 泊 疑 系 統 の 障 徐 が 起 つ て 来 て ゐる 。 即ち 
不 究 と ステ リー の 経過 中 不安 汗 経 症 が 貫 獲 し て 来 た か の 如き 印象 を 受け る 。 果 し て る 
の 通り な の か 、 牙 は 不安 利 経 症 の 症候 郡 $ 赤 と ステ リー 性 疾患 解す べき か は 今後 多 
敷 の 症例 を 経験 し た 上 で な く て は 何 さ ゃ 決 大 す る こと が で き な い 。 ] 

何 本 例 に 於 て 興味 深い こと は 、。 示 勢 不安 の 誇 明 は 和 失敗 に 了 つ た が 女性 に 於 ける 示 地 
ュ ン プ レ ゥ クス 類似 な も の を 誠 明 し 得 た に ここ で ある 。 従 つ て 本 例 に 於 て は 後 年 の 不 
安 の 原型 し て 示 夫 不 安 あ 認め ゆる こと は 不 営 ど いふ べく 、 ぜ むし ろ を る の 他 種 々 の 事 賀 か 
ら 愛 博志 失 の 不安 を 持つ て 來 る こと が 事 費 に 恵 買 な る 所 以 で ある で せ ざ る を 得 な い 。 

さも か くも 前 例 を 参照 し 、 本 例 を 経 騰 する に 及 ん で 、 不 安 旨 経 症 の 症候 群 を 呈す る 
場合 の 一 つの 條 件 と し て 多 情 な 傾向 、 愛 博 杏 失 を 問題 に する さい ふ 性 格 、 即 ち 所 調 ェ 
ョ ス 型 の 特徴 が 重要 な 役割 を 演ずる さ の 印象 が 深い 。 


握 筆 する に 了 臨み 、 皿 師 却 井 数 授 っ 懇 篇 な る 御 指導 と 御 桜 開 ょ を 深 調 す 。 
(昭和 10 年 12 月 脱稿 ) 「 


30) Freud, S. : DUber libidinsse Typen. C1931, Ges. Sehr. Bd. XTI, 8. 116.) 
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Die PsychoanalYse in pragmatischer Darstellung* 


Von 


P. 表 . Hofstatter (Wien) 


hm europatschen Geistesleben dirfte es wohl nur wenige Dinge geben, 
iber die man nicht tmnter dem Titel Psychoanalyse“ sprechen konnte。 Die 
Aktivitat der analytischen Schulen einerseits、 die allgemeine Vorliebe fir 
psYchologische Formulierungen anderseits und schlieRlich wohl auch die innere 
Verwandtschaft aller unserer geistigen Strukturen tintereinander haben diesen 
Zustand gescha 丘 en und somit ist Vollstandigkeit einc fGr jede Darstellaung 
der Psychoanalyse mehr oder minder unerfillbare orderung geworden. 
Leider St es nicht einmal moglich, eine Abgrenzung nach den Wissensgebieten 
zu treffen, denn eben in hrer synthetisierenden Kraft Gber die enzelnen 
Spezialwnssenschaften hinweg liegt eine desr Hauptbedeutungern der Analysc. 

Persenlich sahe ich eta drei Wege, um einen Uberblick zu geben. Der 
crste Weg ware der kulturgeschichthche: man KGnnte also die Analyse in 
ihrem usammenhange mnit den HauptstrGmtungen des europaischen Geistes- 
lebens aufzeigen. Um es nur kurz zu Skizzieren: We な see die Nomantiker 
CZ272 人 5, Zzz の 27 und Woog7 が 5, ん ez の Zzzens Begri 持 des UnbewuBten, dhe christlche 
Beichte, die gnostische Evolutionslehre, um nur einnee Punkte zu setzen. 
Vielleicht kame man hier anf der Suche nach den letzten geistesgeschicht- 
jichen Determinationen endlich zur Lehre von der Erbsindc und zur poly- 
phoneri Musi ト . 


Daneben gibt es einen zweiten Weg, der mmemnes Wissems, auBsr in 


* Nach einem Vortrag in der medizinischen FakulGit Chiba (Japan )。 gehalten am 28. 』X. 
1935. 
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polemischer Absicht,、 von 727/Zz tund ge が 5 nur im Sehc unzureichender 
Weise von S/2Z ンス beschritten waurde. Man mnBte den IMenschen, 
72eZ4⑦ inmS Zentrum der Betrachtung stellen. Um es abernals nur kurz zu 
Skizzieren : Seine Abstammung von alten EItern, die er selbst einmal bet20 科 寺 
Yerbunden mit der haufgen。 frihzeitigen Durchgeistigumng des Lebens, die 
wir bei solchen Kindern kennen. Sein unerbittliches Selbstopfer in der 
ゥ Traumdeutung“。vielleicht eine der menschlich erschitterndsten Leistungen 
im der wissenschaftlichen Literatur. Seine scharfe Beobachtumg des Aller- 
kleinsten: die Fahigkeit, seelische Imstanzen Yor seinetm inmeren Auge zu 
Yerlebendigen. Und vor uns stinde eine Herrschergestalt im wielhcht seines 
Kampfer- und seimes Tyrannientumns. Wir mnBten dann auch von unserer 
tiefen Verehrung fr den Meister sprechen. 

Es gibt einen dritten Weg und den habe ich gewahlt, die Analyse im 
pragmatscher Darstellung.、 Anch hier m6chte ich, bevor ich an die AnuS- 
fhrung im einzelnen schreite, Yorerst eine kleine Wegskizze geben. 

Es ist heute mehr als dreissig Tahre, da es die psychoamalytsche 
Spekulation und deren Ablehnung durch die 6ffentliche Meinung gibt, diese 
Situation hat dazu beigetragen, da Psychoanalytiker und Nichtpsycho- 
analytiker sich heute so schwer verstehen, denn beide haben sich gegensetig 
miRachtet. So ist es heute blich geworden, die Psycboaialyee ntur mnt 
dem anus Analysen stamnmenden Material zu fundieren, wogegen natirhch 
imnmer der Vorwnurf des circulus vitiosus erhoben werden kann. Ich glaube, 
diese Einseitigkeit ist heute nicht mehrnotig. Wir wollen daher Yersuchen, 
zunachst einiee Grundtatsachen zu zeigen, die unabhangig Yom DSYchoanaly- 
tischen System bekannt geworden sind, obwohl die AufFindumg der mestenl 
von ihnen irgendvwie auf Anregung der Analyse zurickgehen mag, die gelegent- 
lich von Antoren stammen, welche sich in scharfem Gegensatze zu 77ez の 
bemden (2z. B. だ . nu. CZ. 2 の). Anus dnesen Tatsachen werden wir dani 
trachten, Begri 圧 ec herzuleiten, die das Wescntlichste des DSychoanalytischen 
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SysStems umfassen. lch miochte Ihnen dann das Arbeten mit diesen Begrif 丘 en 
in der Niveaun-Dynamik und am Beispjel des analytischen Prozesses ze1gen. 
Abschliessend mochte ich die Frage der Psychoanalyse in Tapan streifen. 
Noch eine Frage muB in der Einlentung gek]art werden. JDie Psycho- 
analyse ist heute 1angst keine systematische Einheit mehr: selbst wenn man 
Yom den abzweigenden Schulen 44s, /22zgs und Sg/S absehen wollte, was 
ibrigens garnicht zu]lassig iSt, muB man sich klar dariiber sein, da es auch 
innerhalb der orthodoxen 27zzZSchen Schule Yerschiedene Aufassumgen 
gibt.  /7zzZ selbst hat emmal geSagt jede Forschungsrichtung, welche die 
beiden Tatsachen der Ubertragung und der Widerstande anerkenne und zum 
Ausgangspunkt nehme, diurfe sich Psvchoanalyse hei8en, auch wenn sie zu 
anderen Ergebnissen gelange, als er selbst. Tatsachlich hat en so ber- 
Zeugter /2ezzZ-Anhanger, wie の トカ das Psychnsch-UnbewnuBte geleugnet, 
und hat doch auch 72zzz selbst den Hauptgrundsatz der crsteu Periode 
analytischer Forschung: Der Traum isE eine Wunscherfillung, wesenthch 
einschran に en miissenm. Am starksten komplziert aber wurde die Situation 
durch die Einfihrung der odesttiebe。 nt demen die nesten Analytiker auch 
heute noch nicht sehr viel anzufangen wssen. Verzelhen Sie。wenn ich Se 
durch die Aufzahlung nur einiger von den heute herrschenden Unklarheten 
in Verwrirrung gebracht habe、 Ich mechte in Folgenden all diesen, rmehr 
spDekulativen Fragen aus dem Wege gehen und mute davon nur zu anfangs 
sprechen, un eine Entschuldigung dafir zu haben, wenn ich die Problem- 


lage im manchen Punktem etwas schemmatisere. 


Wir beginnen also mmit den Grundtatsachen, wobei wir ber eimigen uns 
adf bloBe Andeutungen beschranken werden. Das gilt gleich von der ersten, 
die ich den Stufenbatu der physisch-psychischen Entvvicklung rcnnen mochte. 
Die Forschung Gber die Lokalisation psychischer Funktionen in Gehirn, Wie 
sie seit der zweiten 日 alfte des vorigen Tahrhunderts besteht, hatte ene 
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nmliebsame Entdeckung zu machen, man fand matgebliche entren, und enn 


man dann dieselben Zentren experimentell verletzte, so blieb doch en GroBtel 


der Funktionen erhalten. Ganz allgemein ergab sich daraus der SchluB, da 
es oft einen sehr komplizierter Stufenbau der einzelnen ApDarate gbt. 
(Beispielsweise der Stufenbau des vegetativen Apparates nach ese/ nnd 
な 万 7: die Zentren der medulla oblongata, die Umgebung des JII. 
Ventrikels, nucleus psriventriculus, die entren des wischenhirnDogens.) 
Die vergleichende Anatomie hat uns gelehrt, hier Yon ingere unmd alteren 
Organisationsstufen zu sprechen. Die jangsten nund letzter Stuten erlauben 
die feinste Regulation, sie sind aber gleichzeitig die leichtest zu stoOrendsn. Be 
StOrung eines Gbergeordneten Zentrumns nbernimmt das tefere hs Funktion, 
allerdings in veregroberter Form. Beispiele fir solche organische Regressonen 
hat ZZzsanrtiengestellt。 Aber weter, we die Versuche von Cg な am 
groBhirnlosen Hunden gezeigt haben, funktionierem die mneistem Reflexe nach 
Abtrennung des GroRhirns Yiel leichtecr und zuverlassiger, 1 eS treten SOgar 
neue Reflexeauf. Versuchen wir das zu formnlieren, die Entwicklung hoherer 
Strukturen henmt die tieferen, alteren : diess leben wieder auf, Wenn die ngsten 
Apparate ausgeschaltet werde. Az hat daher der normalen Personlichkert 
eine Yegetative Tiefenpers6nlichkeit“ gegentber gestellt, die mit zunehmender 
Atsschaltung des cortex hervortritt. Auch の hat vo abatSSement 
dt niveat miental“ gesDrochen, der Senknng des Dsychischen Niveatus, die 
von einem Anu 介 ackern der Automatismen begleitet ist. In der letzten Zeit 
hat die bei uns im Wien eingefhrte Schizophrenie-Behandlaung mit Hilfe des 
hypoglYkarmischen Shocks wiederholt Gelegenhet gegeben, den successiven 
AbDau nnd Autbau nunter der Einwirkung der Insulin-Intoxikation zu 
Yerfolgen. Benm Erwachen aus deni Koma treten zunachst die pathologischen 
ReHexe auf (Babinski, Oppenheim, Mendel-Bechterew ), diese verschwrnden 
dann wisdsr tund der SchluckreHex,。sowie die grobe Motorik stellen sich ein, 


es folgt das Stadium der koordinierten Bewegungen, des unartikulierten 
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Schreiens, wrr durchlaufen die Stadien der Aphasie und kormmen endlich zum 
praktischen Wachsem。 Anuch bei anderen Intoxikationen, beispielswerse 
durch Alkohol ikennen wir ein Primitiverwerden der Dsychischen Funktionen 
beobachten. Schon hier mochte ich darauf hinweisen, da es fur diese 
Betrachtungsweise, sowie auch fir unseren spateren analytischen Uberlegungen, 
die historische Grenzhinie des psychophysischen Problems nicht gibt.。 Wenn 
wir von Personlichkeit sprechen, meinen wir immrmer KOrDer und Seele in einem1x 
Die philosophische Berechtigung dieses Standpunktes scheint mr durch das 
Buch von 況 yp dargelegt worden zu Sen. 

Wir haben von Individuum gesprochen, die erwerterte Form des Diogene- “ 
tischen Grundprinzips 13sst uns an die Phylogenese denken, die prahtstorische 
Entwncklung des Menschen。 Es ist sehr wahrscheinlch, da fast alle VOlker 
ungefahr dieselben Entwicklungsstadien durchlaufen haben, IMIntterrecht und 
Nomadenzeit, Ackerbau, magisch-totemistische 反 Kultur un.s.w. Wirr besitzen 
heute metereologische Institute, aber unter dem HinfhlBe der Not wenden 
sich die Menschen immer weder an den Wetterzauber: in Festenn nund 
Gebrauchen leben auch hier die alteren Auspragungen des Denkens fort und 
auch in diesem Stufensystem gbt es Regressionen。 In mit rationalen 
Mitteln unlosbaren Situationen ertapDt sich jedler von uns imimer vieder auf 
Gedankengangen, die dem magischen Denken der primitivsten VGlker alle 
Ehre machen. 

Wir konnen diesen beiden Stulfensystemmen noch eines zur Seite stellen 
und kommmen so zu der zvweiten Grundtatsache, auf die ich Ihr Augenmnerk 
richten mochte 一 一 es sind die bevorzugten Verhaltensweisen in der kindlichen 
Entwicklung。 Der AnschluB an die vorigen beiden Schemen ist leicht 
gefunden, die mnenschlichen Seelenfunktionem gewinnen erst wahrend der 
kindlichen Entwickldng ire Femnemstellaung, so wird beispielsweise das 
groBen-konstante Sehen crst mit etwa 10 Tahren erworben Sin ebenso er ト ennt 
das Kmd logische usammenhange frihestens erst in 4。 Lebensjahre und noch 
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oft fnden wir spater, da6 Kinder die Geschehnisse ihres Lebens als voltionale 
Handlungen von Lebewesen au 括 assen。 Es ist daher allgemein bleh 
geworden, Parallelen zvvischen der Kindheitsentwicklung nnd der Urgeschichte 
Z1 ee Natirlich ist die obem angedeutete Tendenz, in の wangslagen seine 
ZnHHucht zu Zauberischen Prozedurem zu nehrmen, im Kindesalter noch viel 
verbreiteter als spater。 Ich sage ganz allgemein, in の wangslagen, ohne den 
Hegriff der seelischen Abnorrmitat einstvwelen abzutrennen, aber gerade be 
seelisch abnornmnen Kindern finden wir sehr viel Material fir den Vergleich 
EC:Y 位 93 ま 8De 導 bhenr wir beim、 Kindhkalkin ttG holteddt 打 給 
unmS an die tYDischen Entvwicklungsphasen, die CZ2772 が e gy fcstgestellt 
hat。 Uie erste Phase dient der Rerzbewaltigung, der ersten Orientierung im 
der Welt, sie umfaRt das 1.. Lebensjahr. In der zweiten Phase, vom 2. 一 4。 
Lebensjahre, kommmt es zur Anusbildung der Personlichkeit und des Selbst- 
bewusstseins。 Wrr sprechen vom Trot-A]ter tund man hat sich angewohmt, 
hier an eine erste Pubertat zu detke。 * In der dritten Phase, vom 5. 一 8。 
Lebensjahre, vollzieht das Kind eine neuerliche Wendung zum Objektiven, 
dhe Wirklichkeit beginnt se Denken anzureizen und es fgt sich in den 
sozialen Kontakt. Dieses Bild Yerschiebt sich in der vierten Phase zu einer 
mehr Ich-betonten Lebenshaltung, Lebensfreude und die Freude am Denken 
und Wissen kummnulieren hier.。 Die ]ahre der Pubertat farben das Bild, es 
iSt ein neuerliches Trotz-Alter, imdem sich der junge Mensch nun aber wirkHch 
innerlich von der Familie distanziert, das ist die finfte Phase, vom 14. 一 19. 
Lebensjahre. Anuch hier em tYDischer Stufembatu, durch den die Anpassumg 
an die Welt geleistet wrrd. Fm den Erzieher und Arzt Hegt natirlich im 
diesem Entwicklungsbilde das Hauptimteresse auf den beidemn Pubertaten, aber 
neben diesen Mommentem gibt es noch de sogenannten kindlichen Unarten, mt 
demcn sich beide auseinander zu Setzen haben。 Da st zunachst das ,Lutschen: 
das kleime Kind in den ersten drei ILebensjahren nimmt alles in den Mumnd 


unmd oft komrmmt manm gerade zurecht, nm ein Verschlucken zu Hindern. 
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Insbesonders in der Form des Datumen-Lutschens bleibt diese Verhaltensweise 
noch ]ange bestehen, und jeder Lehrer weiB, we gerne noch die Schiler der 
obersten K]assen in Verlegenheitssitmationen an ihren Schreibywerkzeugen 
lutschen und kauen.。 所 tvwas spDater als das Datunnen-Lutschen pHlegt das Kind 
emem amdern Gegenstand sernes Interesses zu walhlen. Es ist das fir die eigene 
Defakation。 Es kann wohl nicht geleugnet werden, da in beiden Situationen 
beim Kind ein besonderes Wohlbehagen leheht。 nicht nnur die Schwrierigkeit 
der Abgewohnung, sondern in letzteren Falle auch das Zengnis ciner Art halb- 
ofiziellen Literatnr stitzen dieses Urteil Wir werden spater dieses Bild der 
Sogenannmten, kindlichem Unartem noch um einen ug zu bereichern haben, 
allerdings handelt es sich hier um enen fast nur im der AnalyYse anerkanmten 「 
Tatbestand, namlch die fast allgemerne Verbreitung der kindlichen MIssturba- 
tion, etwa in 4. 一 5。. Lebemsjahre: jene Stufe, auf die der Tugendliche so 


haufg reprediert。 





Wir kommen zu ener drittem Grundtatsache eS sind die Ausnahmns- 
ZuStande der 日 ysterie, die epileptischen Anfaile, aber auch Traum nmnd 
HyYpnose, sowre die Falls mehrfacher Pers6nlichkeit geh6ren hierher。 Diese 
Bilder simd zur Genige bekannt, so daB nur erwahnt werden mnu, wie haufg 
die Inhalte verschiedener Hypmosen untereinandler in Kommmunikation stehen, 
dasselbs gilt fast zwischen allen Ausnahmnszustandem. Traunni und 日 Ysterie 
grefen oft ineimnander und ebenso hysterischer Anfall und 日 YDmnose, sowie der 
epileptische Anfall sehr oft mt gewissem Traurmnen korelhert ist. /2zeZ hat den 
Ausdruck des ,@tat second gepragt und insbesonders m den Fallen mehria- 
cher Personlichkeit sehen wjr das Phanomen ganz klar vor uns.。 Fir alles 
wetere ist nur mehr wichtig, darauf hinzuweisen, ie Wentg dhie einzelnen 
Personen Yoneinander wissen. Die Scheinmiotivierumgen DosthYpnotischer 
Anuftrage sind ein gntes Beispiel und sie pHegen auch imnmer vieder herange- 
Zogem Ztu vverdem, wenn eS um den Nachwes enes auRsrbewnBten Psychischem 


geht。 Das Phanomen ist aber viel allgemeiner, so unterwerfen rr 1a auch 
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jeden Tratumm einer 8 Anderersets ist die Spaltung 
selbst in Fallen von mehrfacher Personlichkeit durchaus keine vollstandige, 
So konnten 7222e und ル め Soz mit Hilfe des psychogalvanischen Phanomems 
nachvwesen, daB die zvveite Personlichkeit auf dhe Beriihrung ihr unbskannter 
Erlebnisse der ersten Person reagiert. Ahnlicherweise erzielten Zzzgz 
ル 2gg24792/ ぞ 1。 bei hysterischen Anasthesien, trotz der striktesten Versicherung 
der Patienten, nichts zu sDuren, sehr groBe galvanische Neaktionen. ir 
unS mag dabei momentan nur hervoreehoben werden, daB es sich hier also 
nicht um ireendl xyelche organische Abtrennungen, Sondern um DSychische 
Phanomene handelt. ' 

Die vierte Grundtatsache, die ich ausfihrem miochte, ist die der Symbo ト 
Funktion。 Wir wissen aus der Kindsrpsychologie und aus der cthnolog+ 
schen Forschung, daB cs eine Periode gibt, im der fast alle Darstellung 
symbolsch ist. So stellt noch das fGnfiahrige Kind mit Der 509 symbolisch 
dor und ersk'beim 11 abrigen weicht das Synbol deGnitiv. der Wirkichkeit 
Wir sind heute gewGhnat, in Symbolen eine geistige Synthetisierungsarbeit 2u 
vermnuten, doch dirften auch hier de Befunde der Gestalttheorie nahelegen, 
die Frage noch einmal Yorzunehnnen. Wir wissen, daB Kinder kaumi nach 
der Natur zeichnen, sie zeichmen in Safe. im die sie fullen, was Sie Yon 
den Dingen wissen, mehr als was sie an ihnen im Augenblic に sehen。 Be dem 
Primtiven liegt es ctwas anders, da に emmen wir vor der Schemnenzeichmung 
in der Steinzeit sehr wohl naturahnliche eichnungen. Ganz richtig hat 
277 Zzz die Uisache an deser Wandlung in der Sprache gesehen. An 
Stelle der konkreten Bilder treten im kindhchen Geiste die Namnen und Begriffe 
der Dimge, nnit denen er naturgemaB anders operiert, als mit den optischem 
Gegebenheitem.。 Anuch gzZ hat die Bedeutung der Wortvorstellungen in 
ahnlicher Weise gekennzeichnet.。 Fassen wir zusammmnen, durch die SDrache 
gewinnt dsr Mensch Distanz・von den unmittelbaren Wirklichkeiten: oder 
anders, de Bemennung ermoglicht dem primitiven Wesen sich der Dimge zu 
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bemachtigen.。 Jas ist zunachst buchstablich zu nehmen. Primitive Volker 
。 haben meist cine sehr entwickelte Namensmagie, und besonders der Name des 
Toten wird zunm 征 abu, das nur tunter besonderen Kanutelen Yerwendet werden 
dart Die wesentliche Bedentumng dieses Namensritus zeigt unS eim Brauch, 
der be den meisten Totem-Volkern herrscht。 Der Name cimes Verstorbenen 
wrrd geandert, nmd be dem neuen Namen kann man ihn dann ohne alle 
Gefahr nennen. Der Name, als eimfachste Form des Symbols ermoglicht eine 
leichte Verschiebung je nach der A 全 ektlage. Wir wundern tuns imer viedler 
wie substantiell das primitive Denken mit dcm Worten tumgebt。。 So Stellen 
be uus dhe Kinder innmer wieder 中 e simnlose Frage nach der Bedeutung jedes 
enZelmen Buchstabens in eimem Namem, und die Schizophrenen benehmen sich 
ahnlich. Es scheint も da die SymboLFunktion am frnhesten da ist, von dem, 
was sich in der menschlichen Sprache fixiert. Dis Umbenenmtung ener an 
unangenehme Gefihle ruhrenden Wesenhet iSt eine zulgemeine Erscheinung. 
JDie Sprache unserer Schuljugend besitzt nichts mnehr als Ansdrucke fr die 
aller schlechteste Note, und tatsachlich wird dadurch der unangenehme 人 皇 ekt 
meist weitgehend abgeleitet。 Wir kennen die kindlichen Geheimjargons und wir 
wissen, da die Ervwachsenen, besonders attf einemn einzigen ebiete sich ebenfalls 
mit Vorliebs jn Geletmsprachen ausdricken, das sind die Dinge des Sexua ト 
lebens。 Es gibt fir die verschiedensten Sprachen heute Lexnka ires Sexual- 
JaTgonS und man wundert sich ber den Neichtum an Ansdlruckswesen. 
Im den Landera dettscher Sprache iSt es nicht lange her, da die mannhchen 
Bemnkleidsr allgemein den Namen die Unaussprechlichen“ trngen。 In dieser 
halben Symbolisierung ist dsr Prozsi schon zu sehen: he mannlichen Bemnkleider 
erinnern an das Sesuells und man schsut sich, hren Tabu-Narmem auSZn- 
SDrechen, und dheses Nicht-aussprschen-konnen“ wird zum Dscknamen。 Wrr 
werdsn spatsr auf disss Dinge Izurickkommen, enStweilen sagen wmr: Der 
menschhche Geist bssitzt mm dsr Sprache cin Werkzeug, das ihn erlaubt, die 
Wirklichkeit je nach semer momentanen A 提 ektlage umzuschiebem. Naterjich 
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iSt dammit weder die Ausdrucks- noch die Mitteilungsfumktion der Sprache 
getro 任 en. Man hat der Psychoanalyse lange vorgeworfen, sie treibe ein 
recht unkontrolhierbares Spiel mmit ihrer SymboLDeuttumg,。 und wnr mssem 
Zugeben, da entsprechend der unruhigen A 提 ektlage in der Neurose die SymboL 
Funkton dort in einen MaBs tatig iSt, das den an die sozusagen beruhigrtere 
SDrache der Gesunden Gewohnten befremden mu Aber Gott se Dank sindl 
wrr heute in der Lage。 enen exDerirmentellen Bevrets zu erbrimgen. Znuerst 
hat 2 の gezci gt, emn Dan im Einschlafen sich bemuht。 einen Gedankengang 
scharf zu Yerfolgen, so tritt diese ganze Situation in symbolhscher Form imn 
Traum atut。 Einen noch schoneren Bevweis hat ZZ272Z2 ebracht- In der 
HYpnose wrrd der Versuchsperson eine Geschichte grob-sexuellen Lnhaltes 
in ganZ klaren Ausdrucken erzahlt. Der V.p. wird aufgetragen, nach dem 
Erwachen die Geschichte wieder. zu erzahlenーーーund was erzahlt sie wieder? 
Eine meist absolut strenge Ubersetzung der Geschichte in die SymboLSprache 
so wrrd。 beispielswese, das membrum virile als Messer und de Kohabitation 
als das Bestetgen einer Leiter berichtet. Ich glaube, der Beweis ist schlagend: 
aber es gibt immer noch Leute,die sich weigern,。 irm Messer ein Sexual 
Symnbol zu sehen, trotzdemn sie sich garnicht scheuen, die Vagina, wie es nm 
Deutschen GDHch 1iSt。 als Scheide zu bezeichnen. 

Es HeBs sich noch unendhch viel ber die SymboLFunktion sagen, aber 
wir mtSsem。 um nur eintgermaBen mt tnsererm Sto 丘 e fertigr zu werden, unS 
der finften Grnndtatsache zuwenden。 Es ist das Spiel der Assoziationen. 
Wir haben schon Yorhin den Satz anfgestellt daB wir in der Sprache en 
Werkzeug besitzen。 das ganz von selbst den feinsten Anderungen der 
A 昌 ektlage in _der freizngigen Behandlung der Umweltsdaten Rechnung tragt: 
Die sich_selbst Gberlassene Sprache, das ist, was wrr in den Assoziatiotlen YOr 
unS haben。 Jie Desnk-Psychologen utndl Yor ihnen schon の ze haben gefunden, 
daB es ein zielgerichtetes Denken gbt。 das nur ganz enig demn ASSoziatOnS- 


gesetz unterjiiegt: aber cbenso gibt es auch etn sozusagen zielloses Denken und 
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dieses gehorcht ganz vorztglich dem Assoziationsgesetz.  Uber den altem 
Begriff der Assoziatiom und seine Merkmale der begri 胡 ichen und dingHichen 
Kontigntat brauche ich wohl nicht eigens zu Sprechen。 Wir wissen aus 
den Arbejten von 7, daB es Assoziationem gibt。 die fast rsgelmafig auftreten, 
berspielsweise: Vater 一 Murtter: und dann gibt es Assoziationen。 die fiir 
emzelme Individuen charakteristisch sind. So hat man eine Zeit lang.versucht, 
Kriminellen aus ihren Assoziationen ein Gestandnis abzulisten: allerdings ohne 
Erfolg, denn natirlich beschaftigt sich auch der Unschuldige mit dem im 
Zur luast pelegten Verbrechen. Besonders Joee hat cdhie AssoziationS- 
mechaniSmen durchforscht und bald merkte man, da auch korperhche 
Veranderungen den Assoziationsvorgang begleiten。 Ich nenne das Dsycho- 
galvanische Phanomlen。 we eS 22 な ze の 7 und 7 7 7 dargestellt haben。 
Mian spricht heute von Komplexen und Komplex-Indikatoren (z. B。 
Pneumiograph und Arm-Plethysmograph ) und hat sich angewohnt。dabei in 
topischer Betrachtungsweise an Stellen im Seelenlebem zu denken。 aa denen 
besondlere ErregungszuStande herrschen. Wir wiSssem 1a auS unSeremn taghchen 
Ieben。 daB wenn wir unS in irgend einer Sache sehr erregt haben, Yiele andere 
Dinge mit diesem einen Problem Zusammenhange gewnnnen. ES iSt heute 
klar, da diese ganze topjsche Betrachtungsweise wenig mehr alS ein modus 
dicendi iSt。 cie alte。 2 の zesche Au 后 asSung, da jede Vorstellung eime eigene 
Zelle besitze, hat der Kritk ntcht standgehalten. Allsrdings hat dhese re 
anatormische Assoziationstheorie in der letzten Zeit eimne Auferstehung gefeert 
Ich meine が oz が sys Arbeit: Uber die physiologischen Grundlagen der 
Tiefeppsychologiey die mir ganz in de Irre gegangen zu Se Schemt。 

Ich habe Thnen die finf Grumdtatsachen vorgestellt。 un he analytsche 
Begriffsbildumg vorzubereiten : aber vielleicht konnten wrr noch eme allgememe 
Bemerknung mmaclKn。 Wir haben in der physischen und psychischen Entwick- 
Inng des IMenschen einen Stufenbau gesehen und ich habe in jedem Falle 
daranuf hingewiesen, da tiefere Schichten bei Lasion der ngeren wieder im 
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Funktion treten. Ich habe Sie an 中 e Ausnahmsznustande erinnert und schlieRlich 
Sprachen wir von den individuellen Assoziationsdeterminationen. Das ganmze 
Bild 136t sich vielleicht in dem Begriff der personalen Struktur vereinen。 Wr 
Stehen am Anfange dieser Strukturforschung umd sind genOtigt, die eirZelnen 
Diskontimuitatsstellen zu regnistrieren, we die alten Anatomen.。 Alle ds 
Schichten, die wir gezeipgt,haben, sind solche JDiskontinuitats]achen。 die 


individuellen Komplexe sind ebenfalls solche Diskontinurtatsstellsn. 


Nun aber wenden wir unS dem System der Psychoanalyse zu umd ich 
hoffe, die meisten ihrer Begriffe werden sich uns fast mihelos ergebenx 

Ich glaube Sie in dsr bisherigen Darstellung mt dem Regressionsgedanken 
genigend vertraut gemacht zu haben, da 1hmen seine Anwendung auf das 
Gebiet der Geisteskrankheten wohl nicht berraschend erschsint。 Unter dem 
EinfHhBe 2 の osyoS hat man Yom Gemie und Irrsinn gesprochen und daran 
gedacht。 in den Geisteskrankheiten Uberentwicklungen zu sehen. Dem steht 
entgegen, da schon das Genie sehr viel Kindliches, noch nicht vQlhg an dhe 
Welt Angepaltes in Senem Wesen tragt, wieviel mehr erst die Geisteskranken. 
In der letzten Zeit hat man zwar anf die Schizophrenie sehr viel loriiziertumlgs- 
arbett verwendet。 aber keinm Kenner wrrd bestreiten wollen, da Geisteskranke 
ganZ allgemein Minus-Varianten sind。 EDbenso ist es reim formal Yerstandhch, 
da6 eine solche Minus-Variante entweder eine Entwrck]ungshemmuung iSt, oder 
die StGrumg eines schon erworbenen Entwicklumgsniveaus und die dadurch 
bedmgte Rickkehr auf em friheres Niveau。 Im ersten Falle spricht die 
Analyss von eimer Fixierung。 die Entwjcklung iSt im irgemd einenmi Punkte 
nicht nber das Niveau einer gewissen Phase himausgekommen. lm amdern 
F ド alle verwenden wrr den schon oft gebrauchtem Anusdruck der Negression・ 
Das ist eim Ansatz, dessen Verwertbarkeit davon abhang 億 da es gehngt, 
ein geeignetes Nrveau-System aufzufhmden。 in dem sich die Symptome der 


Neurosen umd Psychosen alSs Negressionem und Fixierungen auSdiricken laSSenx 
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Bevor wrr dazu nbergehe, rochte ich noch cime wischenbemerkumg machen. 
Die Schwerhorigkert iSt em orgamisches Leiden。 aber sie hat die bekannten 
Charakterveranderungen in ihrem Gefolge, obwohl also die Psychoanalyse sich 
nicht mnit der Schwerhorigkeit beschaftigt, wird sie sich sehr wohl gelegenthch 
mit deren wahnmhaften Folgeerscheinumgem auSeinanderzusetzen haben. 
Ahnlich ist es be der traumatischen Epilepsie, ahnlich St es bei allen Neurosen, 
die auf Organminderwertigkeit zurickzufihren simnd。 Wie isSt es mit der 
Schizophrenie ? Ich glaube, wir sind berechtigt。 wie dies auch 77zzZ getan 
hat, sie in den Nahmen unserer Betrachtung hereimzuziehen und eime etwa 
sich einmal herausstellende,。organischs Genese wird uns nicht stOren。denn 
Gberall in der Welt fre 提 en wir nur auf das Psychophysische als Einhert. 
Be dem anscheimendl rein DSYchogenen Entstehumgsmechanisrmus der Hysterie 
denken wnr ebenso an ein Somatisches Entgegenkommnen。 wie wir selbst 
be den Intoxikationspsychosen umS immer ieder bemiihen, auch die DSychische 
Seite des Phanomens mnit den uns far das Psychische bekannten Mechanismen 
durchzukonstruieren。 Aber wir mssen moch weiter gehen。 jeder IKunst- 
tanZ 2Zeigt ums, daB Seehsches sich mit korperlichen Mitteln ausdrickt. 
eye erzhit enmal Yom emer SchizoDhrenen Patientin, die im den eigentimn- 
ichsten Stellumgen auf dem Boden liegt。 - o 丘 enbar sucht sie nach emer 
Passendern Lage: dabei bittet sie dem Arzt。 hr durch die Nemnmumg eines 
Wortes, das ihr nicht in den Siann komme, zu helfem. Jer Arzt erkennt aus 
der Stellung, da es sich moglicherweise um etyvaS wie ymrmetrie“ oder 
pProportion handelt: er nemnt das letztere Wort。 die Patientim wrrd zusehends 
zufriedlem tmd memt。gerade dieses Wort habe sie gesucht. Was wrr Hier 
sehen iSt sozusagen die umgekehrte Symbol-Funktion.。 Wir mssen daran 
denken, da es derlei gibt: besonders be den Organ-Symptomen der Hivsterie 
werden rr daranm denken. Allgemein: AuSdruck tumd SymboHsierung 
bewecgen sich auf derselbem Bahn。 nur im cntregengeSsetzter Nichtumg. 77zz7 


hat hier dem Begriff der Konversion gescha 丘 en。 Der Terminus besagt。 da6 


( 68 ) 


Psychisches am Korpsr, durch den Korper dareestellt werden kamn。 Ich 
glaube, Sie werden bereits dsn Eindruck habsn, da die Art, ws die Psycho- 
analyse am psSychophysischen Problem vorbeikommt, fir de Auffasstumg der 
Gejsteskrankheiten manche Vorteile bietet.。 Noch eim Wort Der das 
psychophysische Problem am sich. ES Yerdankt seinen Ursprumg der Iden- 
thkation von Seele nnit BswnuBtsetn. Es gbt viels Ehnweise auf cm UnbewnuL- 
Psychisches, die Scheinmotivisrumngen der HYpnotisierten warem eimer davon, 
aber selbst ohme jede andere Bestatigumg schisne mir die Konzeption des 
UnbewuBten ein fruchtbarer Ansatz,dessen Eientmg zur Uberbrtickumg des 
DSychophysischem Problems ihn rechtfertigt. Daneben ist es ganzhch 
belaglos, ob man das UnbewuBte mehr dsr Physis oder mehr desr Psyche 
ztrechmet。 ES kann Yon beiden Seiten her bestimmt werden. Inn ersten 
Falle gelangt man mehr zu dsm, was ん ヶ gzy dhe vegetative TisfenpersGnlichket 
gemannt hat, im andern eben zumn 7ez4ZSchen UnbewnuBten. 

Soweit wollte ich diese Fragen hier erortern und nun mochts ich die 
vorhin angedeutete Untersuchung dss Schicht-Systems, auf das sich ds 
neurotischen Phanomeme als Fixierumgen und Regressiomen Dezichem 1assen, 
nicht mehr hinausschieben. 7czZselbst ist hier natirlich zumachst kasunstisch 
Yorgegangem。 tumd auch fGr Sis wars es jetzt Gberzeugendsr, wenn atuch ich 
mit Thnen an dsr Hand vonm moglichst vielen Krankheitsbildsrn Yorgehemn 
koOnnte: leidsr kamen wir So nicht zu Ends。 Aber da sich das Problem 
num eimmal。 nicht int abstrakten Uberlsgun gen 1]osen 1]asst。 fragem wir 
einfach。 welche Einteilangspunkte sind fir die menschliche Individual- 
entwicklung blch? Sis werdsn mr die Pubertat und das Kirmakterium 
emlen・ Die Frage des klhmakterium virile ist zwar 一 organisch 
betrachtet 一 heute noch nicht entschieden。aber in dem meisten mannlichen 
Lebenslaufen konmem wrr doch nnt CZ. 22 Yon emem omimanz-Wechscl 
Zwischcm 35 und 40 Sprechen。 Dsr Anfangs- und der Endptumnkt der gemitalem 
Funktion sind also he bhchsten Einteilungspunkte. Wir haben vorhin 
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Yon der erstcn Pubertat nm Trotz-Alter gesprochem und uberemstirmrmendl mnit 
der Entwicklung des SelbstbewuBtseims in diesen Tahren,。 dirfte cs wohl 
angangig Sem。 den kindlichen Trotz als eimne dem Kind-EItern- Verhaltns 
entstarnmnende Verhaltemsweise aufzufassen。 Von der juvemilen Pubertat 
habem wir gehort, da in ihr sich die Losl6sumg des fungen Menschen Yon 
der Famiie volkisht: in :der ersten Pubertat gibt es daztr ein Anmaloge 
Die Entw6hnumg vom der Mntterbrast pfHegt in dieser Zeit stattzuimdem: 
auerdermm creigmet es sich haujg, da。 wenn das erste Kind etwa im 3. 
Lebensiahre isSt, ein Zweites Kind zur Welt kommmt und das erste ein wemig 
Zurickdranot。 Wir wssem。 wie Sehr Kinder immer wsder nach der Mut- 
terbrust verlan gen。 auch m eimem Alter。 wo sie Sehr wohl kraftigers 
Nahrung vertragen。 wo die mtterliche Brust auch schon nicht mmehr sehr 
ergibig ist. Ich habe Thnen vorhin einiges Gber das Lutschem tund Saugen 
im Kindesalter erzahlt, fegen Sie das hier an, so ergibt sich Thnen das Bild 
emer ersten kindlichem Verhaltensweise, dis ursprimglich dem Nahrungsver- 
langen entsprungen, num eime Sehr selbststandige Existenz hat。 Wir sprechen 
von einer yoralem Phase。 Schwierigsr wird nun die Aufzeigung der nachsten 
Phase werden. Ich habe 1Ihnen von dem Dstakationsinterssse der klernen 
Kinder erzahlt。 Wir wissen, daB manche。primitive VQker ihren Absonde- 
rungem em auffallemdes Interssse cntgegenbringen, was unS aber Yerstandhch 
wird, als eime magische eremonie, die in den Exkrsmenten ursDrimghchc 
Teile des Menschen sieht. Es fallt mir dazu eine kleine Geschichte enm: 
Wir haben 近 umseren Landern eine schweiBsaugends Wolhyasche。 die den 
Namnen jagerwasche tragt. Ich firchte。 Sie werdem nicht erraten。 wer 
dheser Herr Tager war: em Psychologe des Yorigem Tahrhundertss。 der sich 
Yorstellte。 dhe Seele wiirds mnit den KGrpsrsaften ausgeschwitzt Um solchem 
Verluste zuvorzukommen, hat cr seins Wolhyasche kreiert. Wenn Thnen 
cdler gute Professor Tager etwa kndisch Yorkommen sollte。so hat die 
Geschichte ihre Schuldigkeit getan: Kinder denken。 wirkhch so. Ich habe 
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imer dem Eindruck, da sie etvas wie cim Todeserlebnis bei diesen Dingen 
haben。 Es kommt oft vor。 da Kinder aus ihrem Kot Gestalten formen 
ーーsollte darin em Nest des an Yielen Stellen der Erde aufgefundemen Mythos 
Yon ersten IMenschen, den de Gotthet aus Lehmm geknetet hat, fortleben ? 
Kinder sindl in diesen Tahren sehr magisch in ihrem Dsnken, und ich glaube, dag 
die Todesidee, ebenso wie sie nachweislich in der ]juvenilen Pubertat an 
Bedeutung gewimnt。auch im Trotz-Alter starker hervortritt, als frnher und 
SDater。 lch bin zufrieden。falls 1Ihnen。 nach all diesen Uberlegungen die 
Idee eimner yanalen Phase nicht mehr ganz unannehmbar erscheint。 AtuS 
den Befunden der Analyse ]aRt sie sich mr groBer Sicherheit herauslesen。 
Als eme dritte Phase konnten wir vielleicht, die im 4. und 5. Lebensjahre 
fast allgememt verbretete Masturbation ansprechen。 Sie werden nr vielleicht 
el1wenden, da wir doch auch irgend andere charakteristische Erschermtumgen 
dieser Tahre fir umSere Eintelumg Yerwendem k6nnten。 etwa die in diesen Tahren 
sich'enstellends Fahigket, logische Zusammenhange zu Sehem tund zu verwerten。 
Aber einerserts bekamen wir dadiurch nie eine gegem die spatere Entwicklung 
abztugrenzende Phase: die Aussage: em Erwachsener regrediere auf eine 
infantile Entwicklungsstufe。wenn er logisch denke, ist of 持 enkundig sinmlos: 
wahrend es durchaus sinnvoll ist, zu sagen, ein Erwachsener befande sich auf 
eimer pragemttalen Entwncklungsstufe。 wenn er, an Statt der normalen, 
Sexuellen Befriedigung。 onaniert。 Andererseits isSt der inmere Anteil des 
Kindes am logischen Denken bet weitem kleimer, als an der Masturbation. 
Ei drittes Moment,。 das zur Stitzumg der analytischen Phaseneimtelung 
herangezoge werdem kann, St der Umstand。 da die vom ums gegebene 
Phasencharakteristk に jedesmal eimen Konfikt zwischen dem Kinde und der 
Ummwelt bedeutet。tumd fr unsere psychiatrische Orientierung penitzen Ir 
natirlich mit Vorliebe eims Reihe, an der wir das Verhalten des Kindes im 
Yerschiedemen。 typischen Konf に tsituationen ablesen kGnmemn。 Umser Phasen- 


Schema iSt also durchaus nicht das einzig mogliche, aber wir haben gefunden, 
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da es fir unsere wecke das Beste isSt: wenm jemnand die Entwicklumg des 
kindlichen Kunstschaffens veriolgt。wrrd er sich natirlich andere Charakte- 
ristika aussuchen。 ADber unser Schema isSt noeh nicht vollstandig: rr 
sahen eine orale, ene amale und eine maSsturbatorische Phase。 Aus Analysen 
und seither auch aus der Beobachtung wissen wir,。 da es num etvva nm 5. 
Lebensiahre Augenbhcke gibt。 im denen das Kind sich an emem der beiden 
Elternteile oder an enes der Geschwister besonrlers attaschiert。 Im diesem 
Alter entscheidet sich meist。 welches Kind mehr Mnutters Liebhng wird und 
welches mehr dem Vater anhangt. Impnulsiv wird der eine EIternteil meist 
mit ausschieilichem Beschlag belegt, wahrend der andlere Elternteil gewohmnlich 
feimdselig ferngehalten wrrd. Da Kindesr auf diese Weise, natirlich ohme 
es recht zu vissen。 das elterliche Eheproblem erschweren, sei nur beilaufg 
bemerkt. Ich fihle mich em wenig angstlich。Sie mt dem Namen zu 
iberraschen,。 den diese Phase bei uns erhalten hat und mochte daher noch 
die haufgste Auspragung dieser Farmiliensituation erwahnen. Es ist in der 
Mehrzahl der Falle so。 da TOGchter sich an den Vater anschlieen und Sohme 
sich der Mutter zuwenden: es kommt dabei haung zu emem MiRverhaltms 
zwischen Vatern und SOhmen。 zwischen IMMittern und TOGchtern。 Ich habe 
diese Dinge sehr vorsichtig formuliert, weit drastscher smd de Bsrichte aus 
den Analysem und was man gelegentlhch uber das Leben in den Famnilien 
hort。 Wir sprechen Yon der kindlichen Inzest-Phase.。 Dabei iSt es tir ums 
micht allzu wichtig。ob es wirklich zum physichemn Akt kommt。 eine Tendenz 
im Seelenleben des Kindes west jedenifalls auf dem Inzest hin. Wir wrssen, da6 
Kinder in diesen Tahren jede Gelegenheit benitzen, den elterlichen Geschlechts- 
verkehr zu beobachten: das belebte Eltern- und Kinder-Spiel“ dieser Tahre 
isSt haufg nur eime Ersatzbefriedigung, ebenso das ,Arzt-Spiel。 Ich him 
Psychologe 一 一 und micht Missiomar und auBerdem smd die mmoralischen 
Anschauumgetl im diesem Punkte micht eimheitich: also stelle ich die JDinge 





so Yor Sie hm。 we sie Sich in vielen Tausemden Yon Beobachtumgen umd 
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Analysen den Schilermn 7 ケ ezZS gezeigt haben: ohme personlhchc Kritik。als 
ene Tatsache。 die uns bedleutungsvoll erscheint und chie wir nicht erfaunden 
haben, um die mnenschlhche WohlanstandigkeiE zu argern, . Sondsrn die wir 
erforschen,。 um Kranke zu heilen。 Nach den aufwuhlenden Ereigmissem der 
Inzest-Phase tritt im der kindlichen Entwicklung eine LatenzDeriodle em im 
der das Kind die Anuseinandersetzung mtt dem materialen und formalen 
Besitz der Kultur zu leisten hat。 Es stndl dies che ersten Schuljahre, Yon 
denen die allgemeine Erfahrung ein zemlich, stabiles, seelsches Gleichgewicht 
und auffallend geringe, individuelle Differenzen zu berichten wel. Eime 
ahnliche Latenzperiode glaubem wrr andeutun sweiSe YOr dem Einttitt in das 
Trotz-A]ter feststellen zu konnen. Als ene fnfte Phase der kindlichen 
Entwicklung tritt nach der Pubertat die genitale Betatigung aut: 

Das in der Analyse allgemein iDbHche Phasenschema schlieRt damnt ab, 
aber wenn Sie mr crlauben, mGchte ich noch ein sechstes Niveau ansetzem. 
Dieses schent mnr im Laufe des dritten Lebensjahrzehnts erworben zu Werden, 
seine Ansatze reichen allerdings im vicl frihere Zeiten zuriick. Vielleicht 
k6nnte man Yom : Sozialen“ Niveau spDrechen. Was 72 den kategorischen 
Imperativ genannt hat, gewinnt hier Dsychische Nealitat: der Mensch wird 
sich semer Gledhaftigkert in der Gesellschaft bewuRt. Dieses Niveau ist 
notwendhg fir die Elternschaft einerseits und for die Erhaltumg der menschlichem 
Gesellschaft anderersets。 Das sozigale Niveau deckt sich gr6R8tenterls mit dem, 
was 77ezZ als ,JUber-Iche beschrieben hat. Da6 cs auf dieses hchste Niveau 
eigentlch Keine Regression gibt。 mag 77eZ daztu YeranlaRt haben, hier von 
eimer eigemen。 Seelischen Instanz zu sprechen. lch glaube aber, da das 
Systemn sehr viel am Einheitlichkeit gewinnt, enn man eim Soziales Niveau 
ansetzt, das bei jeder Neurose durchbrochen wird 一 一 der bekannte asoziale 
Charakter der Neurose, AuRerdem crspart tms diese Annahmme eine erheblichen 
Teul der Vorwirfe, die /ezZ gemacht wurden, namlich。 da fr in die 
gemtale Betatigung das Hochste auf der Welt sei. Hm tagjichen Leben haben 











( 73 ) 


wr inStimktiv be einem Menschen,。 der nicht von seiner Erotik zur Verant- 
worthchkeit fortgeschritten ist, den Eindruc に einer Entvwicklungshemrmtmgr. 
太 ezZ schretbt seineni Uber-Ich die Funktion des Gewissens zu und wir folgen 
地 m darin. Anuch seine scharfsichtigem Beobachtungen Gber das ustande- 


kommen des Uber-Ichs aus den Identfzierungen mt E1tern, Freunden, Fihrern 
nnd Liebesobjekten ubertragen wir unbedenkich auf das sozizule Niveanu. 


Auch die so gegebene IMoglichkeit einer pathologischen Ausbildung dieses 
Niveaus nehmen wir natirlich an. Der Unterschied betrifFt also nur die 
Einordnung eines Tatsachenkompleses in das Gesamnmtsystem und ich hoffe, 
zeigen zu koOnnen, da die allgemeinen, dynarnsclhen Prinzipien des Schicht- 
systems sich auch auf das Verhaltnis des sozialen zu genitalen Niveat 
anwenden lassen. 
Ich gebe Ihnen eine Skizze des Niveausystems, um Ihnen das Denken 
mit diesem Schema zu erleichtern. Sie haben die Yier pragcmitalen Orga- 
nisationSstufen, dann konnmnt 


Sehema der Libidoentwicklung 


die groBe LatemzDeriode und 
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frih kindliche Objekt erfahrt. Beziglch dieses letztem Punktes besitzen wijr 
heute die auRerordernthch interessanten Ergebnisse des Wiener Tierpsychologen, 
2 の の の yo Er konnte an Vogeln nachwesen, da es in ihrer Entwiek- 
lumg einen Moment gibt, der tur ihre spatere, sexuelle Objsktwahl maRgeblieh 
ist. Fur gewohnlich sieht das Vogeljunge in diesem Moments seine 世 1tern 
umd seime Sexualhtat erhalt dadlnrch die artspezihsche Ein Mr g. Aber 
Zzz2 1St eS gelungem。 durch die Einpragung des Bildes irgend enes anderen 
Wesens, ja sogar eines leblosen Gegenstandes, die spatere, sexuells Tatigkeit auf 
dissen einen Gegenstand zu jjxieren. In biologischer Bstrachtungsweise 
k6nnten wrr also sagen, die Inzestphase dieme der artspezihschen EinDragunmg 
der menschlichen Sexuajitat. Wir wissen heute genug davon, wie 1]eicht 
Kinder in diesem Alter Yerfihrbar sind。um einen ahnlichen Mechanismmus, 
wie ihn oezz beschrieben hat, fr moglich zu halten. 

氏 ehren wir zu den pragenitalen Schichtem und ihrem ド ortDestehem 
der genitalen Phase zurick. Wir haben uns angew6hnt, von dsn Partial 
trieben der Sexualitat zu sprechen und meinen darnit die Triebcharakteristika 
der infantlen Phasen. Man hat zufolge dieser Annahme der PsychoanalYse 
den Vorwurf des ぁ Pau-Sexualismmtus“ (/Zze の gemacht. Aber eigentlich 
spDrechen wir heute nicht mehr von der Ssxualitat des Kindes。sondertm Yon 
seimner Libido。 Der Libido-Begri 革 , ie ihn 7 ヶ ezZ gepragt hat, iSt em aber 
das enitale hinaus erweiterter Ssxual-Bcgri 丘 , der insbesondere von と . 
/Zzg mt dem yelan vital“ identisch gebraucht wird. Es schsint mir durchaus 
amnehmnbar, auch betm Kinde Yon einer Libido zu sprechen. 
in nahehegender Gedanke ist ee die Perversionen des menschlichen 
Sexuallebens, also insbesondere Homosexuahtat und Sadisimus。 in unSerern 
Schema unterzubringen。 Beide weisen phanomenal und mehr noch kausal- 
analytisch auf die anale Phase zurick: anus und nates sind die bevorzugten 
erogenmen Zonen, die heterosexuelle Einstellung pflegt erst durch den Konih に kt 


der Inzestphase zu eriolsgen。 Ein Hauptabzeichen der analen Phase bem 
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Kinde ist der Destruktionswrllen, das IKKind zerstort und beschadigt nahezu 
alles,、 was man ihm gibt. Wir haben des Todeserlebnisses in dieser Phase 
gedacht, wir kennen auS der Phanomenologie des Trotzes sein haufges 
Umschlagen in grenzenlose Unterwirigkeit. Das alles sind Merkmale der 
genannten Perversiomen tund entsprechend ihrem benachbarten Onuellpunkte 
in der analen Phase sehen wir o 失 die beiden Perversionen nebenenander an 
densclben Individuen。 Der Sadismus hat entsprechend demi Umschlagen der 


Trotzeinstellumg sein Gegenteil im MIasochismus。 Wir nenmen em derartiges 


_ Verhaltnis ein ambivalentes。 Sadismrus und Masochismus sind dafir ein 


haufiges Beispiel, die Ha6 一 -Liebe iSt ein anderes: besonders die の wangsmeurose 
ist reich an Amhbivalenzen。 Woher die Ambivalenz eigentlich kommt, wissen 
wir nicht, doch scheint sie en allgemeines Kennzechen labiler Gleichgewichte, 
wo es auch sei。 und vermntlich hat sich eins jede dynamische Naturbetrach- 
tumg mit ihr auseimander zn setzen。 Naher mochte ich auf de Frage der 
Perversionen nicht eingehen,。 weil die rage der Angeborenhet heute noch 
nicht befriedigend gelost ist. Vermutlich gibt es fr jede Perversion eime 
angeborene Disposttion timnd ein auslosendes Trauma DsYchischer Art: we 
es damnit im Einzelfalle steht, ist eim Problen jeder neuen Analyse. Da wir 
soeben von der analen Phase gesprochen haben, gestatten Sie mir noch eine 
kleine Vertiefung ihres Hildes。 Der Trotz ist die Auffehnung gegem eime 
imbermafige Autoritat und die Ubertragung der eigenen Machtanspriche auf 
diese Autoritat。 ist das so oft zu beobachtende Umschlagen des Kinder- 
trotzes. Vielleicht ist es daher nicht unrichtig, wenn wir sagen, ahnlhch 
wie wir Yon der Inzest-Phase sagten, im hr wirde die artspeziGsche Sexua ト 
einDragumg crworben,。 wenn wir von der analen Phase sagen, in ihr entstehe 
der Autoritatskomplex。 Was das soziale Niveau fir den Erwachseren 
leistet, lestet der Antoritatskomplex fir das jugendliche Wesen. Grob 
gesDrochen。 ト KGnmen wrr also, bespielsweise den Sado-Masochismus als ene 


Storung des Automtatskomplexes auffassen。 Aber auch magische Prozeduren 
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werden wnr mnt ihm ie. mt der analen Phase in nsammenhang bringen. 
Wir setzen umsere niVeau-dynamischen Uberlegtngen fort. Ich mu auf 
den Verdrangungsbegri 全 zu SDrechen komrmmen. Die og/Zzschen Versuche 
haben uns gezeigt, da dem GroBhirn als Ganzenn eime Hemmtumgswirkung 
auf die tiefcren NeHlexmiechanismen zukormmt: und seither haben wrr das 
allgememe Gesetz formnuliert, da jede hohere Schichte die Tieferliegemde zu 
entwertem tund zu Yerdrangen sucht。 Das tagHhche. Leben gnbt uns Yiele 
Bespiele dafir und wir erkennen darin auch das von 2 の aufgestellte 
Gesetz der Mythenumbildung.。 So stellt auch jede menschliche Generation 
el Niveatu dar und wrr wrtssen, da zwer aufennander folgende Generationen 
sich so.gut we mie Yerstehen. In unserem Schicht-System gilt vor allem, 
da mit dsr Entstehung des genitalen Niveaus das Inzestu6se der Verdrangung 
anhem fallt。 Oft beobachtem wrr cine betonte Abkehr vom Inzest-Objekt 
und eine Anmaherung an desn in jener Phase Yernachlassigten EE]ternteil 
Ebenso weiden dsr genitalen Sexuahitat durch die Aushbildung des sozialem 
Niveaus Hemmnungen auferlegt. Ich kann nicht fnden, da der Verdrangungs- 
begrif in dieser Form etyas besonders Fremidartiges ist. Fassen wr ihn 
dynammnsch, die Arbet。die zur Errichtumg eines neuem Niveaus benotigt wird! 
wird dem alteren Niveau entzogen。 Das gilt vom Niveau als solchem als 
auch vom sefmnen Teilen. AlS Kriterium fr die Verdrangung verwendem wrr 
den Begriff des Unpassenden。 So erscheint im sozialen Niveau eine allzu 
intensive, genitale Betatigung als unpassend, so erschetnen allzu enge Mntter- 
bindtungen im genitalen Niveau als unDassend u.s.w. Verdrangt. werden 
kanm alles, unpassende Kindhetserlebnisse, unpassende Winsche, unDassendle 
Whrnehmtngen. Das psychophysische System ISt eben ganzheitlich Stru ト - 
tnriert nnd daher gilt auch in im das Gesetz der Angleichung. Uber das 
Wie der Angleichumg bestimmt das herrschende Niveau. So stellen sich 
cie Befunde der Analyse pragmatisch dar. Ich mechte hier aber daraut 
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dvnamisches Schicht-Systemm entworfen hat, das mit der Echthert und Unecht- 
heit von Gefihlen arbentet. Der von jihm gefundene kritische Punkt im 
Tkhe ist mit dem momnentanen Entwicklungsniveau im analytischen Sinne 
durchaus vergleichbar. 

Wir haben in unsererm Leben zahllose Verdrangungen zu leisten rund 
natirlich fallt der Analyse nicht ein,wie es in popularen Darstellungen oft 
heiBt,。 die Verdrangung an sich fGr pathogen zu halten. Was zur Erkran- 
kung fhrt。 ist die mi8lumngene Verdrangung. Se es also, da dhe altere Schicht 
nicht genug Energie zur Verfigung hat, um die Ausbildung eimer Neuen zu 
ermoglichen。das iSt dann der Fall, wenn in dieser Schichte eim besonderes 
Erregungszentrum besteht.。 Oder sei es, da das neu gebildete Niveau als 
Ganzes oder zum Teil zerstort wird und es dadurch zunn Anfleben der tieferen 
Schichten kommt. In diesem Falle sprechen wir von einer Regression, 1m 
ersteren Yon einer Fixierungsstelle oder einem IKomplex schlechthin。 Die 
Verdrangung ml nicht immer so weit gehen, da cin Dsychischer Gegenstand 
im denu Wirkungsberetch des Unbewuten abgedrangt wrrd, sehr oft sindl selbst 
DSYchische Traumen nicht eigentlich unbewuRt。 sondern sie werdem als 
Geheimnisse behitet und wrrken trotzdem pathogen. Gelungene Verdran- 
gungen Sind ungefahr das。was he Biologie die Bewaltigung eines eizes 
ent。 

Verdrangungen k6nnen gehngen oder miBlingen, aber es gibt noch en 
Drittes,。d. i. iSt die Verschiebung euer Verdrangung. Wir sprachen in der 
Einleitung von der Symbolfanktion nund hier tritt sie im ir Necht. Sie 
erlaubt nuns, die Verschiebung der Realitat in Sinne der Af 皇 ektlage, also 
beispielsweise: die Erinnerung an einen Toten wird verdrangt, wel dhese fir 
die Ansgestaltung des Eigenlebens m der magischen Phase unDassendl ist. 
Die Verdrangung gelingt und miBiingt in emem, nnan erinnert sich des Toten 
unter eimemi anderen Namen, unter einemm amderen eichen. Deckerinmerumgen 


unmd eim Teil der Traumgestalten stammem daher, Besonders die Phobie 
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macht von diesem Mechanismus gerns Gebrauch. Obwoh1l es mir leider im 
allgemeinen an Zeit zu kasuistischen Beispielen fehlt, mechte ich Ihnen doch 
den von 太 み zo262 analysierten Fall emer IMesserphobie beschreiben. Es 
handelt sich um eine Witwe, bei der die Anspriche des durch das soziale 
Nivean 一 -die Ehe 一 一 geregelten, genitalen Niveaus teilvyeise befreit werden, 
so daB es zum Konfikt zvwrschen den beiden Niveaus kommt. Die Patientim 
regredhert auf das Inzest-Niveau,。sie sucht be ihrenn Sohne cie Befriedigumg。 
Dies mi6lingt, es kommt zu eimer' Verschiebung des umterdrickten Wunsches 
zur Angst und das Messer wrrd zum Symbol fir das membrumi Yurle. Die 
Patientin firchtet, mit Messern verletzt zu werden. Die Regression schretet 
bis zur anal-sadistischen Phase fort。 die Patientinm hat wangsimDulse,]e- 
manden mit eimem Messer etwas antun zu mtssen. Das Beispiel Schemmt 
mir die Verwendbarkeit des Niveau-Systems sehr schon zu zeigen. 日 auhg 
ist es das Symbol, das einem Yerdrangten Triebanspruch die unau 盾 alhge 
Verkleidung gestattet, und, wirdem nicht die Symbole, wie die analytische 
Forschung gezeigt hat, im groen und ganzen eime weitgehende TYpisierung 
befolgen, so wirde es uns kaurn gelingen, die Verschiebung zu entlarven. 
So aber werden wrr beim Messer-Svmbol fast mmer an eimen Penis denKen, 
wenn jreilich auch diese Gleichung nicht im jedem Falle gelten mnuli. 

Es gbt auch eine Verschiebung, ohne eigentiche Symboli に . Es ist das 
Opfer. Anf em Wesen, das Opferobjekt, wird alles Sindhafte, soll heBen, 
mt dem letzten Niveau Unvertragliche, d. i.: alles zu Verdrangende, amngesamn- 
melt, und mit diesem Opferobjekte werden dann die unpassenden Tieb- 
anSsprtche Yernichtet。 Ein solches Opfer steht am Anfange der chmstlchen 
Religion, ein solches Opfer war in der antiken Gesellschaft durchaus allgemeiner 
Brauch und en solches Opfer vollzieht auch unser UnbewuBtes gelegentlich. 
Es gibt Menschen, de uns unsympathisch sind, ohne da sie uns je Sehr 
viel verdorben hatten, aber irgendwre ist ihr Bild fGr uns mit unangenehmen 


Erinmerungen beladen. Eine solche Ubertragung eines Gefihls, das ursprtng- 
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lich im eimer Situation entvwickelt wurde, auf eins andere Situation, haben 
wir beispielsweise beim Ubergang vom inzestuosen Libidoobjekt ztrm wirklichen 
Liebesobjekt der spateren Zeit zu lesten. Wir wissen, da eigentlich jeder 
Mann in seiner Gattim etwas von seiner Mutter wiederzuinden hofft. Freilich 
kann auch diese Verschiebung miBlingen, meistens dann, wenn durch einen 
realen Akt jn der Inzest-Phase eine Fixierungsstelle geschafFen vird2。 Wir 
werden spater noch em wichtiges Vorkommen dieser halben Verdrangung, 
das wir die analytische Ubertragung nennen, zu besprechen haben. Oder 
um eS gleich hier Yorwegztnehmen, es St eine Erfahrung der Analyse, da 
wahrend wir mit dem Patenten sein Schicht-System nach ctwaigen ド ixierumgs- 
stellen dturchforschen, es inmer weder Yorkommnt, da er Gefihlsregungen, 
die in der Originalsituation jematidemn ganmz anderen entgegen gebracht 
wurden, dali er die nun auf den Analytiker Dertragt. 

Ich habe 1hnen Verdrangung, Symbolisierung und Ubertragung als 
niveaudynamische Begri 后 e abgeleitet und es mu nun noch von ihren Alltags- 
formen die Rede sein. Jie meisten Darstellumgen der Analyse fangen 
ungefahr so an: es gibt ein Unbewnu6tes, dieses umfaBt das Verdrangte, de 
Yerdrangten Triebe brechen aber zuweilen durch und zwar: im Traum, mm 
der Fehlleistung, in Witz und natirlich auch im der Neurose. Ich bin 
absicbtlich einen etwas anderen Wcg gegangen, aber selbstverstandlich 
missem auch wir auf Traum und Fehlleistung hinweisen。 Ein paar Bespiele: 

Vor einiger Zeit ]ernte ich einen Herrn に enmen, dem eS Wahrend unserer 
Konversation jedesmal sehr schwer wurde, den Namen des chinesischen Macht- 
habers: Chiang-kai-chek zu nennen. Der Tall fand seine Aufk1arung。als 
ich erfahr, da mein Gesprachspartner kirzlich zu seinem gro3ten .Arger, 
einer Dame in Shanghai hatte einen Scheck ausstellen mtssen。 JDer unan- 
genehme Shanghai-Scheck stGrte die Neproduktion des Namens Chang-kan- 
chek. Ein anderes Beispiel ist die Adresse eines Briefes traurmgen Inhaltes 
nach der itahemischen. Stadt ,,Trieste“, be der ich das ,,e" im Trieste vergab, 
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so da es triste“ lautete. . Das smd Fejhlleistungen und Sie sehen, wie 
die Fahigkeit der Sprache, ganz autonom die A 全 ektlage darzustellen, sich 
auswirken kann. Die み wangsgedanken der Neurotiker folgen mest einem 
ahnlichen IMechanismus. Es ist 1hnen sicherlich bekannt, welch weiten 
Gebrauch von der hier zutage tretenden Autonomnie der Sprache ez47 gemacht 
hat. In der Analyse stellen wrr sozusagem experimentell, durch die ana- 
jytische Grundregel*。 daB der Patient alles zu sagen hat, was ihm durch 
dem Sinn geht, auch emn eS.ganz nunzusamnmenhangende Dinge Schemen, 
ein Zielloses Denken her, indem die freien Assoziationsketten, also die der 
A 二 ektlage gemaBen, sprachlichen Verschiebumgen vorherrschen。 Das ist 
die beruhmte Methode des , 近 eien Hinfallss“. Ich glaube, nach allem, was 
ich Ihnen bisher erzahlt habe, wird sie Ihnen nicht mehr als der spielerische 
StumpfStmn erscheinen, den man ihr gelegentlich vorgeworfen hat, sondern 
als eine durchaus sinnvolle Arbeitsmethode, deren Bedeutung fir die Psychologie 
ich mit der der Spektral-Analyse fir Physik und Chemie vergleichen mochte. 

Ahnlich wie durch die analytische Grundregel, werden auch durch den 
Schlaf die hoheren, kortikalen Zentren ausgeschaltet und die vegetative Tiefen- 
personlhchkeit tritt hervor. Dabei Yerliert das psychische Niveau-System an 
Gesamtenergne,d.h. aber, da auch die Verdrangungsarbeit, die die einzelnen 
Schichten gegenenander ]erstem, abnirmmt. Das alles bestimmt den Traum 一 一 
die sprachliche Autonommie als Spiegel der A 皇 cktlage und die gerimngere 
Verdrangungsarbeit der einzelnen Schichten。 Der 7 ァ ezzZSche Grundsatz: Der 
Traum jst eimne Wunscherfillumng。 umfaRBt beides: einersets kann der Wunseh 
sich im Traum ]echter auBern und andererserts ist seine Erfillung durch das 
frere Schajten der Symbolfunktion erleichtert。 Natirlich spiegeln sich die 
dem KGrper zugefigten Reize im Traum, natirlich gibt es einen Tagesrest, 
und, we / の 5 が 7 gezengt hat, auch eme Nachentwicklung von unter Tags 
nicht vollstandig aufgefaRBten Sinneseindricken. Das alles vermischt sich 
mt dem Ansprichen Yerdrangter Triebe nnd den Erinnerunger an bedeutende 
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Erlebnisse. Letztere herrschen besonders bei der Unfallsneurose vor. zzZ 
spricht von eimem Wiederholungszwang (jenseits des Lustprinzips“) und 
eS kommt uns durchaus plausibel vor, da bei herabgesetztemn Potential der 
Schichten gegeneinander eine Art perpetuum mobile sich ausbildet, indem 
en emmal perzepierter Neiz ]angere Zeit hindurch weiterwirkt. Figen wir 
hinzu, auch das sogenannte Abreagieren scheint dem Wiederholungszwange 
zn untcrliegen。 auch in der Ubertragung wird eine Wiederholung geleistet, 
anch das Ornamentale im der Kunst scheint uns daher zu stammnen. MDas 
alles macht uns den Traum so wertvoll, denn was die analytische Arbet 
SO Schwer mmacht, ist die GroBe der Verdrangungsemergie, die be einer 
mlumngenen Verdrangung pathogen wirkt, und die wrr als Widerstand in 
der Analyse zu spuren bekommen. Im Schlaf ist diese Energie wesentlich 
herabgesetzt und es gelangen nns daher Dinge und Strebumgem zur Kenntnns. 
die das wache System ums nie Dreisgegeben hatte. 

Ich habe Ihnen da ein Yerlockendes Bild entworfen und ich mu leider 
Einiges davon wieder zuriickmehmen. Auch der Traum gibt uns keinc 
ofemen Berichte, sondern sie sind zufolge der Symbolfaunktion fast durchwegs 
im symbolischen Chiffern. の ezZ hat daher die Idee des latenten [raum- 
mhaltes und des symbolisch-manitesten Traumbildes konzipiert. Eine Art 
。Schlafwacheo die Zensur,。 besorge die Traumentstellung.、 Ich denke, diese 
An 全 assung ist mehr eime heuristische Konstruktion, der die Forschung 
unendlich viel verdankt, denn eine Beschrebung. Im Grnnde gibt es den 
SOgenantten、]atenten Trauminhalt garmnicht, sondern wir konstruierem ihn 
erst anus den Bildern, die ihre Entstehung nicht einer Zensur, sondern dem 
Umstande verdanken, da die gemeinsame Ursache: Energiesenkung im 
Schlafe, de berden Folgen : Attonommie der Symbolfunktion und Aufockerung 
der Verdrangungem zerthgt. Aber, wie gesagt。die 7 ヶ czZsche Darstellung 
hat soviel gelenstet, da wir kemmen Grund haben, mit deser、anscheinend 


SachgemaReren Anuffassung viel Wesens zu machen、 Tedenfalls, der Traum 
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ist die via regia ims Unbewu6te, d. 1. durch die Verdrangungsstellen unseres 
psychischen Schicht-Systems. Allerdings miissen wir ihn denten k6nnen. 
Wir geben zu, dai wrr nicht immstande simd,。 irgend einen Traun erschopfend 
und eindeutig auszulegen。 denn Mindeutigkeit gibt es nicht in zielfreien 
Denken. 2emlich weit konnen wir durch die Ubersetzumng der Symbole 
gelangen,doch, we schon betont。 ist das nicht imrmer sicher。 Wir sprechen 
von eimer materialen Deutung. Wenn en junger IMann also, beispielsweise 
traumt。 er bemihe sich,。 eine TGre mmit eimem IMesser durchzustoRem。aber 
das Messer Yerbiege sich immer wieder, so werden wir vermutlch ene 
Deflorationsszene umd Dsychische Impotenz deuten、 Aber natirlich werden 
wir umS auf diese Deutung einstweilen nicht Yersteifen。 sondlern wnr mnachen 
sie als einen Drobewesem Ansatz, tir den wir auf Bestatigung warten Mag 
sein。 da uns die nachsten Traume diese Bestatigtung brimgen, (Seriendlett ung, 
/Z2g 1. S を を e/ ), oder da sie uns die Assoziationen des Patienten zu dem 
Traumbilde verscha 革 en. In unserem fngnierten Beispiele kOnnen wir Os 1& 
die Lage Yereinfachen, also lassen wir den Traturmer zu dem Traumne folgendes 
aSsoZieren: Die Tirs erinmere 1hn am iTgend eine Gre。 die er irgend einmnal 
gesehen habe, es sei wohl die WohnungstGre be seimer Braut gevesen, eS 
konne aber auch bei semer Schvwester gewesen Sein。 Das Messer, nein, das 
habe er falsch gesagt。 es se eigentlichWein Revolver mt emem umklappbaren 
Ba]onett daran gewesen. Unsere Deutung wird sich befestigen, die Lare 
scheint also wirklich das brautliche 日 Ymen zu sein, Revolver und MIesser sind 
haufge Symbole fir das menbrum virile. Znugleich aber schopfem wrr den 
Verdacht。 die Impotenz habe Imzest-Vorgange mit der Schwester zur Ursache. 
ES ist micht meine Absicht。 auft die Traumdeutumg im Einzelmen emzugehen。 
ich mochte nur betonen,。 da Sie nur sehr selten so einfache Falle treffen 
werdlen。 merstenS St dhe Zemsur Yiel vorsichtiger。]a .Sehr, Sehr oft konnem wrr 
eimem Traurm uberhaupt nicht deuten. Das sieht nur in der ILiteratur 
amders aus, derm publhziert werden ja bloB die gedeuteten Traume, gamz Zn 
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schweigen Yon den eriolglosen Deutumgsversuchen. umindest wrrd es sehr 
oft der Fall sem。 daB wmr emen Traumn erst viel spater in der Analyse 
Yerstehen konnen. SeZ at daher serme Patienten eim Traumlbuch anlegen。 
um beliebig zurickgreifen zu koOnmen. AuBerdemn iSt es leichter, cimen Fraunm, 
den man aufgeschrieben Yor sich sieht。 zu dleuten, als eimem Bericht, den mman 
hort OKV orhim habe ich Thnen einen Traum in der materialen Deutung 
gebracht, seit 2 wissen wir。 da fast jeder Traum auch Anspielumgen 
aut das momentane seelische Erlebem des Patienten enthalt, vor allem die 
analytische Situation und die Person des Analytikers spiegeln sich in 抽 m. 
Wenn wir diese Elemente in unmserer Deutunmg bevorzugem, SDrechen rr Yon 
emer funktionalen Deutung. In unsereml Beispiel werden wrr also vielleicht 
sagen, der Patient bemihe sich, einen Yerschlossenen Naumn seines Seelenlebens 
ーーalso wohl eine Verdrangung 一 一 2u Fnen, fnhle sich aber noch zu schwach 
dazu. An Hand solcher, fanktionaler Deutungen ist es oft moglich。den 
Fortgang der Analyse ziemlich genau zu Yeriolgen. Figen wir hinzn。 
jeder Traum mu nach beidem Richtumgen。funktional tund mmaterial。 ausztu- 
deuten Yersucht werden. Ich kann au diese Dinge leider nicht weter 
eingehen und verweise Sie auf de ausgezeichmeten Arbeiten von 7 ケ ez の und 
Sg Immnerhin mochte ich aber nicht Yersaumen, Sie schon hier darauf 
aufimerksam zu machen, da das Deutungssystem 1ene Stelle ist, wo die 
lokalspezifschen Variabeln stehen. Es ist einleqchtend, da6 Yon einem 
psSchwarzen Mann“ zu traumen,。 fir eimnen Neger etwas anderes bedeutet, 
als fr uns。 Die eimgewurzelten 人 Anschauumngem des rehgiosen。 kulturellen 
und nationalen Lebens massen ebenso im unSere Deutung eingehen, wie die 
fensten Schwebungen des Dialektes, die Bild-Werte der Wortzeichen und 
die Strukturen der Grammathik. Gerade hier sahe ich das erste und wch- 
tigste Arbeitsgebiet einer jaDanischen, Dsychoanalytischem Schule. Asso- 
ziationSsStudien im Simnme /zzS。 he Symbolforschumng mittelst der HYpmose 
und| vergleichende Lteraturstudien, ctwya im Gebiete des Noh.Dramuas oder 


der Shmto-MIythen, erscheinem dazu der geeigmnetste ugang. 

Mehr wegen der besonderen Stellung, dhe ihnen in der Literatur eingeraumt 
wird。 als wegen ihrer sachlchen Besonderhert。 mechte ich noch auf die 
sogenannten tYpischsn Komplexe zu sprechen kommen, das ist vor allem 
der Odipuskomplex und dann der Kastrationskomplex. Beide sind Fisie- 
rungsstellen in primitiven Phasen. Hm Odipuskomplex wird an den Mythos 
von dem griechischen 民 Onigssohne erinmert, der seinen Vater erschlug und 
die Mutter heiratete、 JDas Inzestschicksal des IMannmes iSt darin bis zur 
letzten Konsequenz festgelegt. Wir sprechen also vom Odipuskomplex。 
wenn wrr au 二 allende Disharmonien zwiSchen Vater und Sohm und gleichzetig 
ee ArE Rivalitat der beiden bei der Mnutter bemerken. Als weiblches 
Gegenstuck kann man gelegenthch den Elektrakommples“ nenmen horen. 
Dunkler egt es um den Kastrationskomplex. In Kindsrn setzt sich hauhg 
die ldee fest, als Strafe fr ihre klemen AlHtagsvergehen oder fr die Rivahtat 
mit dem Vater wurden sie von dhiesem1 kastriert werden. In den AnalYsen 
stoem wir gelegentlich auf solche dunkle, meist in die anaLsachstische Phase 
zutnckweisende Gedankengange, die mir zur Phanomenologie des Trotzes, der 
bis zur Sclbstvernichtumg geht。 zu gehoren scheimen。 Es hat eime Zeit 
gegeben, wo die Analyse sehr freigebig mit der Ubertragung von Mythen 
in das Binzelschicksal gewesen ist. Heute iSt man Yorsichtiger geworden 
mt der Annahme von Traumen in den frihesten Schichten。sondern denkt 
viel lieber an regrediersncle Pubertatskon 抽 kte (ん ァ e な ZZ7e/ ) Gamz grob 
gesprochen, mnochte ich sagen, da wir die wirklichen,。 psychischer Entwick- 
lungsstorungem wohl zu einerm hohen Prozentsatze in den beiden Pubertaten 
fmdem werden und das erst von hier aus im Sinne einer Negressiom die 


kleineren Ausbildungsanomalien der brigen Schichten betont werden. 


Es schent mir, als hatten wir das Meiste von der analytischem Struktur- 


lehre miteinander durchgesprochen und ich mechte Thmen num noch Einiges 
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Yom analytischen ProzeR“ erzahlen. 

Die Psychoanalyse ist als eime herapis hervorgetreten und es hat Sie 
vielleicht verwumdert。 wie wenig bisher von Heilung dis Neds war。 Leider 
ist es Gberhaupt erstaunlich。 wie wemig dhe therapeutischem Problermne der 
Analyse in der Literatur abgehandelt werden, worin das seine Ursache hat, 
we ich eigenthch nicht. Die Grundidee der analytischen Therapie inochte 
ich ungefahr folgendermaten wiedergeben: Dis Neurose stamnmt Yon mlun- 
genem Verdramgumgen, Wir missem also den Patienten noch einrmal nn die 
Lage Yersetzen。 die das erste Mal mi8lungene Verdrangung nun erfolgreich 
durchztifihren.。 Es wird also alles darauf ankonmumen, da eine Situation 
geschafien wird。auf die sich andere Situationen abbilden 1assen und in der 
das Individuum nicht fGr seins Bezugswendungen Yerantworthch ist. Das 
ist die Aufgabe der analytischen Situation. Die analytsche Strukturlehre 
rhilft uns bei der Anuffindumng der mi8lumgenen Verdrangung. Wir fhren 
den Patienten in monatelanger Arbett in die dunkelsten Winkel semer Seele, 
zeigen ihm Dinge, die er Yergessen zu haben meimnte, und unter demem er Itt 
ーーkurz, wir lockern sein Schicht-System auf. Das St eine Yerantwortungs- 
volle Arbeit, denn durch unklnges Vorgehen kann an irgend einer Stelle 
die Lockerung zu weit getrieben werden, so da eime Drirmitive Verhaltens- 
weise die Oberhand gewinnt. Wir dirfen es dabei uch nicht dazu komnmen 
lassen, da das Interesse fir das tagliche Lcben im Patienten, gegeniber dem 
Interesse fir die Vergangenheit zuricktritt. Dazu missem wir bedenken, da 
die primitiven Triebanspriche, die wir aufdecken, noch bevor sie gatzhch 
analysiert simd。 plGtzlich mnt voller Gewalt hervorbrechen konmen umd gele- 
gentlich das Leben des Patienten aufs Schwerste gefahrden. Schhehch 
miissem wir unS auch immer Yor Augen halten。dai wir den Patientem ]a 
wahrend der Behandlung, die auch 18Anger als ein Tahr dauern kann, doch 
nmicht volhg von der Au8enwelt isolieren kkGnncn, da6 der Patient mest im 


irgendl einem 入 全 ektYerhaltmis zu anderen Personen Stcht。 ja。 da die Er- 
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krankung manchmal Kompromnibldungen gezeitigt hat。 deren AnufHHOsung 
durch die Heilung bewirkt wirde. Al dies mssen wir stets beachten und 
besonders die letzten beiden Grinde lassen die tiefergehende Analyse von 
Personen oberhalb des 40. Lebensjahres wenig ratsam erscheimen. Ich habe 
dies alles vorausgeschickt, weil in manchen Kreisen die Analyse als Gesellschafts- 
spiel gehandhabt wird, ie ehemals die HYpmose 一 一 dem gegeniber mu betont 
werden, da es sich in beiden Fallen um ernsteste arztlhche Eingriffe handelt, 
die durch michts als den therapeutischen Willen gerechtfertigt werden kGnnen. 

Zunachst eine historische Nermimiszelz: の ez und かみ グ haben in dem 
netunziger Tahrem des Yorigen Tahrhunderts eimne ArDeit vero 提 entlicht。in der 
sie auStuhrten, de Hysterie beruhe meist auft unerledigten Kindheitskon 人 抽 kten : 
diese Konfikte waren zwar tir gewohnhich unbewutt, aber in dler 是 Ypmose 
gelamge es, sie zu TearmneSieren: Tan kOnme sie in der 日 Ypnose abreagieren 
lassen und auf diesem Wege das Seelenleben des Patienten Yon mer befreen。 
Das war die Katharsistheorie, deren nachster, geistesgeschichtlicher Verwand- 
ter der aristotelische DUrammaturgie iat、 ES hat sich seither gezeigt。 da 
wir auf hYpnotischem Wege tatsachlich in vielen Fallen Heilumgen erzielen 
kGnnen。 Aber m der Folgezeit ist das allgememe Interesse von dler neuent- 
wickelten Analyse starker in Anspruch genonmen worden, so da nicht ganz 
mit Recht, dhe 日 Ypnosetherapie in den Hintergrund gedrangt wurde. JDaran 
mag Yielleicht unsere gerimge Kenntnis des Wesens der HYpnose Schuld 
gewesen Sem. Seit vir durch die Arbeiten の s eimen wirklichen Einbhc に 
gewonmem haben, liegen che Dinge anders。numnd ich glaube, wir Yerstehen nun 
auch etwas mehr von der Wirksamkeit der Psychoanalyse. Es legt zu 
weit auierhalb meimnes Themas。 1Ihnen die czZZeysche HYpnosetheorie ganz 
wiederzugeben。 irmmerhirt mochte ich de grobsten Zige feststellen. 

In der HYpnose vollzieht der Hypnotisierte eine vollstandige Unterwerfung 
unter den HyYpnotseur, dessen Hauptaufgabe eigenthch darin besteht, dhesen 
Prozel zu erleichtern oder doch nicht zu st6ren. Das Verhalten des HHYpnotisier- 
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ten entspricht jener Stufe der Entwicklumg,。 wo das Kind zwar nicht mehr 
sich selbst die unumschrankte Macht er die Dinge zutrauen kann, aber dies 
doch von gewissen auserwahlten Personen, den E1tern, glaubt。undー gerne 
glaubt。 一 -wel es dadurch an der Wirksamkeit magischer Krafte zurmindest 
・ Yerrmrttelten Anteil zu gewinnen hofft. Wir erkemmen in dieser Beschrebung 
den Anutoritatskomplex。 den wir m der analsadistischen Phase,。 dhe uns 
berhaupt als erminent magisch erschienen iSt, lokalisiert haben. ES verlangt 
ticht viel SchartSinn。 im auserwahlten Zauberer dsr primitiven Volker den 
Hypnotiseur der Zivilisiertem wieder zu erkenmen 一 一 und auch der andere 
MIechanismnus。 da wrr bssondere Fahigkerten, die wir selbst nicht besitzen, germc 
anderem Personen zuschreiben, St Yom ド ihrerproblem her gut bekannt。 。 Wir 
Sehcn also mmit zzZ enen innigem ググ usanumenhang zwiSchen der Hypnose 
und dem Antoritatskomplex der magisch-analem Phase. Versuchen wrr 
dem Weg dsr HYpnose zu charakterisieren: Sie mimmmt ihren Ausgang Yomn 
Soziaulem Niveau des Arzt-Patienten-Verhalinisses。 Sie 掴 lurchschreitet die 
gemtale Phase: es ist bekannt。 wie haufig Patienten sich im der HYpDnoss 
Sexuell miBbraucht glauben。 ja manche Persomen sehen 一 一 micht ganmz zu 
Unrecht--m der HYpnose berihaupt eimem sexuellen Akt。 Wir gelangen 
im die Imzest-Phase, das hei8t。 dsm HYpnotiseur。 der eben noch em Liebes- 
objekt war。wrrd die elterliche Position eimgeraumt: tmd schlieRlich wird cr 
noch zur Zauber wirkenden Uber-Person in der analen Phase. Tiefer fihrt 
cie HYpnose nicht: das heiBt aber,dieses letzte Niveau。 das die Hypmose zu 
erreichem Yermiag。 nuB intakt seim, enn der Neuaufbau nach der Katharsis 
Yom ihm. ausgehen soll. Ein gesundsr Anutoritatskomplex ist also die 
Voranssetzumg fir diese Therapie. Ich glaube, dafaur gibt es heute schon 
Bestatigumgen。 ふ を 4z/Z hat gczeigt。 da8 Che 2ZWamgsneuroSe YOm eer OtOrunmg 
des Antoritatskomplexes ihren Ausgang zu nshmen pfHset. Und wir wissens 
da wr bei diesem Krankheitsbilds mmit der Hypnosetherapie eigentlich nichts 
ausrichtem. Ziemlich gute Eriolge haben wir dagegen bei der Aktualmeurosc, 
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deren Genese wir gewohnlich in der Auseinandersetzung des sozialen mit dem 
geritaulen Niveau sehen。 Andererseits mnBlimngt die YYpnosebehandlumg meist 
bei Ferversionen, ds wir ja ebenfalls,der Hauptsache nach, in der analen 
Sphare lokahsieren. Bei der psychischen Impotenz erzielen wir recht hauig 
Erfolge, was gut damit zusamnmenpait, daB wmr an rer Wurzel sehr oft . 
emen Kon 抽 kt des Inzestnrveaus mt dem Genitalnrveau sehen. Wenig 
Anussicht schent uns die HYpnose bei den Sichtig に eiten zu haben。 da wrr 
hier orale Determinanten Yermutem und noch weniger bei dler Schizophrenie, 
deren StOrung wir wohl noch tefer anzusetzen haben. Wir sprechen in der 
AnalYse von der Schizophrenie, als einer narziRtischen Neurose und mnenen 
unter NarziBrmts (が Zzz の )。 die Ich-Bezogenhert des kindlichen rieblebens in 
den erster Phasen. Der Name stammnt von dem underschonen, griechischen 
Jinglimng。 der sich in sein eigenes Spieeelbild verliebt hat. Da HyYpnose 
und Analyse gleicherrmaen an der Schizophremie versagemn。 mnag den Werf 
ihrer Besprechun 豊 umter den Neurosen zweifelhaft machen。 Andererseits 
bietet uns aber der schizophrene ProzeB ein so schones Regressionsbild。 da 
das Vorgehen /7ezZS doch wieder pgerechtfertigt erscheint. Vom imitialen 
Beziehungs- und BeeinfHussungswahn, der anales Geprage hat, gelangen wir 
zu den Gr68enideen, die dentlich vor der oben besprochenen Ubertragung der 
magischen Fahig に eitehn auf eine Autoritat stehen. Der Sprachzeriall zeigt 
unS die Zcrst6rung der oralen Schichte an, in deren Gefolgschaft auch die 
haufge Nahrungsverweigerumg steht. Damit ist der Regression noch kem 
Ende gesetzt und es mag manches fir sich haben, noch ein embryonales 
Niveau zur ErkIarung des katatonen Znustandsbildes anzumehmmen. Dater 
werden wir darauf zurickkommen,。 hier wollte ich Sie nur anschlieend an 
die Theorie der 是 ypnose mit der Lokalisation der neurotischen Bilder nm 
Schichtsystem vertraut machen。 Dai diese Lokalisierung natirlich fiir kemme 
Neurose allgemein durchgefihrt werden kann, ist eine Folge der phanomemo- 


lognschen Abgrenzung der psychiatrischen Krankheitsbilderx 
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_ Wir haben de Indikationsstellung zur Hypnosetherapie kurz behandelt 
und wollen erwahnen, da symptomatsch wohl hoch der Hypnose zuganglich, 
atiologisch aber meist nur analytisch auf6sbar die Hysterie zwischen den 
beiden Behandlungsmethoden steht. Der Vorteil der Analyse Hiegt in thera- 
peutischer Himsicht darin, da sie nicht auf den Autoritatskomples angewresen 
isSt. In der analytschen Situation gibt es eigentlich keine Subordinafion. 
Der Arzt wird vom Patienten berall dorthin postiert。 wo ein Triebanspruch 
Sen Objekt verlangt 一 -das ist die analytische Ubertragung. Der Arzt wird 
Zum Geliebten und zum Vater, er kann auch die Stelle des gehaBten Neben- 
buhlers anuszufillen haben: er wird in homosexuelle Triebkombinationen 
ebenso hineingezogen, wie in heterosexuelle: Ha und Iiebe werden hm 
em tgegengebracht. Denn Anfanger erscheint meist die Herstellung der Uber- 
tragung eine schwierige Aufgabe. In Wirklich に et geht dies mest ganz 
von selbst: unerhort schwer und verantvyortungsvoll isSt nur die LOsumg der 
Ubertragdng。 Eine selbstverstandliche Vorschri 作 st, da der Arzt nicht 
auch seinerseits zu dem Patienten in ein erotisches Verhaltnis treten dark 
Aber auch dann noch wird cr die gr68te Umsicht ben6tigen, die Ubertra- 
gungshebe abzubauen. Wir werden dem Patienten natirlich den Mechanns- 
muS auSeinandersetzen, und vir werden dazu figen, da cs egentlich keme 
echte Liebe sei, die ihn erfalle. Letzteres ist allerdings eine NotlGge, denn 
die Ubertragungsliiebe hat alle Kennzeichen des echten Liebesgefihls. Ich 
glaube, es gibt keine Analyse ohne Ubertragung und das wird uns Yeran- 
lassen, ebenso wie wnr fir die HYpnose den Anutoritatskomplex der analen 
Phase Yoranssetzten, fr die Analyse de Fahigkeit zur Ubertragung als 
conditio sime qua zu formulieren. Wir wssen, da der Autorutatskornplex 
Seimc Entstehumg einer Ubertragang der eigemen Machtanspriche auf die 
EItern verdankt und wir haben in der Symbolfankton den Ubertragungs- 
mechamismus am Werke gesehen. Einme genauere Abgremztung Schent rmir 
heute_noch nicht mnoglich, aber ich glaube, wir_werden nicht fehlgehen, 
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wenn wir das notwendige。 intakte Niveau fr die Analyse in die orale Phase 
Yerlegen. Damit ist ausgedrickt, daB wrr die Analyse be wangsneurosen 
und Perversionen wahrschenlich mit Erfolg verwenden werden, da wir ahber 
auch bei Hypnose-resistenten Fallen von Hysterie, tmpotenz。 sowie bei 
Phojbiem und Aktualneurosem, um nu elm1ge tu1 nenmetn。 einen Versuch rt 
der Analyse machen werden. weifelhaft erscheint ihr Erfolg bei den Sichtig- 
keiten und wenig Aussicht sehen wir fir eine Schizophremiebehandlumg Yoraus: 
UberHissig, zu sagen。 daB natirlich die Analyse, ebensowenig vie irgend eine 
andere Therapie immer erfolgreich ist. Ich habe, abweichend von amderen 
Darstellungen, von der Melancholie, nicht gesprochen, well ich die angefihrten 
Mechanismen selbst nicht scharf gemug sehen kann umd zvweitems,。 weil ich 
Yor einer Psychoanalyse in diesem Falle berhaupt, wegen der erh6hten 
Selbstmordgefahr warmen mochte。 

Bis vor kurzem ware hier unserem Berichte ein Ende gesetzt geweSen: 
sett emem ]ahre aber scheint es eine dritte Methode zu geben, die in noch 
tiefere Schichtem vorzudringem erlaubt。 Ich meine die Methods des hypo- 
glykamischen Shocks,。 die Se an der Wiener psychiatrischen KHnik 
ausgearbeitet hat. Da physischs Shocks oft aufhellend in dem Bilde einer 
Schizophremie wirken, habem schon 7/zz/ez umd ze グ gesehen und da wrr 
von dem pharmakologischen IMechanismus der ypoglykamie bezw. der 
Insulinintoxikation noch nicht genngend wrissen, mmag eS wohl erlaubt sen, 
die Dimge psychologisch zu betrachten. Ich habe eingangs den Abbau und 
Aufbau der psychischen Funktionen unter der Einwirktung der Intoxikation 
erwahnt: da es sich also beinx Shock ebenso um eine Regression handelt, 
wie be der Hypnose, scheint mmir sicher. Auch der Volksglaube。 daB man 
in Momenten der Lebensgefahr das ganze Leben im Wenigen Augenblicken 
wieder erlebe, sprache dafGr. Insbesondere dirfte im Shock die orale Phase 
unterschritten werden: das Auftreten der Hungererregung bet ungengender 
Shocktefe scheint das anzudeuten und darauf dirfte wohl auch die Anwendung 
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der Methode bei den Snchtigkeiten basieren。 Wir gelangen also in das 
vorhin crwahmte, fGtale Niveau,。 wofir das Auftauchen der pathologischen 
Refexe spricht。 Am deutlichsten scheint mr aber das Phanomen der 
aktivierten Psychose fur den Vergleich des Shocks mm der Analyse umd der 
HYpmnose zu Sprechen。 Sg を ee hat namlich beobachtet, daB zu ermerm ertDunkte。 
wo unter dem Ein 肝 usse der Behandlumg der Patient schon weitgehend ge- 
klsct ot。 Chie :PRP0bDOMS BAzSMOtkzoc。eedtrdtky:6dt 6 hak Bhdtigt 3 
wahrend dieser kurz dauernden psychotischen Schibe das Koma nicht unter- 
brochen werden dari。 da sich sonst das Leiden neuerlhch fixiert und da die 
Gesamtbehandlung bis zum Verschwinden dieses Pharnornens fortgefihrt 
werden muB。 Was im Niveau der HHyYpnose die Katharsis war, was be 
der Analyse die Ubertragang war, scheint hier die aktivierte Psychose zu 
sen。  JDie Schwierigkeit ,der Di 提 erentialdiagnose zwischen 量 ysterie nund 
Schizophremie, sowie die vonm Sg を ze/ bemmerkte hysterische Neaktion beim 
Ubergang zur Gesundheit scheinen unsere Auffassung von der Lokalisation 
der Geisteskrankheitem in einzelnen seelischen Niveaus zu bestatigen. 

Sehema der gap Dynamik Soweit ich konnte。 
habe ich Ihnen nun auch 
de Theorie des analyti- 


HYDnOSG Ana1YS9 ShOoCk 


schen Prozesses entvwickelt。 
tumd em Schemmna rmag umS 
dies abermials veranschau- 
hchen、 (Bemierkung: Die 
Lokalisierumg der einzel- 
ne INeuroSem in Schicht- 
SYStemi gilt nur rrit der 
obem besDrochemem Belau- 
hgkeit。 日 Ypmose, Ana- 





lyse und Shock smd Yiel- 
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lecht nicht die einzigen Methodem, es ware noch an das jautogene Traiming'', 
/ 69) 
die Yoga-Praxis。und an die Methode von 60722 zu denken.) 


(Gestatten Sie mr, zum AbschluB noch eimnige Worte uber die Psychoama- 
IjYse im japan. 

_ AlS ich zu diesem Vortrage aufgefordert waurde, war mir zumachst nicht 
sehr wohl zu Mute, denn der Auslander ist nirgends so wenng zu AusSsagen 
Gber die Psyche des Einheimischen berechtigt。 als in Tapan. Ein Znufall hat 
mir etwas Mut gegeben。 Ich fand namlich ein japanisches Hochzeits- 
geschenk, Zwei Elfenbeinblattchen, deren eines als eime Art Deckel ber das 
andere geschobemn werden konnte. Auf dem oberen BI]attchen war ene 
Schlange abgebildet: schob man dieses BIattchem bei Seite,so sah man aut 
dem unteren eime Sehr realistische Darstellung eimer Vulva tmd etmnes eregnerten 
Pemis。 Ich glaube。 da isSt em Mechanismus, Yon derm wrr heute schon sehr 
Yiel gesprocher haben, zu Gegenstand geworden: die reale Coitussituation 
verborgen hinter dem Sexualsymbol der Schlange. Ich war erstaunt, we 
fret das japanische Volk mit seimen Symbolen und-derem Bedeutungem zu 
ODerTieretl Yersteht. 

Ein zweiter Fund hat mmich im der Annahmne, da die .Verdiramgumgs- 
SDanntttg ヶ wiSchen ermzelnen。 scelischen Schichten hier weniger grol iSt, als 
be uns, bestarkt. Ich fand den Mythos von zanamii die bel der Geburt 
eineS Kindes stirbt, und die Izanagi aus deni Lande Yomi zurick zu holen 
Yersucht。 Der Mythos zeigt groBe Ahnlichkeit mit demn griechischsm Orpheus- 
Miythos, nur da dort, wo de abendlandische Sage das Symbol des Schlangen- 
bisses setzt, der ]aDanische Bericbt von der Geburt eimes Kindes, also emem 
vorhergegamgenem Ssxualakt steht. In emem Noh-Drama fand ich emmmal 
folgende Szene: Em Gott schieBt eimen Pfeil auf eme Frau, die Frau hebt 
den Piel auf und steckt ihn Gber die Tire ihres Hauses 一 -umd nach neum 
Monaten brachte diese Frau em Kind zur Welt。 
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Sicherlich hefen sich die Bespiele mehren。 und vielleicht hee sich berhaupt 
ganz allgemein 2eigen,。 da der japanische IMIensch seimnen Symbolen vieler 
naher unmd wssender gegenubersteht, als der Europaer. Der Europaer Yon 
heute, denn ich glaube, da vor dreihundert Tahrem auch wir unsere Symbole 
besser verstandem haben。 Vielleicht iSt es die sertherige Entwicklung des 
陣 和 0diuttetniie die das Synbolverstandnis beeintrachtigE hat。 Anuf jeden Fal 
mochte jch die Gelegenheit benntzen, ahnlhch wie C.C./Z2zg Im 9 Se1ner 
letzten Arbeiten。 auf die notwendigen raSssischem Verschiedenheitem im analy- 
tischen Systemm himnzuweisen。 In meinem Vaterlande。wo Arier und Tuden 
nebenenander leben, haben wrr relativ oft Gelegenheit, solche Verschiedenheten 
in der AnalYse zu Yermerken und darurmn mochte ich Sie davor warnen,。die 
Psychoanalyse allzu streng zu bernehmen. Ahnlich,。 wie man im eimnem 
Lande mt reichich Naturmalaria he 凶 2Zgzze-/Z2 の 6ggSche Therapie modifzieren 
mt6 ebenso scheint mir be eineni Volke, dessen Shinto-Weltbild keine Erbsumde 
kenit die Analyse zu modhfzieren. Worm dhiese Modifkation im Einzelnen 
bestehen mu bin ich nicht kompstent,1hnen zu Sagen. Ich habe mich 
daher bemiht, Thnen ein Systemn zu zelgem。 YO den ich anmehmne, da es 
sich auch an Ihrem Materiale bewahrt. Aber ich bin fest davon durchdrun- 
gen, da der Geist des japanischen Vojkes dieses Systemn erst durch und 
durch tumnformnen wird mnuSsen, ul eS Sich anzuDaSSen. 

Japan hat im wuanderbarer Weise dhe materiellen Kulturleistungen Europas 
emgeholt,。 aber Tapan dari nicht vergessen,。 da es keine groRere Gefahr fur 
seime Tdee gibt。 als eine bhnds Ubernahme der geistigen Gter Europas。 Das 
gilt von nmnserer Philosophie, das gilt vom Christentunn und das gilt von der 
Analyse. So mchte ich denn diesen Vortrag, in dem ich als Europaer Yor 
Ihnen em europaSsches, geiStiges SysStem cntwickeln durfte, mit einer Warmung 
schlieen 一 umd Yiellercht danke ich JIhnen danmmt am besten fir die groBe 


Freude, dhe Sie mmir durch Ihre An 后 orderung bereitet haben. 
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フロ イド 著 | 宗 迫 秩 経 症 の 素因 」 


(利紀 症 選 探 の 問題 に 開 す る 一 考察 


東北 帝 大 碗 部 精 定 病 學 数 室 
臨 画 博士 早坂 長 一 郎 謀 


何故 人 は 弓 経 症 に 私 る か 、 又 如何 に し て 骨 る か と の 問題 は 確か に 精 紀 分 析 陶 に 課せ 
られ た 一 つの 是非 解答 人 富 ね ば な ら め ぬ 問 題 で も る 。 それに は 先 づ 他 の 、 よ り 各 論 的 な 問 
題 、 即 も 甲 も 乙 も 同様 に 一 定 の 洒 テ 経 症 に 租 り 沢 し て 他 の 疾患 に 航 る こと が 無い の は 何 
故 か で の 問題 に 就 い て 解答 し て お く 必 要 が ある だ ら う 。 有 之 即 ち 緯 経 症 選 控 の 問題 で あ 
る 。 

此 の 問題 に 就 い て 之 ほ まで 我々 は 何 を 知 つ の た で あら うか 。 元 来 この 中 に 開 し て は 唯一 
の 一 般 論 だ けし か 確 め られ て 居 な い 。 我々 は 絢 経 定 に 開 興 する 病因 を 、 人 間 が 光 天 的 
に 持つ て 来 た も る の ぎ 後 天 的 に 内 陣 し た も の ミーー 艇 質 的 原因 並 に 偶 残 的 原因 一 一 の 二 
つ に 屈 別 し 、 雨 者 が 共 働 す る こと に よ つ て 初め て 華 病 する の が 定 則 で ある で 考 へ て ゐ 
る 。 営 面 の 問題 に 開 し て は 、 上 逃 の 一 般 論 は 火 の 如き 内 容 を あ 有 つも の で ある 、 詞 経 症 
選 近 を 決定 する も の は 前 者 即ち 素因 の 如何 で あり 、 病原 的 に 働い た 骨 験 と は 無 開 係 で 
ある 、。 さ 。 

之 等 の 素因 の 出所 を 何 虚 に 求む べき か 。 我々 え は 既に 、 問 題 だ な る べき 心 的 磯 能 一 一 
特に 性 的 機能 、 し か し 同時 i 種 々 の 重要 な 自我 機能 一 一 が 正常 の 成人 に 狼 特 な 汰 態 に 
達する まで に は 永い 間 の 、 且 つ 複 比 な 外 育 を な し 人 遊 げ な けれ ば な ら ぬ こざ 注意 し て 
お いた 。 我 えさ は 此 虎 で 、 之 等 の 融 育 は 常に 完全 成就 する も の で は な いか ら 、 時 で し 
て 他 爆 能 が 進歩 的 な 絡 人 比 に 負け る 場合 だ が ある ゞ 想定 し な けれ ば な ら ぬ 。 他 筐 能 の 一 部 
が 前 階 和 固 封 す る 場合 が を それで ある 。 こ こ に 所 調 「 固 着 喘 」 が 生じ 、 外 的 故障 の 信 
に K 宜 病 す る 場合 に は 此 の 尋 に 向 つ て 圧 能 が 退行 する 可能 性 が ある 。 

か く 《 し て 我々 の 調 ふ 素因 に は 策 育 制止 の こと で ある 。 他 の 疾患 に 於 ける 一 般 病理 限 


1) Freud、S.: Die Disposition zur の wangsneurose( Ein Beitrag zum Problem der Neurosenwalhl ). 
1913. Ges. Sechr. Bd. Y. 
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上 の 事 買 に 類 慌 を 求め て みて も 我々 は この 解 租 を 確信 する こと が で きる 。 如何 な る 要 
素 が か く の 如 き 贅 育 障 人 を 惹起 し 得る る も る の で あろ る かさ ぐ の 疑問 翌 し て は 、 精 守 分 析 如 
的 研究 は 行き 詰 ら ざる を 得 な い 。 之 は 生物 玩 的 研究 に 委ね る より 他 は 無い 。 

等 の 優 定 の 助け を 借り て 我々 は 既 K 敷 年 前 輝 綴 症 選 近 の 問題 に 手 を 着け て みた 。 
我 さ は 仕事 の 方 向 を 、 病 的 な る の か ら 正 常 な も の を 推 祭 する や うに け て みた が 、 を る 
の 結果 は 買 に 特殊 な 、 全 く 勿 期 せ ざる 着手 貼 を 頃 見 する こと と な つた の で ある 。 精 視 
々 経 症 の 主 な る も の を 網 維 す る 系 列 の 順序 --- ヒ ステ リー、 束 追 絡 総 症 、 バ パラ フィア 、 
早 紙 性 痴呆 症 -- は 、 之 等 の 疾患 が 現れ る 一 生 の 中 の 時 間 的 順序 に 一 致す る 。 上 ステ 
リ - 性 疾患 は 既に 小 兄 の 第 一 年 に 之 を 観る こと が で き 、 弾 迫 種 経 症 が その 最初 の 症候 
を 題 す の は 普通 小 晃 期 の 第 二 期 ( 満 六 年 乃至 八 年 ) で あり 、 他 の 二 者 、 即 ち 余 が この 
二 つ を 合 し て バラ フレ = ェ ー ミ 綿 各 す る 所 の 精 激 々 経 症 は 思春 期 を 過ぎ た 成熟 期 (に 至 つ 
て 初め て 現れ る 。 此 の 最後 に 来る 疾患 は 、 吾 人 の 研究 に よれ ば 、 宛 経 症 選 挫 に 劉 す る 
素因 の 開 係 を 明か に し て くれ た 最初 の も の で ある 。 こ の 雨 者 に 特有 な 性 質 で ある 所 の 
誇大 卒 想 。 再 象 具 か ら の 逃避 、 感情 電 移 の 困難 は 我々 に 次 の や うな 結論 を 強 ひ た 、 之 
等 の 疾患 の 素因 に な つた 固着 は 、 軸 象 選 近 が 生ずる 前 の リビドー 般 育 期 、 即 も 自 解 性 
感 て Autoerotismus) 及び 自己 愛 (Narzi8mus) の 階 杉 に 之 を や 求め る こと が で きる 、 で 。 
か くし て この 了 晩 病 性 の 疾患 は 。 甚だ 早期 の 制止 ご 固着 と に 記 る わけ で ある 。 

之 に よ つ て 我々 は 、 と ステ リー ミ 強 迫 玉 経 症 E、 即 ち 基 年 期 に 症候 を 形成 し て 来る 
ニ つ の 感情 韓 移 性 視 経 症 の 素因 を 。 リビドー 緩 育 の 比較 的 後期 に 想定 する こと が で き 
る か も 知れ な い 。 然 ら ば その 和義 育 制止 を 何 虎 に 見 出せ ば よい か 、 就 中 強 追 御 継 症 の 素 
因 を と ステ リー 話 翌 立 蘭 し むべ き 根 拓 を 如何 な る 階 橘 の 差 に 求む べき で ある か 。 之 に 
就 い て は 永い 間 何 事 も 経験 せら れ な か つた 。 余 は 人 朋 て 此 の 雨 者 の 素因 を 推察 し て みよ 
うさ 企 て 。 例 へ ば と ステ リー は 幼時 の 内 験 に 於 ける 受動 性 、 強 追 御 経 症 は 能動 性 に ょ 
つて 制約 され る の で は ある まい か さ 考 へ て みた が 、 や が て 之 は 営 つ て お あな いこ で が 制 
り 、 撤 回 され る の 止 な な き に 至 つ た 。 

此 虎 で 個々 の 際 床 的 観察 の 材料 に 乃 ら う 。 余 は 永い こ で 一 人 の 婦人 愚者 を 研究 し て 
の ゐる が 、 彼 女 の 御 経 症 は 買 に 例 の 無い 疑 化 を や や つて ゐる 。 最初 の 御 経 症 は 、 或 外傷 的 
胡 験 の 後 で 始ま つた 普通 の 不安 と ステ リー で あつ た が 。 之 は 表 年 間 と の 特徴 ちあ 内 は な 
か つた 。 所 が 或 日 の こさ ゞ 、 突然 之 が 重症 の 衝 追 利 経 症 に 縁 つた 。 か く の 如 き 症 例 は 必 
ず や 一 方 向 以上 に 向 つ て 重要 な も の こなつ て 來 る に 違 な い 。 即ち 之 は 一 方 で は 恐らく 


2) W、Fiie8 の 業績 が 生物 財 に 下す る 時 間 ら 大 き さ の 意義 を 低 見 し て 以来 、 綴 育 障 条 は 可 
育 の 潮時 の 時 間 的 疾 化 に 外さ られ る こと が 考 へ 得 ち られ る や うに な つた 。 
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ニ 國 語 で 書か れ た 廊 書 の 意味 を 有 ち 得る る の で あり 、 同 一 の 内 容 が 二 つ の 御 経 症 ヒ ょ 
つて 、 調 は ば 異 つた 國語 で 表現 され て る こざ を 示す も る の で ある 。 他方 この 症例 は 、 も 
し 吾 人 が 人 は その リビドー 租 育 の 途上 一 つ 以 上 の 径 貼 を 有 し 得る と の 想定 を 育 定 し た 
く な いな ら ば 、 残 育 制止 に よる 素因 説 紙 壇 着 す る 恐れ が ある 。 乃 で 余 は 自ら 語 つ た 、 
何人 も 此 の 上 逃 の 可能 性 を 否定 する 簡 利 が 無い 、 で 。 し か し 余 は 此 の 症例 を 理解 せん 

ざ し て 大 い K 如 張 し た の で ある 。 

分 析 の 経過 中 一 且 此 の 事 が 起 る や 。 事態 は 全て 余 が 考 へ て お た も の で は 金 く 別 個 の 
も の で ある こと を 認め ざる を 得 な く な つた 。 此 の 弓 追 牧 経 症 は 、 最 初 不安 と ステ リー 
を 惹起 し た の ミ 同 一 の 外傷 に 至 す る 反 鷹 の 婁 な る 績 き で は な か つた 。 ぜ し ろ 第 二 の 般 
腺 に 届 す る 反 座 で あり 、 之 が 久 K 第 一 の 骨 有 験 は 完全 に その 偵 値 あ 失 つ て し まつ た 。( 即 
ち 芝 は 、 紳 経 症 選 控 に 再 し て 人 骸 駿 は 無職 係 で ある こと を 主張 する 召 人 の 説 の 一 つの 
ーー し か し 更に 吟味 せら ちら る べき 一 一 例外 で あつ た 。) 

余 は 遺 載 な が ら ー- 或 事 博 の 包 に 一 一 本 例 の 病歴 を 心 め くま ま に K 岳 踊 す る こと が で 
き な か つた 。 従 つて 此 上 諾 で は 後 逃 の 報告 だ け で 我慢 する より 他 仕 方 が 無い 。 患 者 は 毅 
病 前 まで は 幸 訪 な 、 殆 “何不 足 の 無い ぃ 人妻 で あつ た 。 彼女 は 幼時 の 願 堂 の 固着 が 動機 
で な つて 子供 を 欲し て ゐ た 。 所 が 彼女 は 、 彼 女 が 清陵 の 愛 を 座 げ て ゐる 内 か ら は 子 
供 を 得る こと が で きぬ こと を 知 つ た 。 この 時 彼女 は 租 病 し た の で ある 。 即ち 不安 モス 
テリ ー は 此 の 絶 塵 の 反 應 くし て 起 つ た も の で あり 、 診 惑 の 刻 想 (その 中 で 彼女 の 子供 
へ の 執 提 な 願 堂 は 成就 され て ゐ た ) を 抑 庁 し た 結果 で ある 。 こ の こと で は や が て 彼女 自 
身 で も 理解 する や うに な つた 。 乃 で 彼女 は 、 そ の 病気 の 原因 が 夫 に よ つ て 惹起 され た 
絶望 に 在 る こ で を 夫 に 知ら せま いこ と し て 振舞 ふ や う に な つた 。 し か し 、 人 は 誰 で も 自 
分 の 無意識 の 中 に 他人 の 無意識 の 現れ を 解 種 し 得る 道具 を 持ち 合せ て ゐる も の で あ 
る 、 さ 主張 する こと は あな が ち 根 振 の 無い こ ぼ だ で は な い 。 夫 は 何 も 打ち 明け られ すず で ミ 
も 、 又 何等 の 設 明 を 聞か な くさ も 妻 の 不安 が 何 を 意味 する も の で ある か を 知 つ た 。 彼 
は 人 知れ すそ れ を 苦 に し た 。 そ し て 今度 は 彼 の 方 が 衝 経 症 的 に な つた 。 即ち 彼 は 夫婦 
の 交 り K 際 し て 一 一 初め て 一 一 思ふ や うに な ら な か つた の で ある 。 その 至上 日 彼 は 旗 行 
に 出 角 し た 。 そ れ で 彼女 は 。 彼 が 永久 的 に 不能 に な つた さ 考 へ 、 作 に 彼 の 角 宅 双 定 日 
の 前 日 、。 最 初 の 強迫 症状 を 績 し た の で ある 。 

彼女 の 強迫 科 経 症 の 内 容 あ なす も の は 、 病 的 な 洗 浴 強 迫 乃 系 潔 縫 く 他人 か ら 危 雪 を 
加 へ ち れ は し まい か 、 ミ の 麗 怖 に 再 する 極め て 根気 張 き 防 缶 手 段 だ で あつ た 。 受 即ち 肥 
門 性 感 的 並 に 加 虐 的 衝動 の 反動 形成 で ある 。 此 の 形 を で つて 彼女 の 性 的 要求 が 現れ ね 
3) 市 者 庄 、 精 和 分 析 學 で は 刀 人 が 子供 を 欲す る の は 幼 了 衝 の ベニ = ス 姜 望 か ら 示 る と 説い て ゐる 。 
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ば な ら な か つた 。 彼女 の 性 器 的 生活 は 、 彼女 に ぐつ て 唯一 の 男 た る 人 の 不能 に よ つ て 
完全 KK 無償 値 な も の に な つて し まつ た か ら 。 

余 の 了 説 の 一 小 部 分 が 新 に つけ 加 へ られ た の は 買 に 此 の 由 で ある 。 こ の 一 小 部 分 は 
一 見 此 の 一 例 の 観察 に 基 い て ゐる や うに 思 は れる の も 光 も で ある が 、 買 は 之 ま で の 多 
敷 の 観 府 例 か ら 得 られ た 印象 の 線 和 で ある 。 た だ 此 の 最後 の 経験 が 較 め て 一 つの 洞察 
を 奥 へ る こと を 可能 な らし め た K 過 ぎ な い 。 余 は 自ら 言 つ た 、 リ ビ ド ー 的 衝 能 の 多 育 
に 開 す る 公式 に は 新 に も う 一 つの も の を つけ 加 へ る 必要 が ある 、 で 。 最初 余 は 、 個 々 
の 成分 本 能 が 各々 自ら の 久 に 自 骸 に 於 て 欲求 の 清 足 を 求め る 所 調 自 穏 性 感 の 階 桶 々 、 
綿 て の 成分 本 能 が 圭 象 選 押 に まで 線 合 せら れ 性 器 主 栓 の 下 に 生殖 に 仕 へ る 階 述 と 区 民 
別 す る だ け で あつ た 。 バ パラ フレ = ニー の 分 析 は 、 周 知 の 如く 、 我 々 わし て 雨 者 の 間 に 自 
己 愛 の 時 期 、 即 ち 届 象 選 控 は 既に 起 つ て ゐる が 其 の 調 象 は 自己 自ら に 他 な ら め 時 期 を 
押入 する こと を 人 鈴 儀 な か ら し め た 。 面 し て 今や 吾 人 は 、 最 後 の 形 が 出来 上 る 前 に 、 更 
に も うら 一 つの 時 期 、 即 ち 改 分 本 能 は 皮 に 詩 銀 選 控 に まで 縛 合 さ れ て 居り 、 又 その 習 象 
も 自分 自身 さ は 絢 が 可 い も る の さ で な つ て 居る が 、 面 も まだ 性 器 郡 位 の 芋 捧 が 備 は つて ゐ 
な い 叶 期 を 許容 する 必要 を 認め る の で ある 。 此 の 持 器 統 裁 前 の 性 生活 編成 期 を 支配 す 
る 成分 本 能 は 、 む し みろ 肛門 性 感 加 炭 性 と で ある 。 

か く の 如 き 提 唱 が 最初 異様 に 響く こと は 余 も 承知 し て ゐる 。 し か し 之 ま で に に 得 られ 
た 知識 さ の 開 係 が 見 出さ れる に 及 ん で 初め て この 提唱 が 熟知 され る で あら うし 、 行 く 
行く は 僅か な が ら 永 い 間 駒 想 され て の た 革新 た 資 する も る の な り で し て 多く の 人 か ら 承 
認 を 受 く る に 至る で あら うこ は 必然 で も る 。 この 意味 に 於 て 同様 の 期待 や を 以 て 「 性 
器 統 裁 前 の 性 的 編成 」 を 吟味 する こと に する 。 

a) 憎悪 と 肛門 性 感 さ の 衝動 が 強迫 緯 経 症 の 症候 台 に 笛 し て 極め て 重要 な 役割 を 演 
を る こざ は 皮 多 く の 観察 者 に 注目 さして わる こと で ある が 、 最近 E. Jones に よ つ 
て 特 明 確 高 調 さ れ た 。 も しみ 等 の 成分 本 能 が 、 箱 経 症 於 て 再び 性器 的 本 能 の 代 
理 を 引受 ける (前 者 は 彼 育 更 上 後者 の 先 騙 者 で ある ) も の で ある な ら ば 、 今や 上 逃 の 
開 係 は 吾 人 の 提唱 か ら 直 接 的 に 導き 出さ れる 。 

此 虎 で 今 ま で 保留 し て お いた 本 症例 の 病歴 の 一 部 を 持つ て 來 て みる 。 彼女 の 性 生活 
は 極 く 幼 い 時 、 加 炭 的 な 打 所 の 底 想 を 描く こ で を以て 始ま つて ゐる 。 之 を 鎖 礎 し た 後 
で 異常 に 永い 常 伏 期 が や つて 来 た 。 即 ちこ の 少女 は 非常 に 道徳 的 な 算 育 を な し 、 女 ゞ 
し て の 性 的 感覚 に 目覚 め る こと が 無 か つ た 。 妙 秋 に な つて 結婚 し た が 、 之 と 共に 剛 誤 


1 わ E. Jemes 著 「 絹 師 妃 経 症 に 於 ける 憎悪 と 肛門 性 感 」(Hf6 u. Annlerotik in der の wungs- 
neurose. Intern. Zeitschr. f. irztl. Psychoananlyse, T,、1913, 耳 . 5.) 
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な 人 妻 ぐ し て の 正常 な 性 的 行 委 が 始ま つた 。 之 は 敷 年 間 績 いた 。 そ し て 人 遊 最 初 の 大 
き な 失 堂 に 側 選 し 、 と ステ リー 性 紀 経 定 を 来 し た の で ある 。 その 後に 超 つ た 性 器 的 生 
活 の 失 條 < 共に 彼女 の 性 生活 は 、 既 に 逃 べ た 如く 、 加 虐 性 と いふ 幼時 の 階 柳 へ と 貢 ち 
宅 行 つた 。 

此 の 強 迫 箇 首 症 で 他 の 多く の 場合 の 強 追 御 経 症 。 即 ち 比 較 的 着い 時 に 始ま り 、 其 の 
後 一 進一 退 し つつ 慢性 の 経過 ちさ る 場合 で を 民 別 すべ き 特徴 を 決定 する こと は 困難 で 
な い 。 後者 の 場合 で は 問 道 種 経 症 の 素因 を 含む 性 的 編成 は 一 旦 出 来 上 つて しま へ ば 再 
び 壊 され る こぐ が 無い が 、 本 例 に 於 て は この 性 的 編成 は 、 よ り 高 等 な 毅 育 階 稀 に 達 す 
る こと に よ つ て 一 旦 解 油 さ れ 、 そ の 後 そ れ か ら の 退行 に よ つ て 復活 され た の で ある 。 

b) も し 吾 人 が 我々 の 提唱 か ら 出 衣 し て 生物 静 的 開 係 へ の 開 陸 を 求め る な ら ば 、 生 
殖 機 能 を 目標 だ する 雌雄 の 市 立 は 性 妖 裁 前 の 革 象 選 控 の 階 柳 に 於 て は 存在 し 得 な い 
どい ふ こ で を 忘れ て は な ら ぬ 。 その 代り に 能動 的 目標 に 向 ふ 努力 と 受動 的 目 柱 へ の 努 
力 で の 羊 立 一 之 は や が て 規 性 の 至 立 に 障 結 され る ーー を 見 出す 。 能動 性 は 普通 の 征 
服 本 能 で 俳 立 する が も し 後者 が 性 的 穫 能 (に 仕 へ る 場合 に は 我々 は 之 を 同様 に 加 虚 性 
呼ぶ 。 之 は 完全 KK 成熟 し た 正常 の 性 生活 に 於 て も 重要 な ワキ ォ 役 を 演ずる 筐 だ 。 受動 的 
感覚 の 流れ は 肛門 性 感 か ら 出 る 。 その 性 感 部 位 は 。 昔 の 、 未 分 化 の 排 腔 に 一 致す る 。 
性 器 統 裁 前 の 編成 階 和 に 於 て 肛門 性 感 が 特に 強い 場合 に は 、 男 子 に と つて 、 彼 が 性 的 
能 の 炊 の 階 桶 、 即 ち 性 器 主 棋 の 階 秀 に 達し た 時 に 、 同 性 愛 の 有力 な 素地 が 残さ れる 
で あら う 。 前 の 階 柳 の 上 に 後 の 階 科 が 建設 され る こと 、 及 びそ れ に 伴 つ て り ビ ドー 部 
給 の 模様 が 疑 つ て 来る こさ は 、 分 祈 了 的 研究 に 最も 興味 深き 問題 を 提供 する 。 

性 生活 の 性 器 統 裁 前 の 編成 な ど そ ぐい ょ ふ 事 あやめ て し まつ て 、 性 生活 は 性 器 的 械 能 及 
び 生 殖 概 能 こ 同一 で あり 、 そ れ を 以 て 始ま る の だ で し た 方 が 、 此 虚 で 逃 べ て ゐる や う 
な 葛 倒 が 無く て いい で の 意見 も 在り 得る 。 し か し さ う する こざ に な る で 和紀 経 症 に 就 い 
て は 、 分析 事 的 研究 の 明白 な る 結果 を 願 み て 人 は 炊 の や う K 第 白 す る で あら う 、 性 的 
麻 作 用 に よ つ て 、。 性 的 努力 を 他 の 、 性 的 な らち ざる 本 能 に よ つ て 表現 し な けれ ば な ら 
な く な つた 、 従 つて 又 後 者 を 代償 的 に 性 化す る 必要 に 人 迫 ら れ た 、 で 。 か く て は な 精 福 分 
栃 壁 の 埼 外 に 出る も の で ある 。 靖 画 分 析 欧 以前 に 再び 戻る る の で ある 。 と そし て 妨 精 補 
分 析 早 に よ つ て 明か に され た 健康 で 北 態 性 筐 で 客 経 赴 こ の 関係 の 理解 を 放棄 する も の 
で あら ね ば な ら め 。 精神 分 析 委 は 常に 性 的 成分 本 能 、 性 感 部 位 、 更に 之 等 か ら 得 た [性 
的 機能 」 な る 概念 一 一 狭義 の [性器 的 殿 能 」 に 遇 立 せる ーー の 折 張 を 認め る こざ ミ 生 
死 を 共に する も の で ある 。 人 荷 小 兄 の 正常 の 紙 育 状態 を 観 す る な ら ば 、 そ れ だ け で も 
上 逃 の 如き 誤 ま つた 試み を 床 け る に 充分 で ある 。 
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c) 性 格 誤 達 の 領域 に 於 て も 吾 人 は 環 綴 症 に 於 ける で 同一 の 本 能力 ヒ 遺 遇 せ ね ば な 
ら ぬ 。 し か し 雨 者 の 厳正 な 理論 上 の 差異 は 、 性 格 の 場合 に は 種 経 症 の 機制 に 猫 特 な も 
の 。 即 ち 抑 褒 の 失敗 さ 被 抑 礎 物 の 再来 と が 起 ら な いで とい ょ 事情 に 存する 。 性 格 形 成 の 
場合 に は 抑 礎 は 働か な いか 、 或 は 抑 庁 の 目的 を 達する に し て も ゃ も 被 抑 歴 物 は 反動 形成 或 
は 昇華 に よ つ て 代償 され る 。 それ 故に 性 格 形成 の 過 得 は 緯 総 症 の それ より も ゃ 不鮮明 で 
あり 、 分 析 に か か り 難 い 。 

し か し な が ら 性 格 形 成 の 領域 に 於 て は 前 逃 の 症例 愉 度 同じ や うな こと K 如 遇 する 
こざ が 多い 。 加 虐 性 < 民 幅 性感 の 統 毅 する 性 如 統 裁 前 の 性 的 編 不 の 復活 が それ で あろ る 。 
婦人 が その 性 器 的 機能 を 停止 し た 後 で を の 性 格 に 特別 な 和 紹 化 を 來 す 場合 が 多い こと は 
周知 の 事 綿 で あり 、 又 屋 ぇ 苦情 の 種々 な つて ゐる 。 彼女 達 は 噴 嘩 好き 、 や か まし 屋 、 
頑 回 、 子 定規 、 震 千 さ な り 、 調 は ば 定型 的 な 加 虐 的 ・ 肛 門 性 感 的 特徴 を 現す 。 之 等 
は 以前 女性 で あつ た 時代 に は 決し て 見 られ な いも の で あつ た 。 喜劇 作家 、 斉 刺 家 は 何 
れ の 時 代 に も この 「 鬼 小 」 を 栓 玉 に 上 げ 、 農 女 、 愛 麦 、 慈 母 が か う も 疾 る る も の か で ぶ 言 
*。 此 の 性 格 の 疑 化 は 性 器 統 裁 前 の 加 岩 的 ・ 肛門 性 感 的 階 格 へ の 退行 に 他 な ら ぬ も の 
さ 錦 々 は 考 へ て ゐる 。 之 が 弾 迫 弓 経 症 の 素 囚 で ある こと も 我 さ の 接 に 和紙 見 し た 所 で あ 
る 。 か くし て 加 虐 的 ・ 肛 門 性 感 的 階 橘 は 、 性 器 統 六 階 爺 の 先 顎 で ある ば か り で な く 。 
性 器 が その 機能 を 果して し まつ た 後 の 名 半 で あり 変 代 者 で も ある で 言 へ な いこ と ども あ 
る まい 。 

か く の 如 き 性 格 の 閣 化 強迫 宅 経 症 ぶ を 比較 し て みる こ で は 慕 だ 興味 深 の こと で あ 
る 。 雨 者 で も 退行 の 仕事 で も ある 。 し か し 前 者 で は 順調 に な し 途 げ られ た 抑 歴 ( 或 は 銀 
礎 ) の 後 で 起 つ た 完全 な 退行 で あり 、 秀 経 症 の 場合 で は 炊 の や うに な る 、 軸 冬 、 退行 
させ まい ミ の 努力 、 退行 に 強 す る 反動 形成 、 雨 方 面 か ら の 安 協 に よる 症候 形成 、 精 竹 
活動 の 分 像 (意識 可能 な 精 視 活動 で 無意識 的 精 純 活 動 と へ の )。 

d) 性 器 統 裁 前 の 性 的 編成 C 開 する 妊 人 の 提唱 は 二 つ の 方 向 に 向 つて 不 完全 で あ 
る 。 第 一 に 此 の 提唱 は 他 の 成分 本 能 の 開 係 ( 之 に も 多く の 研究 で 吟味 と に 全 す る も の 
が ある が ) を 考慮 に 入れ て ね な い 。 そ し て 加 虐 性 ミ 肛 門 性 感 さ の 主 林 を 高調 する だ け 
で 清 足 し て ゐる 。 特に 知識 本 能 に 開 し て は 、 我々 は 屋 < それ が 強 追 種 経 症 の 機制 に 於 
・ て 加 虐 性 の 代り に 働き 得る か の 如き 印象 や 受け て ゐる 。 この 本 能 こ そそ の 根本 に 於 て 
は 昇 革 され た 、 知 的 な も の に まで 高め られ た 征服 本 能 の 芽 で あり 、 そ れ が 拒否 され れ 
ば 手 惑 の 形 を さ つ て 尼 迫 算 経 症 の 病 像 の 大 部 分 を 占 む る に 至る も る の で ある 。 

第 二 の 鉄 了 は 更に 有意 義 で ある 。 経 症 の 誤 育 史 的 素因 朗 は 、 固 着 の 起 る 自我 融 育 
の 階 柳 を リビドー 帝 育 の それ で 同等 に 願 慮 する 時 に 於 て の み 初 め て 完全 で ある こと は 


の 
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吾 人 の 承知 し て ゐる 所 で ある 。 然るに 吾 人 の 提唱 は 此 の 後者 だ け 開 係 し て ゐる 。 吾 
人 の 基 非 ぶ も 追求 悦 ね ば な ら め ぬ 全 骸 に 開 す る 知識 を 鉄 いて ゐる 。 自我 本 能 の 績 育 期 に 
就 いて は 今日 娠 人 の 知識 は 誠に 富 々 た る も る の で ある 。 余 は 僅か I に Ferenczi の 前 途 洋 
ォ た る 試み が 此 の 問題 に 近づか ん で し て ゐる の を 知 つ て ある だ け だ 。 余 は ヽ 、 現在 手 に 
し て ゐる 材料 の 痕 を 辿 つて 次 の や うな 企 説 を 頃 表 し た いで 思ふ が 、 之 が 果敢 に 和 失 す る 
や 否や は 知ら な い 。 曰く 、 自 我 の 頃 育 が 時 間 的 に K リビドー の 角 育 の 先 を 行く こと で が 弾 
迫 牧 経 症 の 素因 に し て 考 へ られ る 、 で と 。 かく の 如き 先行 性 が 自我 本 能 を し て 、 ま だ 性 
穫 能 が その 最後 の 形 に 十 し て ね な い の K 習 象 選 提 強行 す せしめ る の で あら う 。 従 つて 
性 器 統 裁 前 の 性 的 編成 の 階 柳 に 固着 を 残す の で あら う 。 弾 迫 竹 経 症 者 は 軸 象 愛 の 薩 I 
待 供し て ゐる 敵意 に 因 し て 前 者 を 擁護 する 劉 過度 の 道徳 心 を 績 育 人 し め な けれ ば な 
ら ぬ どい ふ こ で を 吟味 する な ら ば 、 自我 残 育 が 一 程度 まで 先行 する こと は 人 間 の 本 
性 に 定型 的 で ある で 考 へ た く な る だ ら う し 、 双 道徳 心 生 の 能力 は 、 般 育 史 上 憎 し 
み が 愛 より も 先 で ある で の 事情 に 基 い て お る こ で を 見 出し た く な る で あら う 。 信 て 
W. Stekel は 、 人 で さ 人 ミ の 最初 の 感情 的 変 渉 は 増し み で あつ て 愛 で は な いで 言 つ た 
こ で が ある が 、 営 時 会 は その 意 を 解 し か ね た が 、 恐 らく この 言葉 は 上 記 の 如き 意味 を 
有 つ も の だ ら う で 思 は れる 。 

e) 倍 て 最後 に 茅 さ れ た も の は ヒス テリ ー ど り ビ ドー 義 育 の 最後 の 階 桶 た る 性 器 主 
樺 並 に 生殖 機能 介入 を 特徴 さす る 時 期 だ の 身 接 な 開 係 で ある 。 此 の 最後 の 階 宛 に 達し 
た さして も と ステ リー に な る 場合 に は 抑 礎 に 負け に た わけ で ある 。 し か し 此 の 場合 に は 
性 器 統 裁 前 の 階 抑 に まで 退行 する こさ で は 無い 。 素因 決定 に 際 し て 外 れ る 、 自 我 蘇 育 
開 す る 吾 人 の 無知 に 基く 鉄 了 は 、 と ステ リー 性 絢 経 症 の 場合 に 強迫 衝 経 症 の 場合 より 
も 更に あり あり で 感 ぜ られ る 。 

み に 反 し て 一 種 の 別 な 退行 、 即 も ょ り 前 期 の 水 進 へ の 退行 は に ほ ス テリ ー に も ゃ も 來 る ゞ 
いふ * 事 賞 を 誇 明 する こ で は 困難 で は な い 。 女 見 の 性 稔 が 男性 的 指導 器 宜 ( 陰 要 ) の 支 
配下 に あり 、 多 く の 現 で 男 見 の 性 和 然 の 如き 態 度 を どる こ で は 周知 の 通り で ある 。 思 春 
期 に 至り 最後 の 誤 育 の 潮時 が 来る で 此 の 男性 的 性 答 は 清算 され 、 排 深 か ら 策 達し た 
礎 が 支配 的 性 感 部 位 に まで 高め られ ね ば な ら め ぬ 。 耐 し て 婦人 の と ステ リー 性 千 経 症 の 
場合 に 此 の 一 旦 抑 麻 さ れ た 男性 的 性 伏 が 再び 活動 を 始め 、 之 に 向 つ て 自我 的 本 能 の 側 
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5) Ferenczi 著 「 現 賞 感 の 育 階 陣 」 (Entwicklungsstufen des Wirklichkeitssinnes. Intern. 
Zeitschr. f. irztl. Psychoannalyse, 1913、 是 . 3.) 
6) W.Stekel 著 「 夢 の 言葉 」 CDie Sprahe des Traumes. 1911、 S, 536.) 
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10 まう 


か ら 防 衛 闘 省 が し か けら れる こと は 少し ゃ 珍し く な い 。 し か し な が ら 、 今 此 謀 で ヒス 


テッ ー の 素因 の 問題 に 立入 つて 議論 する こと は 時 期 何 早 の 感 が ある 。 
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